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Ⅰ　

は
じ
め
に

二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
年
）
に
実
施
さ
れ
た
第
一
回
（
新
）
司
法
試
験
の
論
文
式
試
験
問
題
公
法
系
科
目
第
一
問
は
、
た
ば
こ
製
品
の

包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
義
務
の
憲
法
適
合
性
を
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、「
本
問
に
お
け
る
核
心
的
な
問
題
」
の
一
つ

は
、「
他
者
の
意
見
を
記
載
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
（
消
極
的
表
現
の
自
由
＝
強
制
か
ら
の
自
由
）」
に
関
わ
る
憲
法
上
の
問
題
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る

（
1
）

が
、
出
来
の
良
い
答
案
は
必
ず
し
も
多
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
司
法
試
験
考
査
委
員
か
ら
は
、
出
題
者
と
し
て
は
、

「
消
極
的
表
現
の
自
由
」
と
は
、「
他
者
の
意
見
を
記
載
す
る
こ
と
を
『
強
制
さ
れ
な
い
自
由
』」
で
あ
り
、「
消
極
的
表
現
の
自
由
が
、
単

な
る
『
言
わ
な
い
自
由
』
や
『
沈
黙
の
自
由
』
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
論
述
す
る
こ
と
」
を
期
待
し
て
い
た

（
2
）

が
、
受
験
生
は
、

「
自
分
の
意
見
で
な
い
他
者
の
意
見
を
自
分
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
記
載
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
の
問
題
性
」
＝
「
強
制
か
ら
の

自
由
を
巡
る
問
題
」
と
い
う
「
基
本
的
問
題
に
気
付
い
て
く
れ
な
か
っ
た
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
な
さ
れ
た

（
3
）

。
ま
た
、「
消
極
的
表
現
の
自

由
に
は
触
れ
て
い
る
」
答
案
で
も
、「
そ
の
内
容
を
き
ち
ん
と
把
握
し
な
い
ま
ま
記
述
し
て
い
る
も
の
が
多
い
」
と
か
、「
た
ば
こ
に
対
す

る
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
が
ど
う
い
う
意
味
で
消
極
的
表
現
の
自
由
の
問
題
に
な
る
の
か
を
き
ち
ん
と
説
明
し
た
上
で
な
い
と
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
本
当
は
移
れ
な
い
は
ず
な
の
に
、
そ
こ
を
飛
ば
し
て
し
ま
う
答
案
が
多
か
っ
た
」
な
ど
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
4
）

。
し
か

し
、「
教
科
書
・
概
説
書
で
は
、
一
般
に
、
表
現
の
自
由
の
中
で
消
極
的
自
由
と
い
う
概
念
は
説
明
が
さ
れ
て
い
な
い

（
5
）

」
こ
と
、
さ
ら
に
、

出
題
さ
れ
た
「
問
題
に
直
接
か
か
わ
る
判
例
は
な
い

（
6
）

」
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
出
題
者
側
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
、
考
え
、
資
料
を
読
み
、
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
受
験
生
が
出
来
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
責
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

（
7
）

」

と
思
わ
れ
る
。
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

第
一
回
（
新
）
司
法
試
験
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
す
で
に
一
〇
年
の
時
が
流
れ
た
。
現
時
点
に
お
い
て
も
、
出
題
さ
れ
た
「
問
題
に
直
接

か
か
わ
る
判
例
は
な
い
」
し
、「
教
科
書
・
概
説
書
で
は
、
一
般
に
、
表
現
の
自
由
の
中
で
消
極
的
自
由
と
い
う
概
念
は
説
明
が
さ
れ
て

い
な
い
」
と
い
う
状
況
に
大
き
な
変
化
は
な
い

（
8
）

が
、
こ
の
一
〇
年
の
間
に
、
二
〇
〇
六
年
（
新
）
司
法
試
験
論
述
式
試
験
問
題
公
法
系
科

目
第
一
問
（
以
下
、「
一
六
年
公
法
系
第
一
問
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
優
れ
た
解
説
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
消
極
的
表
現
の
自
由

の
内
容
に
つ
い
て
も
、
ま
た
、
警
告
表
示
義
務
が
ど
う
い
う
意
味
で
消
極
的
表
現
の
自
由
の
問
題
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
、

た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
基
本
権
の
制
約
で
あ
る
と
し
て
、
当
該
基
本
権
制
約
が
正
当
化
さ
れ
る
の
か
に

つ
い
て
も
、
立
ち
入
っ
た
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
最
近
、
ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
を
素
材
と
し
て
、
上
記
の
問
題
点
に
つ

い
て
若
干
の
検
討
を
す
る
機
会
を
も
っ
た

（
9
）

の
で
あ
る
が
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
す
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
見
解

と
は
若
干
異
な
る
見
解
を
も
つ
に
至
っ
た
の
で
、
私
見
を
こ
こ
に
公
表
す
る
こ
と
に
し
た
。

さ
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、「
自
分
の
意
見
で
な
い
他
者
の
意
見
を
自
分
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
記
載
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
る
こ

と
の
問
題
性
」
に
「
直
接
か
か
わ
る
判
例
」
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
い
て
健
康
に
対
す
る
喫
煙
の
危
険
性
の

警
告
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
こ
と
が
基
本
権
に
合
致
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
判
断
し
た
一
九
九
七
年
一
月
二
二
日
ド
イ
ツ

連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
法
廷
決
定

（
10
）

（
以
下
、「
九
七
年
決
定
」
と
い
う
。）
で
あ
る
。
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
が
同
決
定
を
素
材
と
し
て
作
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り

（
11
）

、
九
七
年
決
定
は
、
司
法
試
験
受
験
生
に
も
広
く
知
ら
れ
た
判
例
と
し
て
、
連
邦
憲
法

裁
判
所
の
判
例
の
中
で
も
独
特
の
地
位
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
九
七
年
決
定
に
関
す
る
文
献
は
意
外
に
少
な
く

（
12
）

、
九
七
年
決
定
に
つ

い
て
の
情
報
を
司
法
試
験
関
係
者
の
方
々

（
13
）

に
も
う
少
し
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
次
第
で
あ
る

（
14
）

。
ま
た
、
ド
イ
ツ

に
お
い
て
は
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
義
務
の
憲
法
適
合
性
と
い
う
具
体
的
争
点
が
「
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
」
を

一
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め
ぐ
る
学
説
上
議
論
を
誘
発
し
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
上
記
決
定
が
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
か
ら
、「
教
科
書
・
概
説
書
」
で
も
「
消

極
的
意
見
表
明
の
自
由
」
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
る
の
が
通
常
と
な
っ
て
お
り
、「
た
ば
こ
に
対
す
る
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と

が
ど
う
い
う
意
味
で
消
極
的
表
現
の
自
由
の
問
題
に
な
る
の
か
」
等
の
問
題
点
に
つ
い
て
も
か
な
り
詳
細
な
議
論
の
蓄
積
が
あ
る
。
そ
れ

故
、
ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
は
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
問
題
に
関
連
し
て
日
本
国
憲
法
二
一
条
一
項
の
解
釈
論
を
構
築
す
る
に
当
た
っ

て
大
い
に
参
考
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
、
本
稿
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
二
一
条
一
項
の
解
釈
論
を
本
格
的
に

展
開
す
る
た
め
の
準
備
作
業
の
一
環
と
し
て
、
九
七
年
決
定
を
詳
し
く
紹
介
・
検
討
す
る
と
と
も
に
、「
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
」
に

関
す
る
ド
イ
ツ
の
学
説
を
詳
し
く
紹
介
・
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

以
下
、
ま
ず
、
九
七
年
決
定
を
検
討
す
る
前
提
作
業
と
し
て
、
同
決
定
以
前
に
お
け
る
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
及
び
た
ば
こ
製
品

の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
義
務
の
合
憲
性
に
関
す
る
学
説
の
状
況
を
紹
介
・
検
討
す
る
（
Ⅱ
）。
そ
し
て
、
九
七
年
決
定
を
詳
し
く
紹

介
し
、
同
決
定
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
る
（
Ⅲ
）。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
五
年
の
命
令
改
正
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
た
新
し
い
警
告
表

示
義
務
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
Ⅳ
）。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
日
本
国
憲
法
二
一
条
一
項

の
解
釈
論
に
つ
い
て
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
お
き
た
い
（
Ⅴ
）。

Ⅱ　

一
九
八
九
年
一
一
月
一
三
日
た
ば
こ
製
品
表
示
指
令
と
学
説
の
展
開

1　

一
九
八
九
年
一
一
月
一
三
日
た
ば
こ
製
品
表
示
指
令

周
知
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
消
極
的
信
仰
の
自
由
、
消
極
的
結
社
の
自
由
、
さ
ら
に
消
極
的
団
結
の
自
由
は
、
古
典
的
な

一
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

テ
ー
マ
と
し
て
数
多
く
の
研
究
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た

（
15
）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て

も
、
必
ず
し
も
十
分
な
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
に
関
す
る
解
釈
論
に
理
論
的
展
開
の
き
っ
か

け
を
与
え
た
の
は
、
一
九
八
九
年
一
一
月
一
三
日
に
採
択
さ
れ
た
「
た
ば
こ
製
品
の
表
示
に
関
す
る
加
盟
国
の
法
規
定
及
び
行
政
規
定
の

統
一
に
関
す
る
理
事
会
指
令
（
89
／

622
／

Ｅ
Ｗ
Ｇ（

16
））」（

以
下
、「
指
令
89
／

622
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け

る
警
告
表
示
義
務
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
指
令
89
／

622
は
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
警
告
表
示
義
務
を
定
め

た
。
た
ば
こ
製
品
の
す
べ
て
の
包
装
の
「
も
っ
と
も
目
に
付
き
や
す
い
面
」
に
「
喫
煙
／
た
ば
こ
は
健
康
を
危
険
に
さ
ら
す
」
と
い
う

「
一
般
警
告
表
示
」
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
四
条
一
項
）。
ま
た
、
他
の
面
に
「
特
別
警
告
表
示
」
が
記
載
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
四
条
二
項
）。
そ
の
際
、
各
加
盟
国
は
、
指
令
の
付
表
に
列
挙
さ
れ
た
特
別
警
告
文
の
リ
ス
ト
に
基
づ
い
て
独
自
の
リ
ス
ト
を
作
成

し
、
こ
の
リ
ス
ト
に
掲
げ
ら
れ
た
特
別
警
告
文
は
お
お
む
ね
同
じ
頻
度
に
な
る
よ
う
に
包
装
に
記
載
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
四
条
二

項
）。
上
記
の
付
表
に
お
い
て
は
、
各
加
盟
国
の
リ
ス
ト
に
必
ず
載
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
警
告
表
示
と
各
加
盟
国
が
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
る
警
告
表
示
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
、「
喫
煙
は
癌
の
原
因
で
あ
る
」
及
び
「
喫
煙
は
心
臓
病
と
脈
管
疾
患
の
原
因
で
あ
る
」

と
い
う
二
つ
の
文
で
あ
る
。
後
者
は
、「
喫
煙
は
致
命
的
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
。」、「
喫
煙
は
死
を
招
く
。」、「
喫
煙
は
死
に
至
る
お
そ

れ
が
あ
る
。」、「
喫
煙
は
す
で
に
妊
娠
中
か
ら
あ
な
た
の
子
ど
も
の
健
康
を
危
険
に
さ
ら
す
。」、「
子
ど
も
を
守
れ
：
あ
な
た
の
た
ば
こ
の

煙
を
子
ど
も
に
吸
わ
せ
る
な
。」、「
喫
煙
は
あ
な
た
の
周
り
の
人
の
健
康
を
危
険
に
さ
ら
す
。」、「
禁
煙
す
る
人
は
重
病
の
リ
ス
ク
を
減
ら

す
。」、「
喫
煙
は
、
癌
、
慢
性
気
管
支
炎
、
そ
の
他
の
肺
病
を
引
き
起
こ
す
。」、「
毎
年
、
…
（
国
名
）
で
は
、
…
人
以
上
の
人
が
肺
癌
で

死
ん
で
い
る
。」、「
毎
年
、
…
（
国
籍
保
有
者
の
表
示
）
は
交
通
事
故
で
命
を
失
っ
て
い
る
が
、
た
ば
こ
の
乱
用
は
…
を
そ
の
何
倍
も
殺
し

て
い
る
。」、「
毎
年
、
た
ば
こ
の
乱
用
は
、
道
路
交
通
よ
り
も
多
く
の
犠
牲
者
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。」、「
喫
煙
者
は
早
死
に
す
る
。」、

一
三



「
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
は
、
よ
り
健
康
に
生
活
し
て
い
る
。」
及
び
「
所
得
を
増
し
な
さ
い
：
禁
煙
し
な
さ
い
。」
と
い
う
一
四
の
文
で

あ
る
。
各
加
盟
国
は
、
一
般
警
告
表
示
及
び
特
別
警
告
表
示
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
が
い
か
な
る
機
関
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て

記
載
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
四
条
三
項
）。
こ
の
規
定
に
よ
り
、
各
加
盟
国
は
、
警
告
表
示
に
発
信
者
名
義
（
例
え
ば
、
連
邦
厚
生
大
臣
）

を
付
記
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
一
般
警
告
表
示
及
び
特
別
警
告
表
示
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
面
の
少
な
く
と
も
四
％
を
占
め
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
発
信
者
名
義
の
記
載
は
、
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
。
上
記
の
割
合
は
、
公
用
語
が
二
つ
の
場
合
に
は
六
％
に
、
公
用

語
が
三
つ
の
場
合
に
は
八
％
に
上
昇
す
る
（
四
条
四
項
）。
当
時
の
学
説
に
お
い
て
、
指
令
89
／

622
を
国
内
法
に
置
換
し
た
場
合
を
想
定
し

て
、
た
ば
こ
製
造
業
者
に
対
す
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
メ
ル
テ
ン

（D
etlef M

erten

）
の
一
九
九
〇
年
の
論
文
「
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
に
つ
い
て

（
17
）

」
と
ク
レ
ッ
パ
ー
（M

ichael K
loepfer

）
の
一
九
九
一

年
の
著
書
『
憲
法
問
題
と
し
て
の
た
ば
こ
商
品
に
お
け
る
製
品
表
示
義
務

（
18
）

』
は
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
保
障
内
容
に
つ
い
て
も
、

ま
た
、
た
ば
こ
製
品
に
お
け
る
警
告
表
示
義
務
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
も
、
詳
細
な
検
討
を
加
え
て
お
り
、
注
目
に
値
す
る
。
以
下
、

メ
ル
テ
ン
と
ク
レ
ッ
パ
ー
の
学
説
を
中
心
と
し
て
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
保
障
内
容
及
び
た
ば
こ
製
品
に
お
け
る
警
告
表
示
義
務

の
憲
法
適
合
性
に
関
す
る
九
七
年
決
定
以
前
の
判
例
及
び
学
説
の
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

2　

消
極
的
意
見
表
明
の
自
由

（
1
）　

基
本
法
五
条
一
項
一
文
は
、
何
人
も
、「
言
語
、
文
書
及
び
図
画
に
よ
っ
て
自
己
の
意
見
を
自
由
に
表
明
し
流
布
さ
せ
る
権
利
」

を
有
す
る
と
定
め
て
お
り
、
も
っ
ぱ
ら
「
文
言
」
に
着
目
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、「
自
己
の
意
見
を
自
由
に
表
明
し
流
布
さ
せ
る
」
と

い
う
積
極
的
行
為
＝
作
為
の
み
を
保
障
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
す
で
に
当
時
に
お
い
て
、
多
く
の
学
説
は
、
基
本
法
五
条
一
項

一
四



ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
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由
（
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田
）

一
文
は
、
自
己
の
意
見
を
表
明
し
な
い
、
又
は
流
布
さ
せ
な
い
と
い
う
消
極
的
行
為
＝
不
作
為
も
保
障
し
て
い
る
と
解
し
て
い
る

（
19
）

。
連
邦

憲
法
裁
判
所
も
、
す
で
に
一
九
八
三
年
一
二
月
一
五
日
の
国
勢
調
査
判
決

（
20
）

に
お
い
て
、「
基
本
法
五
条
一
項
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
、

自
己
の
意
見
を
表
明
し
な
い
自
由
（
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
）」
の
存
在
を
認
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
基
本
法

五
条
一
項
一
文
か
ら
意
見
を
表
明
し
な
い
、
又
は
流
布
さ
せ
な
い
と
い
う
消
極
的
自
由
を
導
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
解
釈
の
根
拠

を
ま
っ
た
く
示
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
、
メ
ル
テ
ン
は
、「
個
人
の
自
由
領
域
は
原
理
的
に
無
限
定
で
あ
り
、
国
家
の
権
限
は
原
理
的
に

限
定
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
「
市
民
的
・
自
由
主
義
的
法
治
国
家
の
配
分
原
理
」（
シ
ュ
ミ
ッ
ト
）
を
起
点
と
す
る
自
由
主
義
的
（
市
民
的
・

法
治
国
家
的
）
基
本
権
理
論
に
立
脚
し
て
、
一
定
の
行
為
そ
れ
自
体
を
国
に
よ
る
侵
害
か
ら
保
護
す
る
基
本
権
で
あ
る
「
行
為
権

（H
andlungsrechte

）」
は
、（
積
極
的
）
行
為
の
み
な
ら
ず
、（
消
極
的
）
不
作
為
も
保
障
し
て
お
り
、
そ
れ
故
、（
積
極
的
）
行
為
の
み
に
言

及
す
る
条
文
の
文
言
を
越
え
て
、「
行
態
保
障
（V

erhaltensgarantien

）」
で
あ
る
と
い
う
基
本
権
解
釈
上
の
一
般
命
題
を
定
立
し
た
上
で
、

基
本
法
五
条
一
項
一
文
は
「
自
己
の
意
見
を
自
由
に
表
明
し
流
布
さ
せ
る
」
行
為
を
国
家
権
力
か
ら
保
護
す
る
も
の
で
、「
行
為
権
」
に

分
類
さ
れ
る
か
ら
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
保
護
範
囲
に
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
も
含
ま
れ
る
と
解
し
て
い
る

（
21
）

。
基
本
法
五
条
一
項

一
文
か
ら
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
導
き
出
す
解
釈
論
上
の
根
拠
は
、
基
本
権
理
論
と
も
密
接
に
関
連
す
る
極
め
て
重
要
な
論
点
で
あ

る
が
、
本
稿
は
こ
の
論
点
に
は
立
ち
入
ら
な
い

（
22
）

。

（
2
）　

ク
レ
ッ
パ
ー
は
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
保
護
範
囲
に
は
、
自
己
の
意
見
を
表
明
さ
せ
ら
れ
な
い
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
他
人

の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
明
さ
せ
ら
れ
な
い
こ
と
も
含
ま
れ
る
の
で
あ
り
、
何
人
に
対
し
て
も
、
自
分
が
正
当
で
あ
る
と
考
え
な

い
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
明
す
る
こ
と
を
強
制
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
主
張
す
る
。
ク
レ
ッ
パ
ー
は
、「
他
人
の
意
見
を
自

己
の
意
見
と
し
て
表
明
さ
せ
ら
れ
な
い
自
由
」
は
、「
意
見
を
表
明
し
な
い
自
由
」
の
「
論
理
的
帰
結
」
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
国
は
、

一
五



自
己
の
見
解
を
公
表
す
る
こ
と
を
市
民
に
強
制
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
他
人
の
意
見
を
公
示
す
る
こ
と
を
市
民
に
国

の
側
か
ら
押
し
付
け
る
こ
と
は
当
然
に
排
除
さ
れ
る
と
解
す
る
（
勿
論
解
釈
）。
ク
レ
ッ
パ
ー
は
、「
政
治
の
強
制
賛
美
」
や
「
強
制
的
自

己
批
判
」
な
ど
の
措
置
が
、
国
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
領
域
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
最
も
厳
し
い
制
約
で
あ
り
、
市
民
に
自
己
否
定

を
強
要
し
、
人
格
を
破
壊
す
る
可
能
性
を
生
み
出
す
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
市
民
は
自
己
の
意
見
を
開
示
す
る
必
要
が
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
国
が
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
明
す
る
こ
と
を
市
民
に
強
制
す
る
こ
と
は
当
然
に
禁
止
さ
れ
る
と
説
い
て
い
る

（
23
）

。
ま

た
、
メ
ル
テ
ン
は
、
意
見
は
個
人
の
人
格
の
表
出
で
あ
り
、
そ
の
表
明
に
よ
り
周
り
の
人
々
に
精
神
的
影
響
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
あ
る
人
が
、
自
分
が
支
持
す
る
つ
も
り
も
な
く
、
そ
れ
と
同
化
す
る
つ
も
り
も
な
い
立
場
を
表
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
、
知
的
自
己
実
現
を
著
し
く
損
な
う
こ
と
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
あ
る
人
が
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
明
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
つ
ま
り
、
あ
る
人
が
言
わ
ば
他
人
の
意
見
を
自
分
が
言
っ
た
こ
と
に
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
、「
同
化
の
自
由

（Identifi zierungsfreiheit

）」
と
い
う
形
態
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
が
制
約
さ
れ
る
と
主
張
し
て
い
る

（
24
）

。

（
3
）　

さ
ら
に
、
メ
ル
テ
ン
は
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
保
護
範
囲
は
、「
意
見
の
押
し
付
け
」、
こ
れ
と
結
び
付
い
た
「
同
化
強

制
」
又
は
「
同
化
の
危
険
」
の
禁
止
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
く
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
は
、
自
分
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
意
見
の

媒
体
及
び
伝
達
器
に
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
│
た
と
え
こ
の
意
見
を
再
現
す
る
だ
け
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ

け
で
は
な
い
と
し
て
も
│
保
護
し
て
い
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
消
極
的
自
由
に
関
す
る
一
般
的
な
解
釈
枠
組
み
に
依
拠
す
る
と
、
消
極

的
自
由
の
保
護
範
囲
は
、
積
極
的
自
由
の
保
護
範
囲
の
「
裏
返
し
」
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
メ
ル
テ
ン
は
、「
積
極
的
意
見
表
明
の
自
由
」

は
意
見
そ
れ
自
体
の
表
明
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
自
己
の
も
の
か
他
人
の
も
の
か
は
問
わ
な
い
と
す
る
解
釈

（
25
）

を
前
提
と
し

て
、「
積
極
的
権
利
」
か
ら
「
消
極
的
権
利
」
に
置
き
換
え
る
と
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
に
お
い
て
は
、
意
見
そ
れ
自
体
の
沈
黙
が

一
六
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岡
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保
護
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
自
己
の
も
の
か
他
人
の
も
の
か
は
問
わ
な
い
と
解
さ
れ
る
と
主
張
し
て
い
る

（
26
）

。
ま
た
、
ク
レ
ッ
パ
ー
は
、
基

本
法
五
条
一
項
一
文
は
、
他
人
の
意
見
を
流
布
さ
せ
る
た
め
に
利
用
さ
れ
な
い
こ
と
も
保
障
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ク
レ
ッ
パ
ー

は
、「
意
見
を
流
布
さ
せ
る
自
由
」
に
着
目
す
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
消
極
的
自
由
に
関
す
る
一
般
的
な
解
釈
枠
組
み
に
依
拠
す

る
と
、
消
極
的
自
由
の
保
護
範
囲
は
、
積
極
的
自
由
の
保
護
範
囲
の
「
裏
返
し
」
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
こ
の
解
釈
を
前
提
と
す
る
と
、
自

己
の
意
見
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
他
人
の
意
見
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
も
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
る
と

解
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
「
裏
返
し
」
と
し
て
、
他
人
の
意
見
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
な
い
こ
と
も
基
本
法
五
条
一
項

一
文
の
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
、
ク
レ
ッ
パ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
憲
法
が
自
己
の
意
見
を
流
布
さ
せ

る
こ
と
の
み
を
保
護
し
、
他
人
の
意
見
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
を
保
護
し
て
い
な
い
と
す
る
と
、
意
見
を
流
布
さ
せ
る
者
は
、
具
体
的
な
流

布
行
為
に
つ
い
て
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
保
護
を
否
定
さ
れ
な
い
た
め
に
、
疑
わ
し
い
場
合
に
は
、
流
布
さ
せ
た
意
見
が
自
己
の
意
見

で
あ
る
こ
と
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
が
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
と
し
て
、
自

己
の
意
見
を
公
表
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
こ
と
を
保
護
し
て
い
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
保

護
範
囲
に
は
、「
他
人
の
意
見
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
」
も
含
ま
れ
る
、
と
。
そ
し
て
、
ク
レ
ッ
パ
ー
は
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
保
護

範
囲
に
他
人
の
意
見
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
と
す
れ
ば
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
は
、「
そ
の
意
思
に
反
し
て
他
人
の
意
見
の

頒
布
の
た
め
に
『
利
用
』
さ
れ
、
又
は
動
員
さ
れ
る
」
こ
と
か
ら
も
保
護
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
と
結
論
付
け
る

（
27
）

。

3　

た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
義
務
の
憲
法
適
合
性

（
1
）　

消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
保
護
範
囲
は
、「
意
見
」
を
表
明
し
な
い
こ
と
及
び
流
布
さ
せ
な
い
こ
と
に
限
定
さ
れ
る
。
こ
の

一
七



こ
と
は
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
認
め
た
一
九
八
三
年
一
二
月
一
五
日
の
国
勢
調
査
判
決
に
お
い
て
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同

判
決
は
、
一
九
八
二
年
三
月
二
五
日
の
人
口
、
職
業
、
住
宅
及
び
事
業
所
調
査
に
関
す
る
法
律
（
一
九
八
三
年
国
勢
調
査
法
）
に
直
接
向
け

ら
れ
た
憲
法
異
議
の
訴
え
に
対
し
て
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
憲
法
異
議
申
立
人
は
、「
基
本
法
五
条
一
項
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い

る
意
見
表
明
の
自
由
」
に
は
「
一
定
の
事
実
を
通
知
し
な
い
自
由
」
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
意
見
表
明
の
自
由
も
侵
害
さ
れ
て
い
る
と

主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
そ
も
そ
も
統
計
調
査
の
た
め
に
一
定
の
事
実
を
申
告
す
る
こ
と
は
「
意
見
表
明
」

で
な
く
、
国
勢
調
査
法
二
条
な
い
し
四
条
で
列
挙
さ
れ
た
一
定
の
事
実
に
つ
い
て
の
回
答
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
（
消
極
的
）
意
見
表
明

の
自
由
を
制
約
す
る
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
説
示
し
た
。「
何
が
『
意
見
』
の
表
明
と
し
て

基
本
権
の
保
護
の
対
象
と
な
る
か
を
規
定
す
る
に
当
た
っ
て
構
成
的
な
こ
と
は
、
精
神
的
対
決
の
枠
内
に
お
け
る
態
度
決
定
、
判
断
、
主

張
の
要
素
で
あ
る
」
と
こ
ろ
、「
事
実
の
通
知
に
は
こ
の
要
素
が
欠
け
て
い
る
の
で
、
事
実
の
通
知
は
、
厳
密
な
意
味
に
お
い
て
、『
意

見
』
の
表
明
で
は
な
い
。
事
実
の
通
知
は
、
そ
れ
が
、
基
本
法
五
条
一
項
が
総
体
と
し
て
保
障
し
て
い
る
意
見
形
成
の
前
提
条
件
で
あ
る

限
り
に
お
い
て
、
意
見
表
明
の
自
由
の
基
本
権
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
（
…
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
八
三
年
国
勢
調
査
法
の
枠
組
み

に
お
け
る
よ
う
な
統
計
的
調
査
の
枠
組
み
に
お
け
る
申
告
は
、
意
見
形
成
と
は
何
の
関
係
も
な
い
純
粋
な
事
実
通
知
に
す
ぎ
な
い

（
28
）

。」

そ
こ
で
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
言
え
る
た
め
に
は
、

警
告
表
示
が
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
「
意
見
」
の
表
明
に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
国
勢
調
査
判
決
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
「
意
見
」
と
は
、
価
値
判
断
、
評
価
的
態
度
表
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
価
値
判
断
の

要
素
を
欠
く
単
な
る
「
事
実
」
の
主
張
は
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
。
た
だ
し
、
事
実
の
主
張
で
あ
っ
て
も
、

「
意
見
形
成
の
前
提
条
件
で
あ
る
」
場
合
に
は
、
意
見
表
明
の
自
由
に
保
護
の
対
象
と
な
る
。
メ
ル
テ
ン
は
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お

一
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

け
る
警
告
表
示
を
「
事
実
の
通
知
」
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
見
る
。「
子
供
を
守
れ
…
」
及
び
「
所
得
を
増
や
せ
…
」
と
い
う

表
現
は
「
呼
び
か
け
の
性
格
」
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
警
告
文
が
「
主
観
的
・
評
価
的
で
、
さ
ら
に
は
十
把
一
か
ら
げ
で
論

争
的
な
内
容
」
を
有
し
て
い
る
。「
喫
煙
は
死
を
招
く
」
と
「
喫
煙
は
死
に
至
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
い
う
相
互
に
矛
盾
す
る
警
告
文
が

連
続
し
て
い
る
こ
と
は
、
警
告
表
示
が
「
証
明
可
能
な
、
医
学
研
究
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
た
事
実
」
で
は
な
く
、「
一
つ
の
見
解
」
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
毎
年
、
…
（
国
名
）
で
は
、
…
人
以
上
の
人
が
肺
癌
で
死
ん
で
い
る
。」
と
い
う
文
は
、「
事
実
の
通
知
」

の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
死
者
数
に
喫
煙
者
と
非
喫
煙
者
の
割
合
を
示
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
死
者
数
を
操
作
し
て
高
い
リ
ス
ク

を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
事
実
の
通
知
」
と
は
言
え
な
い
。
指
令
の
付
表
に
列
挙
さ
れ
た
警
告
表
示
は
、
程
度
の
差
は
あ
る
が
、

す
べ
て
「
評
価
的
内
容
」
を
有
し
て
い
る
、
と

（
29
）

。
ま
た
、
ク
レ
ッ
パ
ー
は
、
発
信
者
が
、
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
受
信
者
を
目

覚
め
さ
せ
る
（
と
と
も
に
、
そ
の
行
動
を
制
御
す
る
）
た
め
に
意
図
的
に
脅
か
す
誇
張
し
た
言
明
を
使
用
し
た
場
合
に
は
、
明
ら
か
に
「
意

見
に
関
連
す
る
事
実
表
明
の
領
域
」（
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
保
護
範
囲
）
に
入
る
と
し
た
上
で
、
指
令
の
付
表
に
列
挙
さ
れ
た
警
告
文
の

大
部
分
は
こ
の
定
義
に
該
当
す
る
と
指
摘
す
る
。
例
え
ば
、「
喫
煙
は
死
に
至
る
」、「
喫
煙
は
致
命
的
な
病
気
に
至
る
」
及
び
「
喫
煙
は

あ
な
た
の
周
り
の
人
の
健
康
を
危
険
に
さ
ら
す
」
と
い
う
警
告
文
は
、「
意
図
的
に
威
嚇
的
な
内
容
」
を
有
し
て
お
り
、
ま
た
、
喫
煙
が

一
定
の
結
果
に
対
し
て
絶
対
的
な
因
果
関
係
を
有
す
る
こ
と
を
、
実
際
に
は
複
数
の
原
因
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
か
、
又
は
危
険
性
が
あ
る

に
す
ぎ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
示
唆
す
る
表
示
も
こ
の
類
型
に
属
す
る

（
30
）

。

他
方
、
指
令
89
／

622
は
、
紙
巻
き
た
ば
こ
の
包
装
に
タ
ー
ル
量
及
び
ニ
コ
チ
ン
量
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
（
三

条
）
が
、
タ
ー
ル
量
等
の
記
載
は
「
事
実
の
通
知
」
で
あ
っ
て
、「
意
見
」
の
表
明
で
は
な
い
か
ら
、
タ
ー
ル
量
等
の
記
載
を
義
務
付
け

る
こ
と
は
消
極
的
「
意
見
」
表
明
の
自
由
を
制
約
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
、
た
ば
こ
製
品
以
外
の
商
品
の
表
示
義
務
に
つ
い
て
触

一
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れ
て
お
く
と
、
医
薬
品
法
に
よ
り
、
医
薬
品
の
製
造
業
者
は
、
禁
忌
、
副
作
用
及
び
相
互
作
用
を
医
薬
品
の
添
付
文
書
及
び
包
装
に
記
載

す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、「
こ
の
医
薬
品
は
、
用
法
に
従
っ
た
使
用
を
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
道
路
交
通
に

能
動
的
に
関
与
す
る
能
力
又
は
機
械
を
操
作
す
る
能
力
が
損
な
わ
れ
る
程
度
ま
で
対
応
能
力
が
変
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。」
と
い
っ
た

注
意
表
示
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
し
、
医
師
の
処
方
な
く
長
期
間
使
用
す
る
こ
と
に
対
す
る
警
告
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら

の
表
示
義
務
は
、
成
分
及
び
科
学
的
に
証
明
さ
れ
た
危
険
の
可
能
性
に
関
す
る
客
観
的
か
つ
中
立
的
な
表
示
を
義
務
付
け
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
表
示
は
、
価
値
判
断
の
要
素
も
な
く
、
そ
れ
自
体
と
し
て
意
見
形
成
に
役
立
つ
も
の
で
は
な
い
「
事
実
の
通
知
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
情
報
の
記
載
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
制
約
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お

け
る
警
告
表
示
は
、「
意
見
」
の
表
明
に
該
当
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、「
事
実
の
通
知
」
を
義
務
付
け
る
に
と
ど
ま
る
他
の
製
品
に
お

け
る
表
示
義
務
と
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
る

（
31
）

。

（
2
）　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
指
令
89
／

622
は
、
警
告
表
示
に
発
信
者
名
義
を
記
載
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
決
定
を
各
加
盟
国

に
委
ね
て
い
た
。
そ
れ
故
、
当
時
、
発
信
者
名
義
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
国
内
法
に
置
換
さ
れ
た
場
合
を
想
定
し
て
、
発
信
者

名
義
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
も
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
メ
ル
テ
ン
は
、
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見

と
し
て
伝
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
同
化
の
自
由
と
い
う
形
態
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
が
制
約
さ
れ
て
い
る
と
す
る

解
釈
論
を
前
提
と
し
て
、
た
ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
が
著
者
を
付
記
せ
ず
に
警
告
表
示
を
記
載
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
る
場
合
、
立

法
者
は
「
許
容
さ
れ
な
い
同
一
化
強
制
」
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
と
主
張
す
る

（
32
）

。
ま
た
、
メ
ル
テ
ン
は
、
か
り
に
警
告
表
示
義
務
が
消
極

的
意
見
表
明
の
自
由
を
制
約
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
制
約
が
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
と
仮
定
し
た
と
し
て
も
、
警
告
表

示
義
務
は
比
例
原
則
に
違
反
す
る
と
指
摘
す
る
。
メ
ル
テ
ン
に
よ
る
と
、
警
告
表
示
か
ら
効
果
が
生
じ
る
と
し
て
も
、
製
造
業
者
が
著
者

二
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

と
し
て
現
れ
る
場
合
は
、
例
え
ば
、「
連
邦
厚
生
大
臣
」
と
い
っ
た
公
的
機
関
が
著
者
と
し
て
現
れ
る
場
合
と
比
較
し
て
、
警
告
表
示
か

ら
生
じ
る
効
果
は
強
い
も
の
で
は
な
く
、
著
者
名
義
を
付
記
し
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
必
要
性
の
要
件
を
欠
く
も
の
で
あ
り
、
ま

た
、
他
人
の
警
告
を
自
己
の
警
告
と
し
て
伝
達
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
は
、
人
格
に
よ
っ
て
刻
印
さ
れ
た
意
見
表
明
の
自
由
の
重
大

な
制
約
で
あ
り
、
狭
義
の
比
例
性
の
要
件
を
欠
く
も
の
で
あ
る

（
33
）

。
ク
レ
ッ
パ
ー
は
、
発
信
者
名
義
が
明
確
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に

伝
送
さ
れ
る
言
明
が
製
造
業
者
に
も
帰
属
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
、
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
明
さ
せ
ら
れ
な
い

と
い
う
意
味
に
お
け
る
（
特
別
の
）
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
が
制
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
こ
の
（
特
別
の
）
消
極
的
意
見

表
明
の
自
由
の
制
約
を
憲
法
上
正
当
化
す
る
こ
と
は
、
い
か
な
る
視
点
か
ら
も
考
え
ら
れ
ず
、
こ
の
（
特
別
の
）
消
極
的
意
見
表
明
の
自

由
の
制
約
は
つ
ね
に
違
憲
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る

（
34
）

。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
指
令
89
／

622
は
、
警
告
表
示
に
発
信
者
名
義
を
記
載
す

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
決
定
を
各
加
盟
国
に
委
ね
て
い
た
。
ド
イ
ツ
は
、
こ
の
規
定
を
受
け
て
、
警
告
表
示
に
お
い
て
「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大

臣
」
と
発
信
者
を
明
示
す
る
道
を
選
ん
だ
。
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
九
七
年
決
定
の
憲
法
判
断
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
発
信
者
名
義
の

記
載
さ
れ
た
警
告
表
示
の
義
務
付
け
を
定
め
る
法
規
制
で
あ
っ
て
、
同
決
定
は
、
発
信
者
名
義
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
の
憲
法
適

合
性
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
な
い
。

（
3
）　

つ
ぎ
に
、
発
信
者
名
義
の
記
載
さ
れ
た
警
告
表
示
の
義
務
付
け
の
憲
法
適
合
性
に
関
す
る
学
説
を
見
て
み
よ
う
。
メ
ル
テ
ン
は
、

基
本
法
五
条
一
項
一
文
は
、
自
分
の
意
見
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
他
人
の
意
見
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い
で
意
見
そ
れ
自
体
の
沈
黙
を
保
護

し
て
い
る
と
い
う
解
釈
を
前
提
と
し
て
、
警
告
表
示
義
務
は
、
警
告
表
示
に
著
者
を
記
載
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
消
極
的
意
見
表
明
の

自
由
を
制
約
し
て
い
る
と
解
す
る
。
そ
し
て
、
意
見
表
明
の
自
由
を
制
限
す
る
た
め
に
は
「
一
般
的
法
律
」
の
要
求
を
充
足
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
メ
ル
テ
ン
は
、
喫
煙
の
影
響
に
関
し
て
指
令
89
／

622
の
定
め
る
内
容
の
警
告
表
示
の
記
載
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
「
こ
の

二
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意
見
と
対
立
す
る
意
見
」
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
お
り
、
警
告
表
示
義
務
を
定
め
る
指
令
及
び
こ
れ
を
置
換
す
る
国
内
法
を
「
一
般
的
法

律
」
に
該
当
す
る
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
し
て
い
る

（
35
）

。
ク
レ
ッ
パ
ー
は
、
健
康
保
護
の
観
点
か
ら
指
令
89
／

622
を
置
換
す
る
国

内
法
を
「
一
般
的
法
律
」
と
見
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
指
令
89
／

622
の
定
め
る
内
容
の
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
（
比
例
原
則
の
う

ち
適
合
性
の
要
件
及
び
必
要
性
の
要
件
は
充
足
す
る
と
し
て
も
）
狭
義
の
比
例
原
則
に
反
す
る
と
主
張
す
る
。
狭
義
の
比
例
原
則
は
、
制
約
の

重
大
性
と
そ
れ
を
正
当
化
す
る
根
拠
の
重
要
性
及
び
緊
急
性
と
の
比
較
衡
量
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
自
己
の
意
見
に
反
し
て
「
一
部

は
虚
偽
の
、
一
部
は
証
明
で
き
な
い
国
家
の
言
明
」
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
の
義
務
付
け
に
よ
っ
て
、
保
護
さ
れ
る
法
益
に
よ
っ
て
正
当
化

さ
れ
る
よ
り
も
強
度
に
意
見
表
明
の
自
由
を
制
約
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
「
虚
偽
の
情
報
を
使
用
し
た
」
場
合
は
、
狭
義
の
比
例
性
の

観
点
か
ら
し
て
、
目
的
と
手
段
と
の
間
の
著
し
い
不
均
衡
が
存
在
す
る
、
と

（
36
）

。

ま
た
、
二
〇
〇
七
年
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
裁
判
官
に
就
任
し
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
同
裁
判
所
副
長
官
の
職
に
あ
る
キ
ル
ヒ
ホ
ー
フ

（F
erdinad K

irchhof

）
は
、
フ
リ
ッ
ク
（K

arl F
rick

）
と
の
共
著
の
論
文
に
お
い
て
、
メ
ル
テ
ン
の
論
文
を
引
用
し
つ
つ
、
消
極
的
意
見

表
明
の
自
由
は
他
人
の
意
見
の
流
布
を
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
て
も
防
禦
す
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
警
告
表
示
に
発
信
者
名
義

が
記
載
さ
れ
、
他
人
の
意
見
で
あ
る
こ
と
が
あ
ら
ゆ
る
読
者
に
明
ら
か
で
あ
っ
て
も
、
製
造
業
者
が
自
己
の
製
品
に
お
い
て
他
人
の
意
見

を
表
明
し
流
布
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
意
見
表
明

の
自
由
を
制
約
し
て
い
る
と
指
摘
し
た

（
37
）

上
で
、
こ
の
制
約
は
比
例
原
則
の
要
求
を
充
た
し
て
い
な
い
と
論
じ
て
い
る
。
キ
ル
ヒ
ホ
ー
フ
／

フ
リ
ッ
ク
は
、
比
例
原
則
違
反
の
審
査
の
前
提
と
し
て
、
た
ば
こ
の
購
買
者
及
び
そ
の
消
費
に
対
す
る
警
告
表
示
の
効
果
と
い
う
問
題
に

つ
い
て
、
科
学
的
裏
付
け
は
な
く
、
む
し
ろ
、
た
ば
こ
の
宣
伝
禁
止
に
関
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
宣
伝
禁
止
が
た
ば
こ
消
費
者
の
行
動

を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
統
計
的
デ
ー
タ
は
存
在
す
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
キ
ル
ヒ
ホ
ー
フ
／
フ
リ
ッ
ク
は
、

二
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ま
ず
、
当
該
制
約
は
適
合
性
の
要
件
を
充
た
し
て
い
る
と
判
断
す
る
。
警
告
表
示
が
た
ば
こ
の
消
費
を
抑
制
す
る
こ
と
に
適
合
的
で
あ
る

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
少
数
の
消
費
者
が
あ
ら
ゆ
る
包
装
に
記
載
さ
れ
た
警
告
表
示
の
「
連
続
集
中
砲
火
」
に
よ
っ
て
た
ば
こ
の
消
費

を
委
縮
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
も
平
均
的
な
消
費
者
も
喫
煙
の
健

康
上
の
問
題
を
す
で
に
知
っ
て
お
り
、
警
告
表
示
は
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
「
記
憶
喚
起
」
と
し
か
理
解
で
き
な
い
。
し
か
し
、
か
り
に
少

数
の
消
費
者
で
あ
っ
て
も
警
告
表
示
に
よ
っ
て
喫
煙
を
控
え
た
と
仮
定
す
る
と
、
立
法
者
の
追
求
す
る
目
的
は
少
な
く
と
も
促
進
さ
れ
て

お
り
、
当
該
措
置
は
適
合
的
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
。
つ
ぎ
に
、
必
要
性
の
要
件
で
あ
る
が
、
キ
ル
ヒ
ホ
ー
フ
／
フ
リ
ッ
ク

は
、
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
、
消
費
者
に
た
ば
こ
消
費
を
回
避
す
る
動
機
付
け
を
与
え
る
こ
と
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
た
ば
こ

製
品
は
た
い
て
い
の
場
合
す
で
に
消
費
す
る
た
め
に
購
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
場
合
に
は
警
告
表
示
に
消
費
を
回
避
す
る
効
果
は
ほ
と
ん

ど
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
上
記
の
追
求
は
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
に
よ
っ
て
よ
り
も
、
国
の
予
算
に
よ
る
国
の
啓
蒙

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
、
世
論
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
は
る
か
に
有
効
か
つ
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と

指
摘
し
、
国
は
同
じ
目
標
を
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
制
約
す
る
こ
と
な
く
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
制
約
は

必
要
性
の
要
件
を
充
足
し
て
い
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
キ
ル
ヒ
ホ
ー
フ
／
フ
リ
ッ
ク
は
、
狭
義
の
比
例
原
則
に
つ
い
て
、
た

ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
の
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
と
い
う
利
益
と
、
た
ば
こ
の
消
費
を
委
縮
さ
せ
る
効
果
が
対
置
さ
れ
る
が
、
警
告
表

示
が
た
ば
こ
の
消
費
を
減
少
さ
せ
る
と
い
う
期
待
に
科
学
的
裏
付
け
は
な
く
、
上
記
の
効
果
が
あ
る
と
し
て
も
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
非

常
に
小
さ
い
も
の
で
あ
り
、
上
記
の
効
果
は
、
警
告
表
示
が
た
ば
こ
の
消
費
を
抑
制
す
る
こ
と
の
適
合
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

利
益
衡
量
の
際
し
て
は
警
告
表
示
に
不
利
に
働
く
も
の
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
キ
ル
ヒ
ホ
ー
フ
／
フ
リ
ッ
ク
は
、
当
該
警

告
表
示
の
義
務
付
け
は
基
本
権
制
限
に
際
し
て
の
「
客
観
性
の
要
請
」（
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
（S

achlichkeit

）
の
要
請
）
に
反
す
る

二
三



と
主
張
す
る
。「
喫
煙
は
癌
の
原
因
で
あ
る
」、「
喫
煙
は
死
を
招
く
。」
と
い
っ
た
警
告
表
示
は
、
喫
煙
は
必
然
的
に
癌
に
な
り
、
死
に
至

る
と
い
う
単
一
の
因
果
連
鎖
が
あ
る
と
い
う
命
題
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
要
因
に
基
づ
く
可
能
性
の
あ
る

文
明
病
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
科
学
的
に
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
「
劇
的
な
」
言
い
回
し
は
委
縮
的
効
果
を
最
大
化

す
る
た
め
に
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
最
終
的
に
は
「
虚
偽
の
」
命
題
に
至
る
。
例
え
ば
、
喫
煙
は
健
康
被
害
の
多
く
の
要
因
の

中
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
必
然
的
に
死
に
至
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、「
喫
煙
は
死
を
招
く
。」
と
い
う
命
題
が
そ
れ
に
当
た
る
。
こ
の
よ
う

な
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
、「
客
観
性
要
請
（S

achlichkeitsgebot

）」
を
充
足
し
て
お
ら
ず
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
侵
害
し
て

い
る
、
と

（
38
）

。
Ⅲ　

一
九
九
七
年
一
月
二
二
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
法
廷
決
定

1　

事
実
の
概
要

（
1
）　

九
七
年
決
定
は
、
た
ば
こ
製
造
・
販
売
会
社
四
社
及
び
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
所
在
の
た
ば
こ
工
場
の
支
社
が
一
九
九
一
年
一
〇
月

二
九
日
の
「
た
ば
こ
製
品
の
表
示
及
び
紙
巻
き
た
ば
こ
の
煙
に
お
け
る
タ
ー
ル
の
最
大
含
有
量
に
関
す
る
命
令
」（
以
下
、「
た
ば
こ
命
令
」

と
い
う
。）
三
条
一
項
一
号
及
び
二
号
の
無
効
宣
言
を
求
め
て
提
起
し
た
憲
法
異
議
の
訴
え
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
ば
こ
命
令
は
、

一
九
七
四
年
八
月
一
五
日
の
食
料
品
及
び
日
用
品
法
二
一
条
一
項
一
号
ｃ
、
ｄ
及
び
ｆ
に
基
づ
い
て
、
連
邦
厚
生
大
臣
が
連
邦
食
糧
農
林

大
臣
及
び
経
済
大
臣
の
同
意
を
得
て
制
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
九
九
一
年
の
た
ば
こ
命
令
は
、
一
九
九
四
年
七
月
五
日
の
命
令
に
よ
っ

て
改
正
さ
れ
、
従
来
は
紙
巻
た
ば
こ
に
の
み
適
用
さ
れ
て
い
た
三
条
一
項
の
規
制
が
手
巻
き
た
ば
こ
用
の
た
ば
こ
に
も
及
ぶ
こ
と
と
な
っ

二
四
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た
。
一
九
九
四
年
た
ば
こ
命
令
三
条
一
項
一
号
及
び
二
号
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

第
三
条　

特
別
警
告
表
示

⑴　

紙
巻
き
た
ば
こ
及
び
手
巻
き
た
ば
こ
用
の
た
ば
こ
は
、
包
装
に
二
条
一
項
に
基
づ
く
一
般
警
告
文
に
加
え
て
次
の
特
別
警
告
文
の
一

つ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
り
、
包
装
し
て
営
業
上
流
通
さ
せ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

1　

喫
煙
は
癌
の
原
因
で
あ
る
。

2　

喫
煙
は
心
臓
疾
患
及
び
脈
管
疾
患
の
原
因
で
あ
る
。

一
九
九
四
年
た
ば
こ
命
令
三
条
四
項
（
一
九
九
一
年
た
ば
こ
命
令
三
条
二
項
）
は
、
特
別
警
告
文
の
前
に
「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う
文
言

を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
す
る
。
一
九
九
四
年
た
ば
こ
命
令
三
条
五
項
（
一
九
九
一
年
た
ば
こ
命
令
三
項
）
に
基
づ
き
、
製
造
業
者

は
、
上
記
の
二
つ
の
特
別
警
告
文
を
交
互
に
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
製
造
業
者
が
流
通
さ
せ
る
包
装
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
別
警
告
文
が
表
示
さ
れ
た
包
装
の
数
は
均
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
別
警
告
文
に
加
え
て
、
た
ば
こ
命
令
二
条
に
基
づ
い
て
、
包

装
に
「
喫
煙
は
健
康
を
危
う
く
す
る
。」
と
い
う
一
般
警
告
文
が
記
載
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
一
般
警
告
文
の
前
に
も
「
Ｅ
Ｃ
厚

生
大
臣
」
と
い
う
文
言
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
ば
こ
命
令
六
条
に
基
づ
い
て
、
紙
巻
き
た
ば
こ
の
包
装
に
お
い
て
、
二
条
に
基

づ
く
一
般
警
告
文
は
も
っ
と
も
目
に
つ
く
面
に
、
三
条
に
基
づ
く
特
別
警
告
文
は
包
装
の
他
の
面
に
表
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

般
警
告
文
及
び
特
別
警
告
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
少
な
く
と
も
印
刷
さ
れ
た
面
の
四
％
の
面
積
を
占
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
」
と
の
関
連
に
お
い
て
と
く
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う
特
別
警
告

二
五



文
の
発
信
者
名
が
明
示
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
ば
こ
命
令
の
諸
規
定
は
、
一
九
八
九
年
一
一
月
一
三
日
の
た
ば
こ
包
装
表
示
指
令
四

条
及
び
同
指
令
を
改
正
す
る
一
九
九
二
年
五
月
一
五
日
の
指
令
を
置
換
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
指
令
は
、
各
加
盟
国
は
、
警
告
文
が
ど

の
機
関
か
ら
発
せ
ら
れ
た
の
か
を
警
告
文
に
記
載
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
こ
と
が
「
で
き
る
」
と
定
め
て
お
り
、
ド
イ
ツ
は
、
こ
の
規
定

を
受
け
て
、
警
告
表
示
に
お
い
て
「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う
発
信
者
名
を
明
示
す
る
道
を
選
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

（
2
）　

異
議
申
立
人
は
、
た
ば
こ
命
令
三
条
一
項
一
号
及
び
二
号
は
基
本
法
五
条
、
一
二
条
、
一
四
条
及
び
二
条
に
基
づ
く
基
本
権
を

侵
害
す
る
、
と
主
張
し
た
。
こ
こ
で
は
、
異
議
申
立
人
の
主
張
の
う
ち
基
本
法
五
条
及
び
一
二
条
違
反
の
主
張
の
み
を
取
り
上
げ
る
。
異

議
申
立
人
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。

基
本
法
五
条
一
項
は
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
も
含
む
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
定
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ

な
い
自
由
を
保
障
し
て
い
る
が
、
紙
巻
き
た
ば
こ
の
製
造
業
者
は
、
命
令
に
よ
り
、
自
分
が
支
持
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
意
見
を
包
装

に
お
い
て
表
明
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
た
ば
こ
命
令
三
条
一
項
一
号
及
び
二
号
に
基
づ
く
特
別
警
告
表
示
は
、
基
本
法
五

条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
意
見
表
明
で
あ
る
。
特
別
警
告
表
示
は
、
意
図
的
に
威
嚇
的
な
内
容
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
消
費
者
の
行
動

に
と
く
に
持
続
的
に
影
響
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
一
般
警
告
表
示
及
び
特
別
警
告
表
示
の
前
に
そ
れ
ぞ
れ

「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
付
記
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
警
告
が
異
議
申
立
人
自
身
の
意
見
表
明
又
は
意
見
形
成
的
情

報
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
紙
巻
き
た
ば
こ
の
包
装
が
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
の
見
解
を
消
費
者
に
伝
達
す
る
た
め
に
媒
体
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
個
人
は
、
基
本
権
に
よ
っ
て
、
他
人
の
意
見
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
促
進
及
び
支
援
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
も
保
護
さ
れ
て
い
る
。

の
み
な
ら
ず
、
消
費
者
の
か
な
り
の
部
分
は
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
警
告
表
示
を
紙
巻
き
た

二
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ば
こ
の
製
造
業
者
自
身
の
意
見
表
明
で
あ
る
と
理
解
す
る
。
警
告
表
示
は
製
品
の
製
造
業
者
に
帰
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
か
、
少

な
く
と
も
、
製
造
業
者
の
意
見
と
警
告
表
示
の
内
容
と
の
間
に
最
小
限
の
一
致
が
存
在
す
る
と
推
測
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
異

議
申
立
人
は
、
他
人
の
意
見
を
、
自
ら
は
そ
れ
を
客
観
的
に
正
し
く
な
い
と
考
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
の
見
解
と
し
て
表
明

す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
て
い
る
。

攻
撃
さ
れ
て
い
る
警
告
表
示
は
、
法
治
国
家
の
諸
要
求
も
充
足
し
て
い
な
い
。
攻
撃
さ
れ
て
い
る
警
告
表
示
は
、
保
健
政
策
上
の
視
点

か
ら
も
啓
蒙
に
何
ら
貢
献
し
な
い
。
こ
こ
で
は
、
む
し
ろ
、
国
に
命
令
さ
れ
た
誤
導
、
す
な
わ
ち
、
実
際
上
存
在
せ
ず
、
学
問
的
に
も
主

張
し
得
な
い
単
一
原
因
性
が
存
在
す
る
と
い
う
言
明
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
多
数
の
消
費
者
は
、
警
告
表
示
を
単
一
の
因
果
連
鎖
が
あ

る
と
い
う
意
味
で
理
解
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
九
八
九
年
八
月
及
び
一
九
九
一
年
一
二
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。

最
後
に
、
た
ば
こ
命
令
と
ほ
ぼ
同
時
に
新
た
に
作
成
さ
れ
た
危
険
物
命
令
は
、
発
癌
性
の
物
質
及
び
加
工
物
の
分
類
及
び
表
示
を
扱
っ

て
い
る
。
同
命
令
で
規
定
さ
れ
た
警
告
文
は
、「
癌
の
原
因
と
な
り
得
る
（kann K

rebs erzeugen

）」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
警
告

文
は
、
発
癌
性
の
物
質
及
び
加
工
物
の
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
物
質
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
新
し
い
確
実
な
科
学
的
知
識
に
基
づ

い
て
発
癌
性
が
あ
る
も
の
と
分
類
さ
れ
た
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
立
法
者
は
、
発
癌
の
効
果
が
実
証
さ
れ
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、「
癌
の
原
因
と
な
り
得
る
」
と
い
う
警
告
文
で
十
分
で
あ
る
と
見
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
真
実
で
は
な
く
、
学
問
的

に
も
主
張
で
き
な
い
言
明
の
使
用
は
、
手
段
と
目
的
と
の
極
端
な
不
均
衡
を
根
拠
付
け
、
期
待
可
能
性
の
限
界
を
越
え
る
も
の
で
あ
る
。

基
本
法
一
二
条
に
も
同
じ
よ
う
に
違
反
し
て
い
る
。
警
告
表
示
は
、
誤
っ
て
お
り
、
か
つ
誤
導
的
で
あ
る
か
ら
、
比
例
原
則
に
反
す
る

職
業
遂
行
規
制
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
厚
生
省
（
当
時
）
は
、
た
し
か
に
異
議
申
立
人
の
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
は
攻
撃
さ
れ
て
い
る
規
制
に
よ
っ

二
七



て
制
約
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
制
約
は
比
例
原
則
に
合
致
し
て
い
る
と
反
論
し
た
。
異
議
申
立
人
は
、
二
つ
の
警
告
表
示
に

よ
っ
て
必
然
的
な
単
一
因
果
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
、
喫
煙
が
癌
並
び
に
心
臓
疾
患
及
び
脈
管
疾
患
の
唯
一
の
原
因
で
あ
り
、

す
べ
て
の
喫
煙
者
が
遅
か
れ
早
か
れ
こ
れ
ら
の
病
気
に
か
か
る
と
い
う
意
見
を
消
費
者
に
押
し
付
け
て
い
る
、
と
主
張
し
て
い
る
が
、
こ

の
見
解
は
、
警
告
表
示
の
意
味
内
容
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
な
い
し
、
提
出
さ
れ
たInfratest

の
鑑
定
書
に
よ
っ
て
も
根
拠
付

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
連
邦
政
府
は
、
喫
煙
に
は
健
康
上
の
危
険
が
あ
る
た
め
、
喫
煙
が
健
康
を
害
す
る
こ
と
を
強
い
調
子
で

か
つ
定
期
的
に
喫
煙
者
の
目
の
前
に
突
き
つ
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
と
の
見
解
を
述
べ
た
。
紙
巻
き
た
ば
こ
の
包
装
に
こ
れ
に
対
応

す
る
内
容
の
記
載
を
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
こ
の
よ
う
な
警
告
表
示
が
す
べ
て
の
喫
煙
者
の
行
動
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

し
て
も
、
こ
の
た
め
に
必
要
な
措
置
で
あ
る
。
ま
た
、
健
康
の
保
護
は
、
異
議
申
立
人
の
経
済
的
利
益
に
比
し
て
よ
り
高
次
の
法
益
で
あ

る
か
ら
、
定
め
ら
れ
た
警
告
表
示
は
、
期
待
可
能
で
あ
る
。

異
議
申
立
人
の
主
張
と
国
側
の
反
論
の
概
要
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
両
者
の
間
で
、

た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
が
異
議
申
立
人
の
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
制
約
す
る
も
の
で
あ
る
点
に
争
い

は
な
く
、
制
約
が
比
例
原
則
の
要
請
を
充
足
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
両
者
は
対
立
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
本
件
表
示
義
務
は
異
議
申
立
人
の
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
制
約
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
職
業

遂
行
の
自
由
を
制
約
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
の
見
解
を
打
ち
出
し
た
上
で
、
本
件
表
示
義
務
に
よ
る
職
業
遂
行
の
制
約
は
許
容
さ
れ
る
と
の

判
断
を
示
し
た
。
以
下
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
憲
法
判
断
の
内
容
を
詳
し
く
紹
介
し
よ
う
。

二
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イ
ツ
に
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消
極
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意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

2　

決
定
の
内
容

（
1
）　

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
本
件
警
告
表
示
義
務
が
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
制
約
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
説
示
し
た
。

ａ　
「
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
、
た
ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
及
び
販
売
業
者
に
そ
の
商
品
の
販
売
に
際
し
て
影
響
を
与
え
る
も
の
で

あ
り
、
意
見
表
明
及
び
意
見
流
布
の
過
程
へ
の
関
与
に
際
し
て
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
故
、
本
件
表
示
義
務
は
職
業
の
自

由
（
基
本
法
一
二
条
一
項
）
を
基
準
と
し
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
意
見
表
明
の
自
由
（
基
本
法
五
条
一
項
）
に
よ
っ

て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
異
議
申
立
人
は
、
私
法
人
と
し
て
基
本
法
一
二
条
一
項
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
…
）。
そ
の
製
品
の
広
告
を
含
む
職
業
上
の
対
外
表
現
は
、
職
業
に
関
連
す
る
活
動
の
領
域
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
領
域
は
基
本

法
一
二
条
一
項
一
文
が
保
護
し
て
い
る
（
…
）。
そ
の
際
に
職
業
活
動
を
す
る
者
を
制
限
す
る
国
の
措
置
は
、
職
業
遂
行
の
自
由
の
制
約

で
あ
る
。（
…
）」

ｂ　
「
営
利
広
告
に
つ
い
て
意
見
表
明
の
自
由
の
基
本
権
（
五
条
一
項
）
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
、
当

該
広
告
が
評
価
的
、
意
見
形
成
的
内
容
を
有
し
て
い
る
か
、
又
は
意
見
形
成
に
役
立
つ
記
載
事
項
を
含
ん
で
い
る
場
合
に
限
ら
れ
る

（
…
）。
本
件
は
こ
の
点
を
欠
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
た
ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
が
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
い
て
国
に
よ
る
警
告
を
流

布
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
お
い
て
、
国
は
こ
の
包
装
を
利
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
広
告
を
そ
の
他
の
点
で
は
侵
害
す
る

も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
企
業
の
意
見
形
成
及
び
意
見
表
明
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
企
業
の
職
業
遂

行
が
影
響
を
受
け
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

か
り
に
警
告
表
示
が
他
人
の
意
見
の
表
明
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
認
識
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
た
ば
こ
製
品
の

二
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製
造
業
者
に
帰
属
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
別
の
こ
と
が
妥
当
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
か
り
に
基
本
権
の
権
利
主
体
が
他
人
の
意

見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
流
布
さ
せ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
た
場
合
に
は
、
意
見
表
明
の
自
由
（
基
本
法
五
条
一
項
一
文
）
が
影
響
を
受
け
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
広
告
の
名
宛
人
に
対
し
て
、
た
ば
こ
製
造
業
者
が
自
分
の
意
思
で
警
告
表
示
の
流
布
を
支
持
し
て
お
り
、
そ
れ
故
に
自

発
的
に
こ
の
言
明
を
流
布
さ
せ
て
い
る
、
と
い
う
印
象
を
与
え
る
場
合
、
意
見
を
流
布
さ
せ
る
自
由
が
審
査
基
準
を
提
供
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
い
て
流
布
さ
せ
た
意
見
を
他
人
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か

に
認
識
で
き
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
警
告
表
示
の
流
布
が
た
ば
こ
製
品
を
営
業
上
流
通
さ
せ
る
た
め
の
一
般
的
条
件
で
あ
る
と
き
は
、

こ
の
表
示
義
務
は
職
業
遂
行
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
。」

ｃ　
「
こ
の
基
準
に
よ
っ
て
判
断
す
る
と
、
憲
法
異
議
申
立
人
の
意
見
表
明
の
自
由
を
求
め
る
基
本
権
は
、
攻
撃
さ
れ
て
い
る
規
制
に

よ
っ
て
影
響
を
受
け
て
い
な
い
。
警
告
表
示
を
記
載
す
る
義
務
は
、
他
人
の
意
見
の
流
布
に
役
立
つ
も
の
で
あ
り
、
紙
巻
き
た
ば
こ
を
営

業
と
し
て
流
通
さ
せ
よ
う
と
す
る
す
べ
て
の
企
業
に
係
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
企
業
が
自
発
的
に
こ
の
見
解
を
流
布
し
て
い
る
と
い
う
外

観
を
呼
び
起
こ
す
も
の
で
は
な
い
。

警
告
表
示
は
明
ら
か
に
他
人
の
意
見
の
再
現
と
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
警
告
表
示
の
内
容
は
、
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
は
、
喫
煙
は

癌
並
び
に
心
臓
疾
患
及
び
脈
管
疾
患
の
原
因
で
あ
る
と
の
見
解
を
主
張
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
警
告
表
示
は
、
た
ば
こ
命
令

三
条
の
一
般
的
義
務
に
基
づ
い
て
、
た
ん
に
個
別
の
企
業
に
よ
っ
て
の
み
流
布
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
あ
ら
ゆ
る
紙

巻
き
た
ば
こ
包
装
の
外
見
の
一
部
と
な
る
。
こ
の
警
告
表
示
は
、
│
需
要
者
に
と
っ
て
明
ら
か
で
は
あ
る
が
│
個
別
の
企
業
に
帰
属
し
得

る
言
明
を
何
ら
含
む
も
の
で
は
な
く
、
紙
巻
き
た
ば
こ
及
び
類
似
の
た
ば
こ
製
品
の
あ
ら
ゆ
る
営
業
上
の
提
供
に
と
っ
て
の
条
件
で
あ
る
。

Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
は
、
そ
の
保
険
政
策
上
の
目
的
を
、
ま
さ
に
、
あ
ら
ゆ
る
購
入
及
び
消
費
の
決
定
に
際
し
て
有
害
性
を
意
識
さ
せ
よ
う
と

三
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す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
追
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
異
議
申
立
人
は
、
た
ん
に
、
消
費
者
の
か
な
り
の
部
分
は
、
警
告

表
示
を
対
応
す
る
付
記
に
も
か
か
わ
ら
ず
紙
巻
き
た
ば
こ
製
造
業
者
の
表
明
で
あ
る
と
理
解
す
る
も
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
、
製
造
業

者
の
見
解
と
警
告
表
示
の
内
容
と
の
間
に
最
小
限
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

異
議
申
立
人
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
警
告
の
こ
の
よ
う
な
効
果
を
裏
付
け
る
も
の
で
は
な
い
。
一
九
九
一
年
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
に
お
い
て
、『
大
多
数
の
喫
煙
者
│
依
然
と
し
て
約
九
〇
％
│
は
、
紙
巻
き
た
ば
こ
の
製
造
業
者
は

警
告
の
記
載
に
内
容
上
何
の
関
わ
り
も
な
い
と
の
見
解
を
有
し
て
い
る
。』
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。」

（
2
）　

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
異
議
申
立
人
の
意
見
表
明
の
自
由
が
制
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
否
定
し
た
後
、「
営
業
を
行
う
者
に
対

し
て
警
告
表
示
の
記
載
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
、
そ
れ
故
、
基
本
法
一
二
条
一
項
の
保
護
範
囲
に
該
当
す
る
。」
と
し
て
、
本
件
警
告
表

示
義
務
が
異
議
申
立
人
の
職
業
の
自
由
を
侵
害
し
違
憲
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
い
る
。

ａ　
「
職
業
遂
行
の
自
由
を
制
約
す
る
に
は
、
基
本
法
一
二
条
一
項
二
文
に
基
づ
い
て
、
法
律
上
の
根
拠
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

基
本
権
を
制
約
す
る
法
律
に
対
す
る
憲
法
の
要
求
を
充
た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
律
上
の
根
拠
が
基
本
法
一
二
条
一
項
に
合

致
す
る
た
め
に
は
、
公
共
の
福
祉
の
十
分
な
理
由
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
、
及
び
、
比
例
原
則
に
合
致
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
選

択
し
た
手
段
が
追
求
す
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
適
合
的
で
あ
り
、
か
つ
必
要
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
制
約
の
重
大
性
と
正
当
化
さ

れ
る
理
由
の
重
要
性
と
の
間
の
全
体
的
衡
量
に
際
し
て
期
待
可
能
性
の
限
界
が
保
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
…
）。」

ｂ　
「
本
件
で
は
、
こ
れ
ら
の
要
件
は
充
足
さ
れ
て
い
る
。

た
ば
こ
表
示
命
令
は
、
そ
の
警
告
表
示
に
際
し
て
国
の
権
威
も
利
用
し
、
こ
れ
に
よ
り
特
別
の
法
的
に
媒
介
さ
れ
る
信
頼
を
使
用
し
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
諸
高
権
の
こ
の
よ
う
な
行
使
に
憲
法
上
疑
問
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
警
告
の
内
容
は
自
然
科
学
の
知
見
に
合
致
し
て
お

三
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り
、
健
康
に
対
す
る
危
険
を
警
告
す
る
こ
と
は
高
権
の
任
務
の
領
域
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
加
え
て
、
当
該
措
置
は
、
職
業
遂
行
の

自
由
の
諸
要
求
を
充
足
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

命
令
の
法
律
上
の
根
拠
は
食
料
品
及
び
日
用
品
法
二
一
条
一
項
一
号
で
あ
り
、
具
体
的
に
定
め
ら
れ
た
義
務
の
妥
当
根
拠
は
た
ば
こ
表

示
命
令
で
あ
る
。」

⒜　
「
警
告
表
示
は
、
健
康
に
対
す
る
喫
煙
の
危
険
か
ら
消
費
者
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
喫
煙
が
健
康
を
害
す
る
こ
と
は
、

一
般
に
承
認
さ
れ
て
い
る
（
…
）。
喫
煙
者
で
あ
っ
て
も
非
喫
煙
者
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
危
険
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
者
は
存
在
し
な
い

（
…
）。
喫
煙
は
、
交
通
事
故
、
エ
イ
ズ
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
違
法
な
薬
物
、
殺
人
及
び
自
殺
で
死
亡
し
た
者
を
合
わ
せ
た
数
以
上
の
人
間
を

殺
し
て
い
る
（
…
）。
紙
巻
き
た
ば
こ
の
喫
煙
は
、
先
進
工
業
国
に
お
い
て
は
、
最
も
頻
度
の
高
く
、
か
つ
学
問
的
に
最
も
明
確
に
証
明

さ
れ
た
、
癌
に
よ
る
死
亡
の
単
独
原
因
で
あ
る
（
…
）。

結
果
と
し
て
、
今
日
の
医
学
的
知
見
に
よ
れ
ば
、
喫
煙
が
癌
並
び
に
心
臓
疾
患
及
び
脈
管
疾
患
の
原
因
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
致
命

的
な
疾
病
に
至
り
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
々
の
健
康
も
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
は
確
か
で
あ
る
（
…
）。」

⒝　
「
健
康
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
危
険
性
を
警
告
す
る
こ
と
は
、
国
家
の
正
当
な
任
務
に
属
す
る
。
国
の
保
健
政
策
は
、
少
な
く
と
も
、

医
学
的
に
実
証
さ
れ
た
重
大
な
喫
煙
の
危
険
性
を
警
告
し
、
能
動
的
喫
煙
は
喫
煙
者
に
、
受
動
的
喫
煙
は
他
人
に
も
害
を
与
え
る
こ
と
を

消
費
者
に
意
識
さ
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
。
も
っ
ぱ
ら
言
語
に
よ
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
こ
の
警
告
表
示
の
形
式
は
、
そ
の
名
宛
人
に
対
し

て
、
そ
の
購
入
決
定
を
健
康
に
対
す
る
危
険
性
を
考
慮
に
入
れ
て
も
う
一
度
よ
く
考
え
る
こ
と
を
忠
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
国

に
よ
る
こ
の
啓
発
は
、
健
康
に
対
す
る
危
険
か
ら
住
民
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。」

⒞　
「
立
法
者
は
、
当
該
措
置
が
国
民
の
健
康
を
保
護
す
る
た
め
に
適
合
的
で
あ
る
こ
と
も
前
提
と
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
こ
の
適

三
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

合
性
の
判
断
は
、
原
則
と
し
て
、
立
法
者
の
評
価
を
基
礎
と
す
る
（
…
）。
た
し
か
に
、
現
時
点
に
お
い
て
、
紙
巻
き
た
ば
こ
の
消
費
は
、

一
般
的
な
警
告
表
示
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
増
加
し
て
い
る
。
一
九
九
四
年
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
費
量
は
約
三
％
、
紙
巻
き
た

ば
こ
一
三
一
一
億
本
に
ま
で
上
昇
し
た
（
…
）。
し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
、
警
告
表
示
に
よ
っ
て
、
た
ば
こ
消
費
量
の
こ
れ
以
上

の
拡
大
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
法
律
上
の
評
価
に
憲
法
上
異
議
を
唱
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
警
告
は
、
消
費
者
が
少
な
く

と
も
た
ば
こ
を
何
の
迷
い
も
な
く
消
費
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
の
に
は
適
し
て
い
る
。

警
告
表
示
の
具
体
的
な
内
容
形
成
も
適
合
性
の
諸
要
求
を
充
足
し
て
い
る
。
癌
、
そ
の
他
の
疾
病
及
び
第
三
者
の
健
康
の
危
険
の
原
因

と
な
る
場
合
に
お
け
る
喫
煙
の
因
果
関
係
に
関
す
る
言
明
は
、
自
然
科
学
研
究
の
結
果
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
喫
煙
が
唯
一
の
原

因
で
あ
る
と
い
う
内
容
で
は
な
く
、
他
方
で
、
非
喫
煙
者
は
あ
ら
ゆ
る
癌
及
び
そ
の
他
の
健
康
リ
ス
ク
か
ら
免
れ
て
い
る
と
も
表
現
し
て

い
な
い
。
む
し
ろ
、
警
告
表
示
は
、『
原
因
で
あ
る
』
と
い
う
概
念
の
一
般
的
言
語
理
解
に
従
え
ば
、
喫
煙
と
健
康
被
害
の
典
型
的
か
つ

一
般
化
可
能
な
因
果
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
喫
煙
を
止
め
た
場
合
に
主
要
な
健
康
リ
ス
ク
が
な
く
な
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
。」

⒟　
「
警
告
は
必
要
で
も
あ
る
。
喫
煙
か
ら
生
じ
る
危
険
に
対
し
て
保
護
す
る
よ
り
緩
や
か
な
可
能
性
は
、
示
さ
れ
て
い
な
い
し
、
明

ら
か
で
も
な
い
。
こ
れ
は
、
と
く
に
、
危
険
物
命
令
の
諸
規
定
か
ら
判
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。
危
険
物
命
令
（
…
）
に
よ
る
発
癌
性
の

物
質
及
び
加
工
物
に
関
す
る
表
示
義
務
は
、
六
条
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
記
載
に
よ
っ
て
危
険
な
物
質
及
び
加
工
物
が
表
示
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
同
命
令
の
意
味
に
お
け
る
発
癌
性
物
質
は
、
交
差
し
た
骨
の
付
い
た
ど
く
ろ
印

の
危
険
物
表
示
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
及
び
『
有
毒
』
と
い
う
危
険
物
表
示
に
よ
っ
て
（
…
）、『
癌
の
原
因
と
な
り
得
る
。』
又
は
『
吸
い
込

む
と
癌
の
原
因
と
な
り
得
る
』
と
い
う
特
別
の
危
険
の
表
示
に
よ
っ
て
（
…
）、
さ
ら
に
、
例
え
ば
、『
施
錠
し
て
保
管
せ
よ
』、『
子
ど
も
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の
手
に
届
く
と
こ
ろ
に
置
く
な
』
又
は
『
換
気
の
良
い
場
所
で
使
用
せ
よ
』
と
い
っ
た
対
応
す
る
安
全
表
示
に
よ
っ
て
（
…
）
表
示
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
六
条
に
基
づ
く
こ
れ
ら
の
表
示
義
務
に
加
え
て
、
危
険
物
命
令
は
、
一
三
条
に
お
い
て
、
誰
で
も
入
手
可
能
で
あ

る
物
質
及
び
加
工
物
の
表
示
及
び
包
装
に
対
し
て
追
加
的
な
要
求
を
定
め
て
い
る
。

発
癌
性
の
物
質
又
は
加
工
物
の
表
示
及
び
包
装
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
警
告
措
置
及
び
保
護
措
置
の
規
模
及
び
明
確
性
の
点
に

お
い
て
、
た
ば
こ
命
令
三
条
の
表
示
義
務
を
上
回
る
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
た
ば
こ
製
品
は
嗜
好
品
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
用
法
に
則
っ

て
使
用
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
健
康
に
害
が
生
じ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
販
売
及
び
広
告
は
、
│
消
費
者
の
行
動
と
同
じ
よ
う

に
│
異
な
る
基
準
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
│
国
に
よ
る
健
康
の
啓
蒙
活
動
と
並
ん
で
│
警
告
表
示
の
代
わ
り
に
、
迷
い
の
な
い
た
ば
こ
消
費
を
抑
制
す
る
の
に
適
し

た
手
段
と
し
て
、
と
り
わ
け
、
広
告
の
禁
止
が
考
慮
に
値
す
る
と
さ
れ
る
。
販
売
に
つ
い
て
条
件
を
付
す
こ
と
も
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
る
（
例
え
ば
、
自
動
販
売
機
に
よ
る
販
売
の
禁
止
、
青
少
年
へ
の
販
売
の
禁
止
）。
こ
れ
ら
の
選
択
肢
と
比
較
す
る
と
、
攻
撃
さ

れ
て
い
る
規
制
は
、
よ
り
緩
や
か
な
手
段
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
…
）。」

⒠　
「
警
告
表
示
を
記
載
す
る
義
務
は
、
明
ら
か
に
期
待
可
能
性
の
限
界
に
も
触
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
職
業
遂
行
の
制
約
は
、
引
き

続
き
た
ば
こ
産
業
に
営
利
的
な
広
告
活
動
を
許
容
す
る
も
の
で
あ
り
、
消
費
者
に
対
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
、
そ
の
購
入
決
定
の
た
め
の
医
学

的
知
見
の
基
礎
を
伝
達
す
る
も
の
で
あ
る
。
選
択
さ
れ
た
制
限
手
段
│
警
告
表
示
に
よ
る
た
ん
な
る
言
語
上
の
影
響
力
行
使
│
は
、
需
要

と
供
給
に
よ
る
財
の
交
換
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
つ
つ
、
現
在
の
医
学
的
な
認
識
水
準
に
基
づ
い
て
一
般
的
に
意
識
す
べ
き
で
あ

る
考
慮
事
由
を
需
要
者
に
意
識
さ
せ
よ
う
と
す
る
行
為
形
式
で
あ
る
。」

⒡　
「
保
健
政
策
と
い
う
国
の
任
務
の
た
め
に
民
間
の
組
織
力
及
び
財
政
力
を
利
用
す
る
こ
と
も
基
本
法
一
二
条
一
項
に
合
致
す
る
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ド
イ
ツ
に
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消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

（
…
）。
警
告
表
示
を
記
載
す
る
義
務
が
正
当
化
さ
れ
る
の
は
、
た
ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
及
び
販
売
業
者
が
、
こ
れ
ら
の
企
業
に
起
因
す

る
た
ば
こ
消
費
に
よ
る
危
険
か
ら
保
護
す
る
任
務
に
事
柄
の
点
で
も
責
任
の
点
で
も
特
別
に
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
に
よ
る
。」

3　

若
干
の
考
察

（
1
）　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
九
七
年
決
定
に
先
行
す
る
学
説
に
お
い
て
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
は
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由

と
し
て
、
他
人
の
意
見
で
あ
る
か
自
己
の
意
見
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
意
見
そ
れ
自
体
の
沈
黙
を
保
護
し
て
い
る
（
メ
ル
テ
ン
）、
あ
る
い
は
、

他
人
の
意
見
を
流
布
さ
せ
る
た
め
に
利
用
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
保
護
し
て
い
る
（
ク
レ
ッ
パ
ー
）、
と
い
う
解
釈
論
が
示
さ
れ
、
た
ば
こ

製
品
の
包
装
に
お
い
て
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
、
発
信
者
名
義
を
付
記
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を

制
約
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
た

（
39
）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
流
布
さ

せ
る
こ
と
」
を
要
求
さ
れ
た
場
合
に
は
、
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
と
な
る
が
、「
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
い
て
流
布
さ
せ
た
意
見
を

他
人
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
認
識
で
き
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
警
告
表
示
の
流
布
が
た
ば
こ
製
品
を
営
業
上

流
通
さ
せ
る
た
め
の
一
般
的
条
件
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
表
示
義
務
は
職
業
遂
行
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
解
釈
論
を
示
し
た
。

そ
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
本
件
表
示
義
務
の
憲
法
適
合
性
を
意
見
表
明
の
自
由
（
基
本
法
五
条
一
項
一
文
）
を
基
準
と
し
て
で
は
な

く
、
職
業
の
自
由
（
一
二
条
一
項
）
を
基
準
と
し
て
判
断
し
た
。

九
七
年
決
定
に
お
い
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
示
し
た
上
記
の
解
釈
論
に
対
し
て
は
、
学
説
か
ら
の
批
判
も
少
な
く
な
い
。
メ
ル
テ
ン
と

ク
レ
ッ
パ
ー
が
九
七
年
決
定
の
解
釈
論
を
批
判
し
、
自
説
が
よ
り
説
得
的
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る

（
40
）

が
、
他
の
研
究
者
か

ら
も
、
本
件
表
示
義
務
は
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
該
当
す
る
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。三

五



一
九
九
九
年
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
裁
判
官
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
る
デ
ィ
・
フ
ァ
ビ
オ
（U

do D
i F

abio

）
は
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装

に
お
け
る
警
告
表
示
義
務
が
た
ば
こ
製
造
業
者
の
意
見
表
明
の
自
由
を
制
約
し
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。
警
告
表
示
義
務
を
定
め
た
命

令
を
適
切
に
解
釈
す
る
と
、
た
ば
こ
製
造
業
者
は
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
が
言
っ
て
い
る
の
と
反
対
の
主
張

を
す
る
こ
と
、
例
え
ば
、
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
名
義
の
警
告
文
の
上
に
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
は
間
違
っ
て
い
る
。
節
度
の
あ
る
喫
煙
は
、
他
の

多
く
の
健
康
リ
ス
ク
の
中
の
一
つ
の
健
康
リ
ス
ク
に
す
ぎ
な
い
。」
と
い
う
記
載
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
命
令

に
よ
っ
て
反
論
の
記
載
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
ま
さ
に
（
隠
さ
れ
た
）
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
で
は
な
い
か
、
と
い

う
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
デ
ィ
・
フ
ァ
ビ
オ
は
、
意
見
の
表
明
と
並
ん
で
、
自
己
の
意
見
だ
け
で
は
な
く
他
人
の
意
見
も
流
布
さ
せ
る
こ
と
、（
自
分

が
支
持
し
な
い
）
意
見
を
流
布
さ
せ
な
い
こ
と
も
意
見
表
明
の
自
由
の
保
護
を
受
け
る
か
ど
う
か
は
未
解
決
の
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い

る
と
指
摘
す
る
。
デ
ィ
・
フ
ァ
ビ
オ
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
立
法
者
は
、
表
示
命
令
に
よ
っ
て
、
喫
煙
に
関
す
る
公
共
の
意
見
形

成
を
喫
煙
が
危
険
で
あ
る
と
い
う
特
定
の
方
向
に
誘
導
し
、
集
約
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
立
法
者
は
、
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
過

程
に
お
い
て
正
反
対
の
意
見
を
主
張
し
て
い
る
者
の
協
力
を
強
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
健
政
策
と
し
て
正
当
な
目
的
に
接
近
す
る
。

公
共
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
過
程
の
自
由
及
び
機
能
力
は
、
基
本
法
五
条
一
項
に
よ
っ
て
制
度
的
に
保
護
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
相
関

関
係
に
あ
る
の
が
、
公
共
の
意
見
形
成
に
各
人
の
前
提
条
件
に
応
じ
て
、
か
つ
そ
の
時
々
の
自
己
の
手
段
に
よ
っ
て
影
響
を
与
え
る
個
人

の
自
由
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
対
立
し
て
い
る
意
見
、
し
か
も
国
の
意
見
の
「
輸
送
」
の
た
め
に
自
己
の
手
段
を
使
用
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、

「
保
護
法
益
に
準
拠
し
た
考
察
」
を
し
た
場
合
、
制
約
と
し
か
評
価
で
き
な
い
。
た
ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
は
、
例
え
ば
、
喫
煙
は
ド
イ

ツ
の
文
化
的
伝
統
の
構
成
要
素
で
あ
り
、
健
康
に
害
が
あ
る
と
い
う
だ
け
の
も
の
と
は
違
う
と
い
う
見
解
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
得
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

る
。
さ
ら
に
、
た
ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
は
、
公
共
の
意
見
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
統
計
の
過
剰
な
解
釈
に
激
し
く
抵
抗
し
て
い

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
ば
こ
製
造
業
者
は
、
自
ら
が
抵
抗
し
て
い
る
統
計
解
釈
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
ま
た
、
熱
心
な
動
物
保
護
活
動
家
が
、
自
己
の
ビ
ラ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
ス
テ
ッ
カ
ー
に
、「
連
邦
厚
生
大
臣
か
ら
の
お

知
ら
せ
：
動
物
実
験
は
人
の
生
命
を
救
っ
て
い
る
。」
と
い
う
表
示
を
記
載
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
た
場
合
、
意
見
表
明
の
自
由
が

制
約
さ
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
、
と

（
41
）

。

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
／
モ
ル
ロ
ー
ク
（L

othar M
ichael/M

artin M
orlok

）
は
、
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
流
布
さ
せ
る
こ
と
の
強

制
の
み
な
ら
ず
、「
他
人
の
意
見
の
流
布
に
媒
体
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」
も
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
で
あ
る
と
解
す
る
。

「
意
見
表
明
の
自
由
の
消
極
的
側
面
」
は
「
自
己
の
意
見
を
開
示
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
な
い
自
由
」
で
あ
る
と
こ
ろ
、「
自
分
自
身
は
支

持
し
な
い
意
見
を
流
布
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
は
、
こ
の
意
見
に
同
意
し
て
い
る
と
い
う
外
見
を
与
え
て
し
ま
う
」
の
で
あ
り
、

「
こ
の
外
見
を
破
壊
す
る
た
め
に
、
自
己
の
意
見
を
明
ら
か
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
」。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
国

に
よ
る
警
告
を
記
載
す
る
こ
と
の
強
制
は
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
42
）

。

こ
れ
に
対
し
て
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
明
し
、
流
布
さ
せ
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
な
い
こ

と
に
限
定
す
る
学
説
も
あ
る
。
こ
の
学
説
は
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
が
「
自
己
の
意
見
」
を
表
明
し
、
流
布
さ
せ
る
権
利
を
保
護
し
て

い
る
と
い
う
「
文
言
」
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
基
本
法
五
条
一
項
一
文
に
お
け
る
「
自
己
の
意
見
」
と
い
う
表
現
は
、
保
護
範
囲
を
「
自

己
の
意
見
」
に
関
連
付
け
て
お
り
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
保
護
範
囲
を
拡
張
す
る
余
地
は
な
い
。
基
本
法
五
条
一
項
一
文
が
、
積
極

的
意
見
表
明
の
自
由
と
し
て
、「
自
己
の
意
見
」
を
表
明
し
、
流
布
さ
せ
る
権
利
の
み
を
保
護
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
他
人
の
意
見
を
表

明
し
、
流
布
さ
せ
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
は
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
に
な
る

（
43
）

。
三
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連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
流
布
さ
せ
る
こ
と
」
を
要
求
さ
れ
た
場
合
に
は
、
意
見
表
明
の
自
由
の

制
約
と
な
る
が
、「
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
い
て
流
布
さ
せ
た
意
見
を
他
人
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
認
識
で

き
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
警
告
表
示
の
流
布
が
た
ば
こ
製
品
を
営
業
上
流
通
さ
せ
る
た
め
の
一
般
的
条
件
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
表
示

義
務
は
職
業
遂
行
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
解
釈
論
を
示
し
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
九
七
年
決
定
に
お
い
て
、
基
本
法
五
条

一
項
一
文
は
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
と
し
て
、
他
人
の
意
見
で
あ
る
か
自
己
の
意
見
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
意
見
そ
れ
自
体
の
沈
黙
を

保
護
し
て
い
る
（
メ
ル
テ
ン
）、
あ
る
い
は
、
他
人
の
意
見
を
流
布
さ
せ
る
た
め
に
利
用
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
保
護
し
て
い
る
（
ク
レ
ッ

パ
ー
）、
と
い
う
先
行
す
る
解
釈
論
を
否
定
し
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
保
護
範
囲
を
「
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
流
布

さ
せ
る
こ
と
」
を
強
い
ら
れ
な
い
こ
と
に
一
般
的
に
限
定
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
未
解
決
の
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
ず
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
、「
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
流
布
さ
せ
る
こ
と
」
を
要
求
さ
れ
た
場
合
に
は
、
意
見

表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
考
え
て
い
る
点
に
つ
い
て
異
論
は
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
、「
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
い
て
流
布
さ

せ
た
意
見
を
他
人
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
認
識
で
き
る
場
合
」
は
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い

て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
こ
の
警
告
表
示
の
流
布
が
た
ば
こ
製
品
を
営
業
上
流
通
さ
せ
る
た
め
の
一
般
的
条
件
で
あ
る
と
き
は
、
こ

の
表
示
義
務
は
職
業
遂
行
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
解
釈
論
を
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
①
「
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
い
て
流

布
さ
せ
た
意
見
を
他
人
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
認
識
で
き
る
場
合
」
で
、
②
「
こ
の
警
告
表
示
の
流
布
が
た
ば

こ
製
品
を
営
業
上
流
通
さ
せ
る
た
め
の
一
般
的
条
件
で
あ
る
と
き
」
は
、「
こ
の
表
示
義
務
は
職
業
遂
行
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
」。
連

邦
憲
法
裁
判
所
が
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
を
職
業
遂
行
の
自
由
の
規
制
で
あ
る
と
見
た
の
は
、「
こ
の

警
告
表
示
の
流
布
が
た
ば
こ
製
品
を
営
業
上
流
通
さ
せ
る
た
め
の
一
般
的
条
件
で
あ
る
」
と
い
う
点
に
あ
る
。
筆
者
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

所
は
、
①
及
び
②
の
場
合
に
該
当
す
る
場
合
を
、
意
見
表
明
の
自
由
の
保
護
範
囲
と
職
業
の
自
由
の
保
護
範
囲
と
の
境
界
線
引
き
と
し
て

職
業
の
自
由
の
保
護
範
囲
に
振
り
分
け
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る

（
44
）

。
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
、
①
の
場
合
に
該
当
す
る
が
、
上
記
の

②
の
場
合
に
該
当
し
な
い
事
案
（「
流
布
さ
せ
た
意
見
を
他
人
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
認
識
で
き
る
場
合
」
で
、「
こ
の
警
告

表
示
の
流
布
が
営
業
上
流
通
さ
せ
る
た
め
の
一
般
的
条
件
で
」
な
い
と
き
）
を
ど
の
よ
う
な
枠
組
み
で
判
断
す
る
の
か
、
と
い
う
点
は
何
ら
の
判

断
も
示
し
て
い
な
い
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

（
2
）　

な
お
、「
こ
の
警
告
表
示
の
流
布
が
た
ば
こ
製
品
を
営
業
上
流
通
さ
せ
る
た
め
の
一
般
的
条
件
で
あ
る
と
き
」
は
、「
こ
の
表
示

義
務
は
職
業
遂
行
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
解
釈
論
は
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
の
デ
ザ
イ
ン
は
営
利
広
告

の
一
種
で
あ
り
、
営
利
広
告
は
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
保
護
を
受
け
る
も
の
で
は
な
く
、
基
本
法
一
二
条
一
項
に
よ
る
保
護
を
受
け

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
従
来
か
ら
解
釈
論
を
前
提
と
し
て
い
る

（
45
）

。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
従
来
か
ら
、
営
利
広
告
の
規
制
を
職
業
遂
行
の

自
由
の
制
約
と
捉
え
て
き
た
し
、
最
近
で
も
、
薬
剤
師
の
広
告
規
制
に
つ
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
基
本
法
一
二
条
一
項
を
基
準
と
し
て
そ
の
合

憲
性
を
判
断
し
て
い
る

（
46
）

。
た
だ
し
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
一
九
八
五
年
一
一
月
一
九
日
の
決
定
に
お
い
て
、「
意
見
表
明
の
自
由
の
基

本
権
は
、
営
利
広
告
に
つ
い
て
も
、
少
な
く
と
も
、
発
表
し
た
も
の
が
評
価
的
、
意
見
形
成
的
内
容
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
又
は
、

意
見
形
成
に
資
す
る
記
載
事
項
を
含
む
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
審
査
基
準
と
し
て
考
慮
さ
れ
る

（
47
）

」
と
し
、
営
利
広
告
で
あ
っ
て
も
基
本

法
五
条
一
項
一
文
の
保
護
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
得
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

（
48
）

。
本
決
定
も
、
上
記
の
一
九
八
五
年
決
定
を
引
用
し
た
上

で
、「
た
ば
こ
製
品
の
包
装
」
に
お
い
て
は
「
評
価
的
、
意
見
形
成
的
内
容
」
も
「
意
見
形
成
に
役
立
つ
記
載
事
項
」
も
「
欠
い
て
い
る
」

と
判
断
し
た
。
本
決
定
は
、
た
ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
は
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
い
て
国
に
よ
る
警
告
を
流
布
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
り
、
国
は
た
ば
こ
製
品
の
包
装
を
利
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
「
企
業
の
意
見
形
成
及
び
意
見
表
明
に
影
響
を
与
え
る
も

三
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の
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
企
業
の
職
業
遂
行
が
影
響
を
受
け
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
し
た
。

（
3
）　

と
こ
ろ
で
、
た
ば
こ
命
令
の
定
め
る
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
消
極
的
意
見
表
明
の
制
約
に
当

た
る
か
ど
う
か
の
判
断
と
、
警
告
表
示
義
務
を
定
め
る
た
ば
こ
命
令
の
関
係
規
定
が
憲
法
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
、
別
次
元
の

問
題
で
あ
り
、
実
際
、
た
ば
こ
命
令
の
定
め
る
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
消
極
的
意
見
表
明
の
制
約
に
当

た
る
と
判
断
し
つ
つ
も
、
た
ば
こ
命
令
の
定
め
る
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
に
よ
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自

由
の
制
約
は
憲
法
上
正
当
化
さ
れ
る
と
主
張
す
る
学
説
も
少
な
く
な
い

（
49
）

。
他
方
、
た
ば
こ
命
令
の
定
め
る
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る

警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
職
業
遂
行
の
自
由
の
制
約
に
す
ぎ
な
い
と
解
し
た
と
し
て
も
、
た
ば
こ
命
令
の
関
係
規
定
は
比
例
原
則
の
要
請

に
合
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
た
ば
こ
命
令
の
関
係
規
定
の
憲
法
適
合
性
は
た
ば
こ
命
令
の
関
係
規
定
が
比
例
原
則
に

合
致
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
判
断
に
あ
た
っ
て
決
定
的
に
重
要
な
要
素
は
、
発
信
者
名
義
を
付
記

す
る
警
告
表
示
の
場
合
に
は
、
警
告
表
示
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
ば
こ
命
令
の
関

係
規
定
の
違
憲
性
を
主
張
す
る
側
は
警
告
表
示
の
内
容
が
「
虚
偽
の
」
言
明
あ
る
い
は
「
科
学
的
に
主
張
で
き
な
い
」
言
明
で
あ
る
と
見

る
（
ク
レ
ッ
パ
ー
及
び
本
件
憲
法
異
議
申
立
人
の
主
張
）
の
に
対
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
警
告
表
示
の
内
容
は
自
然
科
学
の
知
見
に

合
致
し
て
い
る
」
と
の
認
識
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
筆
者
に
は
、
警
告
表
示
の
内
容
に
関
す
る
認
識
の
相
違
が
、
た
ば
こ
命
令
の
関
係
規

定
が
憲
法
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
の
結
論
を
分
け
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

Ⅳ　

新
規
制
の
憲
法
適
合
性

1　

新
規
制
の
内
容

九
七
年
決
定
が
下
さ
れ
た
後
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
義
務
に
関
す
る
規
制
は
大
き
く
変
化
し
た
。
と
く
に
注
目
さ

れ
る
の
は
、
二
〇
〇
五
年
に
た
ば
こ
製
品
命
令
の
関
係
規
定
が
改
正
さ
れ
、
警
告
表
示
に
お
い
て
「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う
発
信
者
名

義
が
記
載
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
義
務
に
関
す
る
規
制
の
変
化
を
簡
単
に
見

て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、
Ｅ
Ｕ
の
動
向
を
見
る
と
、
二
〇
〇
一
年
六
月
五
日
の
た
ば
こ
製
品
指
令
（R

ichtlinie 2001/37/E
G

）
は
、
た
ば
こ
包
装
表
示
指

令
な
ど
の
た
ば
こ
製
品
に
関
連
す
る
指
令
に
代
わ
る
新
し
い
指
令
で
あ
る
が
、
同
指
令
五
条
は
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
表
示
義

務
を
定
め
て
い
る
。
紙
巻
き
の
タ
ー
ル
量
、
ニ
コ
チ
ン
量
及
び
一
酸
化
炭
素
量
を
包
装
の
側
面
に
製
品
が
流
通
す
る
加
盟
国
の
公
用
語
で

表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
項
）。
た
ば
こ
製
品
の
す
べ
て
の
包
装
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
見
え
や
す
い
面
に
、「
喫
煙
は
死
を
招
く

／
喫
煙
は
死
に
至
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
又
は
「
喫
煙
は
、
あ
な
た
と
あ
な
た
の
周
り
の
人
に
深
刻
な
害
を
与
え
る
」
と
い
う
二
つ
の
一
般

警
告
表
示
の
一
つ
を
一
定
期
間
毎
に
選
択
的
に
変
え
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般
警
告
表
示
を
記
載
し
た
面
と
は
別
の
面
に
、

追
加
的
警
告
表
示
を
指
令
付
表
Ⅰ
に
掲
げ
ら
れ
た
も
の
の
中
か
ら
一
定
期
間
毎
に
選
択
的
に
変
え
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二

項
）。
警
告
表
示
の
大
き
さ
、
字
体
及
び
枠
が
詳
し
く
規
定
さ
れ
て
い
る
（
五
項
か
ら
七
項
ま
で
）。
以
上
の
よ
う
に
、
新
し
い
た
ば
こ
製
品

指
令
は
、
従
来
の
規
制
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
警
告
表
示
を
囲
む
枠
の
外
に
警
告
表
示
を
発
信
す
る
官
庁
を
掲
記
す
る
こ
と
を
定

め
る
か
否
か
は
、
従
来
の
と
お
り
に
加
盟
国
に
委
ね
た
。
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ド
イ
ツ
国
内
に
お
い
て
、
暫
定
た
ば
こ
法
二
一
条
一
項
一
号
ｆ
の
授
権
に
基
づ
き
、
連
邦
食
糧
農
林
消
費
者
保
護
大
臣
は
、
二
〇
〇
二

年
一
一
月
二
〇
日
の
た
ば
こ
製
品
命
令
を
制
定
し
た
。
同
命
令
は
、
二
〇
〇
一
年
六
月
五
日
の
た
ば
こ
製
品
指
令
五
条
に
対
応
す
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
同
命
令
は
、
当
初
、
七
条
四
項
に
お
い
て
、
警
告
表
示
に
発
信
者
名
義
を
付
記
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
た
。
二
〇
〇
五

年
一
〇
月
一
九
日
の
同
命
令
を
改
正
す
る
命
令
（
二
〇
〇
五
年
一
一
月
一
日
発
効
）
に
よ
っ
て
、
警
告
表
示
文
の
前
に
発
信
者
名
義
を
記
載

す
る
こ
と
を
求
め
る
七
条
四
項
が
削
除
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
は
、
ド
イ
ツ
の
学
説
に
お
い
て
、
九
七
年
決
定
で
示
さ
れ
た
判
例
法
理
に
照

ら
し
て
、
発
信
者
名
義
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
基
本
法
五
条
一
項
一
文
で
保
障
さ
れ
た
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
侵
害
す
る

も
の
か
ど
う
か
の
再
検
討
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
。

2　

学
説

（
1
）　

あ
る
学
説
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
示
し
た
判
断
枠
組
み
に
従
っ
て
新
規
制
を
検
討
す
る
と
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う
発

信
者
名
義
の
付
記
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
紙
巻
き
た
ば
こ
の
包
装
を
見
た
者
に
お
い
て
、
警
告
表
示
は
製
造
業
者
の
意
見
と
警
告
表

示
の
内
容
と
の
間
の
基
本
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
の
印
象
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
以
上
、
新
規
制
は
他
人
の
意
見

を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
明
す
る
こ
と
の
強
制
で
あ
り
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
該
当
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
学
説
に
よ
る
と
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
九
七
年
決
定
に
お
い
て
、
警
告
表
示
は
す
べ
て
の
紙
巻
き
た
ば
こ
包
装
の
外
見
に
属
す
る
も

の
で
あ
り
、
個
別
の
企
業
に
帰
属
し
得
る
言
明
を
何
ら
含
む
も
の
で
は
な
い
、
と
説
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
説
示
を
、
紙
巻
き
た
ば
こ
の

包
装
が
同
型
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
が
否
定
さ
れ
る
と
理
解
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
警
告
表

示
が
統
一
的
な
外
見
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
警
告
表
示
が
個
別
の
企
業
の
意
見
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
必
ず
し
も
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明
確
に
導
き
出
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
ば
こ
業
界
は
、
青
少
年
を
勧
誘
す
る
広
告
、
三
〇
歳
以
下
の
モ
デ
ル
に
よ
る
広
告
、
著
名
人

及
び
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
よ
る
広
告
、
学
校
及
び
青
少
年
セ
ン
タ
ー
か
ら
一
〇
〇
ｍ
以
内
に
お
け
る
掲
示
広
告
に
つ
い
て
自
主
規
制
を
設
け

て
お
り
、
た
ば
こ
包
装
を
見
る
者
が
、
警
告
表
示
は
た
ば
こ
業
界
の
自
主
的
協
定
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
印
象
を
受
け
る
可

能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
た
ば
こ
包
装
を
見
る
者
の
多
く
は
、
た
ば
こ
業
界
は
こ
の
種
の
無
限
定
に
否
定
的
な
警
告
表
示
を
自
発
的
に
は

記
載
す
る
こ
と
は
し
な
い
と
考
え
る
と
仮
定
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
は
、
他
人
の
意
見
で
あ
る
こ
と
が
そ
れ
自
体
と
し
て
識
別
で
き

ず
、
そ
れ
故
に
受
信
者
に
よ
っ
て
警
告
表
示
義
務
を
負
う
者
に
帰
属
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
他
人
の
意
見
を
公
表
す
る
こ
と
を
強
制

し
て
い
る
点
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
受
信
者
に
よ
っ
て
警
告
表
示
が
た
ば
こ
製
造
業
者
に
帰
属
さ
せ
ら
れ
る
「
客
観

的
可
能
性
」
に
照
準
を
合
わ
せ
る
と
、
か
り
に
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
が
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
明
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

の
強
制
に
対
し
て
の
み
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
と
仮
定
し
た
と
し
て
も
、
新
規
制
は
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
制
約
し
て
い
る
と
解
さ

れ
る

（
50
）

。
そ
し
て
、
こ
の
学
説
は
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う
発
信
者
名
義
の
記
載
を
廃
止
し
た
規
定
（
た
ば
こ
製
品
命
令
七
条
）
が
比
例
原
則

に
合
致
す
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
、
新
規
制
は
必
要
性
の
要
件
と
相
当
性
の
要
件
を
欠
く
と
主
張
す
る
。
こ
の
学
説
に
よ
る
と
、
新
規
制

は
、
よ
り
大
き
な
抑
止
効
果
を
発
揮
せ
し
め
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
が
、
警
告
表
示
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
て
い
る
、
健
康
に
対
す
る

喫
煙
の
危
険
か
ら
消
費
者
を
保
護
す
る
こ
と
は
、
正
当
な
目
的
と
認
め
ら
れ
る
。
発
信
者
名
義
を
記
載
し
な
い
警
告
表
示
義
務
は
、
こ
の

目
的
の
達
成
に
寄
与
す
る
こ
と
に
適
合
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

（
51
）

。
し
か
し
、
発
信
者
名
義
の
記
載
を
す
る
か
し
な
い
か
を
た
ば
こ
製

造
業
者
の
選
択
に
委
ね
る
と
い
う
よ
り
緩
や
か
な
手
段
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
発
信
者
名
義
の
記
載
を
し
な
い
こ
と
が
消
費
者

保
護
を
保
障
す
る
た
め
に
必
要
か
ど
う
か
に
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
誤
解
に
よ
り
著
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る
た
ば
こ
製

四
三



造
業
者
よ
り
も
、
警
告
表
示
の
著
者
で
あ
る
当
局
の
ほ
う
が
よ
り
説
得
力
を
有
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
は
、
発
信
者
名
義

を
記
載
し
な
い
警
告
表
示
義
務
の
必
要
性
を
否
定
す
る
根
拠
と
な
り
得
る

（
52
）。

ま
た
、
か
り
に
新
規
制
の
必
要
性
を
仮
定
し
た
と
し
て
も
、

発
信
者
名
義
の
記
載
を
廃
止
す
る
こ
と
は
相
当
性
の
要
件
を
欠
く
（
狭
義
の
比
例
原
則
に
反
す
る
）。
た
ば
こ
製
造
業
者
は
、
自
己
の
意
見

と
は
異
な
る
と
表
明
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
他
人
の
意
見
を
伝
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約

は
重
大
で
あ
る
。
他
方
で
、
抑
止
効
果
の
強
化
及
び
こ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
消
費
者
の
健
康
に
と
っ
て
の
効
用
は
測
定
可
能
な
も

の
で
は
な
く
、
著
し
い
基
本
権
侵
害
を
埋
め
合
わ
せ
る
も
の
で
は
な
い

（
53
）

。

最
後
に
、
こ
の
学
説
は
、
発
信
者
の
記
載
を
廃
止
す
る
規
定
を
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う
発
信
者
を
引
き
続
き
記
載
す
る
こ
と
も

許
さ
れ
る
と
い
う
趣
旨
に
、
つ
ま
り
、
発
信
者
の
記
載
を
す
る
か
ど
う
か
を
た
ば
こ
製
造
業
者
の
選
択
に
委
ね
る
趣
旨
に
憲
法
適
合
的
に

解
釈
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る

（
54
）

。

（
2
）　

こ
れ
に
対
し
て
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う
発
信
者
名
義
の
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
警
告
文
を
た
ば
こ
製
造
業
者
の
意
見
と

理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
明
さ
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
意
味
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由

に
対
す
る
制
約
は
存
在
し
な
い
と
主
張
す
る
学
説
も
あ
る
。
こ
の
学
説
に
よ
る
と
、
基
準
と
な
る
の
は
「
予
断
を
も
た
な
い
平
均
的
受
信

者
」
で
あ
る
が
、「
予
断
を
も
た
な
い
平
均
的
受
信
者
」
は
、
た
ば
こ
製
造
業
者
が
自
発
的
に
喫
煙
の
評
判
を
落
と
す
こ
と
を
、
し
か
も

異
様
に
威
嚇
的
で
か
つ
画
一
的
な
レ
イ
ア
ウ
ト
で
す
る
な
ど
と
は
考
え
な
い
。
ま
た
、
警
告
表
示
は
、
新
聞
に
お
い
て
も
広
範
な
議
論
の

対
象
で
あ
っ
た
し
、
悪
意
や
嘲
弄
な
ど
を
免
れ
な
い
議
論
の
対
象
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
警
告
表
示
が
自
発
的
に
な
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
平
均
的
受
信
者
に
と
っ
て
、
た
ば
こ
製
造
業
者
が
警
告
表
示
の
記
載
を
強
い
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
り
、
実
際
に
警
告
表
示
を
支
持
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
付
記
さ
れ
た
警
告

四
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表
示
が
数
年
来
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
の
付
記
が
な
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
た
ば
こ
製
造
業
者
が
言
わ

ば
一
夜
に
し
て
警
告
表
示
に
納
得
し
た
と
考
え
る
の
は
、「
全
く
浮
世
離
れ
し
た
想
定
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
説
に
よ
る
と
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大

臣
」
と
い
う
発
信
者
名
義
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
「
対
外
的
に
明
ら
か
に
他
人
の
意
見
の
押
し
付
け
」
で
あ
る

（
55
）

。

そ
し
て
、
こ
の
学
説
は
、「
対
外
的
に
明
ら
か
に
他
人
の
意
見
の
押
し
付
け
」
は
、
製
品
の
包
装
が
評
価
的
、
意
見
形
成
的
内
容
を
有

す
る
も
の
で
な
い
限
り
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
基
本
権
の
制
約
に
該
当
し
な
い
と
し
て
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
を

定
め
た
た
ば
こ
製
品
命
令
七
条
に
つ
い
て
、
基
本
法
一
二
条
一
項
を
基
準
と
し
て
そ
の
合
憲
性
を
検
討
し
て
い
る
。

職
業
の
自
由
の
制
約
が
憲
法
上
正
当
化
さ
れ
る
た
め
に
は
、
た
ば
こ
製
品
命
令
七
条
が
比
例
原
則
の
要
請
に
合
致
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
ば
こ
製
品
命
令
七
条
の
合
憲
性
に
関
連
し
て
と
く
に
問
題
と
な
る
の
は
、
必
要
性
の
要
件
と
相
当
性
の
要
件
で
あ
る
。
こ
の

学
説
は
、
必
要
性
の
要
件
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
た
し
か
に
「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
付
記
さ
れ
た
警
告
表
示
は
、
よ
り
緩

や
か
な
手
段
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
故
な
ら
、
た
ば
こ
会
社
が
、
自
己
の
意
見
を
表
明
さ
せ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

こ
と
や
、
製
品
の
イ
メ
ー
ジ
を
低
下
さ
せ
る
動
か
し
よ
う
の
な
い
事
実
を
表
明
さ
せ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」

と
付
記
さ
れ
た
警
告
表
示
に
よ
っ
て
明
確
に
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
付
記
さ
れ
た
警
告
表
示
の
場
合
、

教
育
的
効
果
及
び
そ
れ
に
よ
る
健
康
の
促
進
は
減
少
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
警
告
表
示
が
、
疑
問
の
余
地
の
な
い
事
実
と
し
て
で
は
な
く
、

少
数
の
人
の
個
人
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
装
い
の
下
で
登
場
し
た
場
合
に
は
、「
非
難
効
果
（P

rangerw
irkung

）」
は
減
少
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
あ
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
、
よ
り
緩
や
か
な
手
段
で
は
あ
る
が
、
同
等
に
効
果
的
な
手
段
と
は
言
え
な

い
。
立
法
者
及
び
命
令
制
定
者
に
広
い
評
価
余
地
及
び
予
測
余
地
を
認
め
た
場
合
、
上
記
の
考
え
方
も
少
な
く
と
も
理
解
可
能
で
あ
り
、

ま
っ
た
く
的
外
れ
な
も
の
で
あ
る
と
は
言
え
な
い

（
56
）

。
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こ
の
学
説
は
、
さ
ら
に
、
相
当
性
の
要
件
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
九
七
年
決
定
は
、
警
告
表
示
義
務
は
、「
引
き
続
き

た
ば
こ
産
業
に
営
利
的
な
広
告
活
動
を
許
容
す
る
も
の
で
あ
り
、
消
費
者
に
対
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
、
そ
の
購
入
決
定
の
た
め
の
医
学
的
知

見
の
基
礎
を
伝
達
す
る
も
の
で
あ
る
」
こ
と
、「
警
告
表
示
に
よ
る
た
ん
な
る
言
語
上
の
影
響
力
行
使
」
は
、「
需
要
と
供
給
に
よ
る
財
の

交
換
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
つ
つ
、
現
在
の
医
学
的
な
認
識
水
準
に
基
づ
い
て
一
般
的
に
意
識
す
べ
き
で
あ
る
考
慮
事
由
を
需
要

者
に
意
識
さ
せ
よ
う
と
す
る
」
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
学
説
に
よ
る
と
、
こ
の
指
摘
は
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う

発
信
者
名
義
の
有
無
と
は
関
係
な
く
、
た
ば
こ
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
に
当
て
は
ま
る
。
九
七
年
決
定
は
、
警
告
表
示
が

「
単
な
る
事
実
の
伝
達
」
を
越
え
た
「
警
告
効
果
」
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
過
少
評
価
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
警
告
表
示
が

も
っ
ぱ
ら
言
語
に
よ
り
行
わ
れ
、
警
告
の
性
質
は
あ
る
が
、
喫
煙
が
少
な
く
と
も
潜
在
的
に
健
康
に
害
を
及
ぼ
す
と
い
う
実
証
さ
れ
た
事

実
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
消
費
者
は
喫
煙
を
自
由
に
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
、
製
造
業
者
も
宣
伝
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に

は
、
職
業
遂
行
の
自
由
に
対
す
る
「
過
度
の
」
制
約
と
は
言
え
な
い
。
立
法
者
及
び
命
令
制
定
者
に
は
相
当
性
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
も

一
定
の
判
断
余
地
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
期
待
可
能
性
の
「
限
界
」
は
な
お
維
持
さ
れ
て
い
る

（
57
）

。
以
上
の
よ
う
に
、
こ

の
学
説
は
、
発
信
者
名
義
の
付
記
を
定
め
て
い
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
、
基
本
法
一
二
条
一
項
に
も
違
反
し
な
い
と
結
論
付
け
た
。

3　

小
括

以
上
に
お
い
て
、
た
ば
こ
製
品
命
令
の
改
正
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示

の
義
務
付
け
の
憲
法
適
合
性
に
関
す
る
対
照
的
な
学
説
を
紹
介
し
た
が
、
多
く
の
学
説
は
、
九
七
年
決
定
の
示
し
た
解
釈
論
を
前
提
と
し

た
場
合
で
も
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
解
し
て
い
る

（
58
）

。
連
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邦
憲
法
裁
判
所
は
、
九
七
年
決
定
に
お
い
て
、「
警
告
表
示
が
他
人
の
意
見
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
認
識
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
、
た
ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
に
帰
属
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
」
に
は
意
見
表
明
の
自
由
（
基
本
法
五
条
一
項
一
文
）
の
制
約

に
当
た
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
当
該
警
告
表
示
を
「
明
ら
か
に
他
人
の
意
見
の
再
現
」
と
評
価
し
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制

約
に
当
た
る
こ
と
を
否
定
し
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
当
該
警
告
表
示
を
「
明
ら
か
に
他
人
の
意
見
の
再
現
」
と
評
価
し
た
決
定
的
な
理

由
は
、
警
告
表
示
に
「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う
発
信
者
名
義
が
付
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
発
信
者
名
義
を

付
記
し
な
い
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
見
る
の
が
説
得
的
で
あ
ろ
う

（
59
）

。

と
こ
ろ
で
、
発
信
者
名
義
を
付
記
し
な
い
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
が
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
か
ど
う
か
の

判
断
と
、
発
信
者
名
義
を
付
記
し
な
い
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
た
ば
こ
製
品
命
令
七
条
が
憲
法
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
が
別
次

元
の
問
題
で
あ
る
こ
と
は
、
発
信
者
名
義
を
付
記
す
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
の
場
合
と
同
様
で
あ
り
、
発
信
者
名
義
を
付
記
し
な
い
警

告
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
が
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
判
断
し
つ
つ
も
、
た
ば
こ
製
品
命
令
七
条
は
合
憲
で
あ
る

と
主
張
す
る
こ
と
も
理
論
的
に
は
可
能
で
あ
る
。
た
ば
こ
製
品
命
令
七
条
の
憲
法
適
合
性
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
た
ば
こ
製
品
命

令
七
条
が
比
例
原
則
の
要
請
に
合
致
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
た
ば
こ
製
品
命
令
七
条
が
憲
法
に

適
合
す
る
と
い
う
主
張
を
組
み
立
て
る
場
合
に
最
大
の
難
所
と
な
る
の
は
、
必
要
性
の
要
件
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
発
信
者
名
義
を
付
記
す

る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
、
発
信
者
名
義
を
付
記
し
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
と
比
較
し
て
、
た
ば
こ
製
造
業
者
に
と
っ
て
「
よ
り

緩
や
か
な
」
手
段
で
あ
る
点
に
つ
い
て
否
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
残
さ
れ
た
問
題
は
、
発
信
者
名
義
を
付
記
し
な
い
警
告
表
示

の
義
務
付
け
が
、
発
信
者
名
義
を
付
記
す
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
と
比
較
し
て
、
立
法
目
的
の
実
現
に
対
し
て
等
し
く
効
果
的
で
あ
る

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
こ
の
点
、
ま
ず
、
警
告
表
示
の
内
容
は
発
信
者
名
義
の
有
無
に
関
係
な
く
同
じ
で
あ
る
か
ら
、

四
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発
信
者
名
義
を
付
記
し
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
で
あ
っ
て
も
、
喫
煙
者
に
医
学
上
の
知
見
を
提
供
す
る
と
い
う
目
的
に
つ
い
て
は
、

発
信
者
名
義
を
付
記
す
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
と
比
較
し
て
等
し
く
効
果
的
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
よ
う
。
つ
ぎ
に
、
喫

煙
者
に
対
す
る
「
ア
ピ
ー
ル
効
果
」
に
つ
い
て
は
、
判
断
が
分
か
れ
る
。
一
方
に
お
い
て
、
発
信
者
名
義
が
な
い
場
合
に
は
警
告
表
示
は

「
た
ば
こ
製
造
業
者
」
の
意
見
と
勘
違
い
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
と
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
な
ど
の
公
的
機
関
の
名
義

が
あ
る
警
告
表
示
は
「
た
ば
こ
製
造
業
者
」
の
意
見
よ
り
も
消
費
者
に
と
っ
て
よ
り
説
得
的
で
あ
り
、
喫
煙
者
に
対
す
る
「
ア
ピ
ー
ル
効

果
」
の
点
で
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
と
同
等
ま
た
は
こ
れ
を
上
回
る
と
す
る
見
方
が
あ
る
。
他
方
に
お
い
て
、「
Ｅ
Ｃ
厚

生
大
臣
」
な
ど
の
発
信
者
名
義
を
記
載
し
た
場
合
に
は
、
消
費
者
は
た
ん
な
る
一
つ
の
意
見
に
す
ぎ
な
い
と
受
け
取
る
の
に
対
し
て
、
発

信
者
名
義
が
な
い
場
合
に
は
消
費
者
は
警
告
表
示
の
内
容
を
異
論
の
余
地
の
な
い
確
固
と
し
た
事
実
と
受
け
取
る
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者

は
「
ア
ピ
ー
ル
効
果
」
の
点
で
同
等
と
は
言
え
な
い
と
す
る
見
方
も
あ
り
得
る
。
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が

消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
解
し
た
場
合
、
前
者
の
見
方
に
一
定
の
説
得
力
が
あ
る
以
上
、
必
要
性
の
要
件
の
充
足
を

肯
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（
60
）

。
た
ば
こ
製
品
命
令
七
条
が
憲
法
に
適
合
す
る
と
主
張
す

る
学
説
は
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
も
職
業
遂
行
の
自
由
の
規
制
の
問
題
と
構
成
し
、
命
令
制
定
者
の
広
い

判
断
余
地
及
び
予
測
余
地
を
強
調
し
た
上
で
、
必
要
性
の
要
件
を
肯
定
し
て
い
る
点
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ⅴ　

日
本
国
憲
法
に
お
け
る
消
極
的
表
現
の
自
由

（
1
）　

以
上
に
お
い
て
行
っ
た
ド
イ
ツ
の
判
例
及
び
学
説
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
「
消
極
的
表
現
の
自
由
」
の
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解
釈
論
に
つ
い
て
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
し
て
お
き
た
い
。
学
説
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
二
一
条
一
項
の
保
障
す
る
「
表
現
の
自
由
」
は

消
極
的
表
現
の
自
由
を
含
む
と
解
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
佐
藤
幸
治
は
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。「
表
現
の
自
由
は
、
表
現
す
る

自
由
（
積
極
的
作
用
）
の
み
な
ら
ず
表
現
し
な
い
自
由
（
消
極
的
作
用
）
を
も
包
含
す
る
。
す
な
わ
ち
、
公
権
力
に
よ
り
表
現
を
強
制
さ
れ

な
い
自
由
（
沈
黙
の
自
由
）
も
表
現
の
自
由
に
含
ま
れ
る
」。「
沈
黙
の
自
由
を
含
む
表
現
し
な
い
自
由
も
二
一
条
の
保
障
内
容
を
な
す
」

の
は
、「
集
会
・
結
社
の
自
由
や
信
教
の
自
由
に
つ
い
て
一
般
に
承
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
立
憲
民
主
制
憲
法
下
に
お
け
る
自
由
権
の
保

障
は
積
極
・
消
極
の
両
作
用
を
表
裏
の
関
係
に
お
い
て
包
含
す
る
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
」
で
あ
る

（
61
）

。

（
2
）　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
近
年
、
学
説
に
お
い
て
、「
消
極
的
表
現
の
自
由
」
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
ま
た
、
た
ば
こ
製
品
の

包
装
に
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
が
ど
う
い
う
意
味
で
消
極
的
表
現
の
自
由
の
問
題
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
も
立
ち
入
っ
た
検
討
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
小
山
剛
は
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
保
護
範
囲
を
、「
他
人
の
意
見
が
、
自
分
の
意
見
と
し
て
流
布
さ
れ
な
い
と
い
う
保
障
」

と
解
釈
し
、「
表
現
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
の
は
、
た
ば
こ
の
警
告
文
が
事
業
者
自
身
の
表
現
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
限
ら
れ

る
」
と
し
た
上
で
、「
た
ば
こ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
へ
の
警
告
文
の
掲
載
が
事
業
者
の
（
消
極
的
）
表
現
の
自
由
を
制
約
す
る
か
ど
う
か
」
に
つ
い

て
、「
警
告
文
表
示
が
事
業
者
自
身
の
意
見
で
は
な
く
、
国
に
よ
っ
て
た
ば
こ
製
品
の
販
売
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
た
条
件
で
あ
る
と
広
く

認
識
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
表
示
義
務
は
、
表
現
の
自
由
の
問
題
と
は
な
ら
な
い
」
と
主
張
し
て
い
る

（
62
）

。

ま
た
、
蟻
川
恒
正
は
、「
製
品
上
に
『
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
さ
れ
る
警
告
文
は
、
法
律
に
よ
っ
て
起
案
さ
れ
た
文
で
あ
る
」

こ
と
、
ま
た
、「
た
ば
こ
会
社
は
、
そ
の
文
を
、
当
該
た
ば
こ
会
社
の
表
現
と
し
て
表
示
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
」

こ
と
を
指
摘
し
、「
一
般
に
、
自
ら
の
表
現
と
し
て
表
示
す
る
の
で
な
け
れ
ば
表
現
行
為
と
は
い
え
な
い
と
い
う
考
え
方
は
、
充
分
に
成

四
九



り
立
ち
う
る
」
と
こ
ろ
、「
こ
の
考
え
方
に
立
つ
な
ら
、
た
ば
こ
会
社
は
、
確
か
に
法
律
に
よ
り
一
定
の
行
為
を
強
制
さ
れ
て
い
る
け
れ

ど
も
、
た
ば
こ
会
社
に
強
制
さ
れ
て
い
る
の
は
、
表
現
行
為
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
」
の
で
、「
そ
こ
に
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
を

観
念
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
る
は
ず
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
義
務
に
つ
い
て
、

「
表
示
者
名
の
記
載
（
顕
名
性
）
は
な
い
け
れ
ど
も
、
警
告
文
が
表
示
さ
れ
て
い
る
場
所
が
製
造
た
ば
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
上
で
あ
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
当
該
警
告
文
を
、
た
ば
こ
会
社
の
（
名
に
よ
る
）
表
現
で
あ
る
と
解
し
う
る
余
地
は
あ
る
」
が
、「
た
ば
こ
会
社
が
自
己
に
不

利
益
な
表
現
行
為
を
自
ら
行
っ
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
の
が
通
常
で
あ
る
か
ら
…
…
消
極
的
表
現
の
自
由
を
厳
密
な
意
味
で
主
張
し
う
る

理
論
的
可
能
性
は
小
さ
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る

（
63
）

。

さ
ら
に
、
木
村
草
太
は
、
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
に
つ
い
て
、「
警
告
文
の
名
義
が
株
式
会
社
Ｔ
社
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
Ｔ
社
が
言

論
を
強
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
理
解
す
る
と
、
自
ら
は
コ
ミ
ッ
ト
し
な
い
価
値
を
表
明
す
る
言
論
を
強
制
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
表
現
し
な
い
自
由
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
が
認
定
で
き
ま
す
」
が
、「
名
義
が
国
家
な
ら
、
言
論
の
強
制
は
生
じ
ま
せ

ん
。
そ
の
場
合
、
Ｔ
社
の
営
業
活
動
の
制
約
あ
る
い
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
交
換
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
商
品
価
値
の
減
少
と
い
う
財

産
権
の
侵
害
を
問
題
と
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
解
説
し
て
い
る

（
64
）

。

（
3
）　

こ
れ
ら
の
見
解
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
保
護
範
囲
を
「
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
明
す
る

こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
こ
と
」
に
限
定
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
保
護
範
囲
を
こ
の
よ
う
に
限

定
す
る
こ
と
が
日
本
国
憲
法
二
一
条
一
項
の
解
釈
と
し
て
妥
当
か
ど
う
か
に
つ
い
て
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
筆
者
は
、
他
人
の

意
見
を
（
自
己
の
意
見
と
し
て
で
は
な
く
）
他
人
の
意
見
と
し
て
表
明
し
た
り
、
流
布
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
で
あ
る
と
解
す
る

（
65
）

。
筆
者
が
こ
の
よ
う
に
解
す
る
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

五
〇



ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
学
説
に
お
い
て
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
明
し
、
流

布
さ
せ
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
な
い
こ
と
に
限
定
す
る
解
釈
の
論
拠
は
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
が
「
自
己
の
意
見
」
を
表
明
し
、
流
布
さ

せ
る
権
利
を
保
護
し
て
い
る
と
い
う
「
文
言
」
で
あ
る
。
消
極
的
自
由
の
保
護
範
囲
は
、
積
極
的
自
由
の
保
護
範
囲
の
「
裏
返
し
」
に

よ
っ
て
定
ま
る
と
い
う
消
極
的
自
由
に
関
す
る
一
般
的
な
解
釈
枠
組
み
を
前
提
と
す
る
と
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
が
、
積
極
的
意
見
表

明
の
自
由
と
し
て
、「
自
己
の
意
見
」
を
表
明
し
、
流
布
さ
せ
る
権
利
の
み
を
保
護
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
他
人
の
意
見
を
他
人
の
意
見

と
し
て
表
明
し
、
流
布
さ
せ
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
は
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
日
本
国
憲
法
二
一
条
一
項
は
、「
言
論
、
出
版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
」
と
定
め
て
お
り
、
ド

イ
ツ
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
よ
う
な
文
言
上
の
限
定
は
な
く
、
日
本
国
憲
法
二
一
条
一
項
の
文
言
か
ら
す
る
と
、
他
人
の
意
見
を
流
布

さ
せ
る
こ
と
が
表
現
の
自
由
の
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
と
解
す
る
根
拠
は
見
出
せ
ず
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
保
護
範
囲
に
は
他
人
の

意
見
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
こ
と
も
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
最
高
裁
は
、
憲
法
二
一
条
一
項
の

保
障
は
、「
公
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、
い
い
た
い
こ
と
は
い
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
説
示
し
て
い
る

（
66
）

が
、

こ
の
保
障
内
容
を
消
極
的
自
由
に
転
換
す
る
と
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
保
障
は
、「
公
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、
い
い
た
く
な
い
こ

と
を
い
わ
せ
ら
れ
な
い
こ
と
」
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
、
た
と
え
発
信
者

名
義
が
付
記
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
（
あ
る
い
は
、
発
信
者
名
義
が
な
い
場
合
に
、
発
信
者
が
た
ば
こ
製
造
業
者
で
は
な
く
、
国
で
あ
る
と
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
）、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
。

（
4
）　

ま
た
、
か
り
に
消
極
的
表
現
の
自
由
の
保
護
範
囲
を
「
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
明
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い

こ
と
」
に
限
定
し
た
と
し
て
も
、
九
七
年
決
定
の
判
断
枠
組
み
に
従
っ
て
判
断
す
る
限
り
、
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
で
出
題
さ
れ
た
よ
う

五
一



な
発
信
者
名
義
が
付
記
さ
れ
て
い
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
、
消
極
的
表
明
の
自
由
の
制
約
に
該
当
す
る
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
九
七
年
決
定
に
よ
る
と
、「
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
流
布
さ
せ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
た
場
合
」
は
「
意
見
表

明
の
自
由
（
基
本
法
五
条
一
項
一
文
）」
の
制
約
と
な
り
得
る
が
、「
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
流
布
さ
せ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
た

場
合
」
と
は
、「
警
告
表
示
が
他
人
の
意
見
を
他
人
の
意
見
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
認
識
で
き
る
よ
う
な
仕
方
で
表
明
す
る
も
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
、
た
ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
に
帰
属
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
問
題
と

な
っ
て
い
る
「
警
告
表
示
は
明
ら
か
に
他
人
の
意
見
の
再
現
」
で
あ
る
と
評
価
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
決
め
手
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
警
告
表
示
の
内
容
が
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
は
、
喫
煙
は
癌
並
び
に
心
臓
及
び
脈
管
疾
患
の
原
因
で
あ
る
と
の
見
解
を
主
張
す
る
」
と

い
う
も
の
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
と
い
う
発
信
者
名
義
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、

「
こ
の
警
告
表
示
は
、
た
ば
こ
命
令
三
条
の
一
般
的
義
務
に
基
づ
い
て
、
た
ん
に
個
別
の
企
業
に
よ
っ
て
の
み
流
布
さ
れ
る
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
あ
ら
ゆ
る
紙
巻
き
た
ば
こ
包
装
の
外
見
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
」
こ
と
、「
こ
の
警
告
表
示
は
、
│
需
要
者
に

と
っ
て
明
ら
か
で
は
あ
る
が
│
個
別
の
企
業
に
帰
属
し
得
る
言
明
を
何
ら
含
む
も
の
で
は
な
い
」
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
Ｅ
Ｃ
厚
生

大
臣
と
い
う
発
信
者
名
義
が
明
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
や
は
り
決
定
的
に
重
要
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
五

年
の
た
ば
こ
製
品
命
令
の
改
正
に
よ
り
、
警
告
表
示
に
「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
付
記
す
る
こ
と
を
求
め
る
条
項
が
削
除
さ
れ
た
が
、
多
く

の
学
説
は
、
こ
の
改
正
に
よ
り
、
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
、
九
七
年
決
定
の
解
釈
論
を
前
提
と
し
た
と
し
て
も
、
消
極
的
意
見
表
明
の

自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
解
し
て
い
る
。「
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
流
布
さ
せ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
た
場
合
」
と
は
、「
警
告

表
示
が
他
人
の
意
見
を
他
人
の
意
見
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
認
識
で
き
る
よ
う
な
仕
方
で
表
明
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
た
ば

こ
製
品
の
製
造
業
者
に
帰
属
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
」
を
意
味
す
る
と
い
う
解
釈
を
前
提
と
す
る
と
、
発
信
者
名
義
が
付
記
さ
れ
て
い

五
二



ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

な
い
警
告
表
示
は
、
た
ば
こ
製
造
業
者
の
意
見
で
あ
る
と
消
費
者
か
ら
受
け
取
ら
れ
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
以
上
、「
他
人
の
意
見

を
他
人
の
意
見
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
認
識
で
き
る
よ
う
な
仕
方
で
表
明
す
る
も
の
で
は
な
く
、
た
ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
に
帰
属
す

る
可
能
性
が
あ
る
場
合
」
に
該
当
し
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
か

（
67
）

。「
平
成
一
八
年
新
司
法

試
験
論
文
式
試
験
問
題
出
題
趣
旨
」
一
頁
は
、「
本
法
律
で
は
警
告
文
の
『
発
信
者
』
名
が
表
示
さ
れ
ず
、
記
載
内
容
が
特
定
販
売
業
者

の
意
見
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
制
約
の
是
非
が
問
題
と
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
記
述
を
素
直
に

読
む
限
り
、
出
題
者
は
、「
警
告
文
の
『
発
信
者
』
名
が
表
示
さ
れ
ず
、
記
載
内
容
が
特
定
販
売
業
者
の
意
見
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
可
能

0

0

0

0

0

0

性
が
あ
る

0

0

0

0

」（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。）
こ
と
を
決
め
手
と
し
て
、
発
信
者
名
義
が
付
記
さ
れ
て
い
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
特
定
販
売

業
者
の
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
に
該
当
す
る
と
評
価
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

（
68
）

。
な
お
、
発
信
者
名
義
が
付
記
さ
れ
て
い
な
い
警
告

表
示
の
義
務
付
け
が
特
定
販
売
業
者
の
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
場
合
、
当
該
制
約
が
許
さ
れ
る
か
ど
う
か

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い

（
69
）

。

（
5
）　

と
こ
ろ
で
、
食
品
や
医
薬
品
な
ど
で
も
成
分
や
副
作
用
等
の
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
表
示
義
務
は
消
極
的

表
現
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
ド
イ
ツ
で
は
、
事
実
の
通
知
で
あ
っ
て
、
意
見
の
表
明
で
は
な
い
か
ら
、

こ
れ
ら
の
表
示
義
務
が
意
見
表
明
の
自
由
を
制
約
す
る
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
日
本

の
学
説
に
お
い
て
は
、「
医
薬
品
の
包
装
や
有
価
証
券
の
募
集
に
当
た
っ
て
の
目
論
見
書
」
に
お
い
て
「
用
法
・
容
量
や
財
務
諸
表
な
ど

の
中
立
的
な
客
観
情
報
」
や
「
当
該
医
薬
品
に
習
慣
性
が
あ
る
こ
と
や
発
行
元
企
業
の
抱
え
る
事
業
上
の
リ
ス
ク
な
ど
、
事
業
者
に
と
っ

て
不
利
な
情
報
」
の
開
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
「
国
家
権
力
が
意
図
す
る
表
現
を
私
人
に
強
制
す
る
、
い
わ
ゆ
る
『
強
制
さ
れ
た
言

論
』（coersed speech

）
に
当
た
る
」
と
す
る
見
解

（
70
）

と
、
食
品
の
成
分
表
示
な
ど
の
表
示
義
務
は
一
定
の
場
合
に
は
「
表
現
の
自
由
の
問
題

五
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と
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
見
解

（
71
）

が
対
立
し
て
い
る
。
意
見
の
表
明
と
事
実
の
通
知
を
区
別
せ
ず
、
事
実
の
通
知
も
表
現
の
自
由
の
保
護
範

囲
に
含
ま
れ
る
と
す
る
解
釈

（
72
）

を
前
提
と
す
れ
ば
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
解
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
（
当
該
制
約
は
消

費
者
保
護
の
た
め
に
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
。）。
こ
の
点
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

Ⅵ　

結
語

本
稿
の
目
的
は
、
二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
年
）
に
実
施
さ
れ
た
第
一
回
（
新
）
司
法
試
験
の
論
文
式
試
験
問
題
公
法
系
科
目
第
一
問
を

よ
り
深
く
検
討
す
る
た
め
の
基
礎
的
資
料
と
し
て
、
一
九
九
七
年
一
月
二
二
日
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
法
廷
決
定
の
内
容
に
つ
い

て
、
そ
の
前
後
の
学
説
を
含
め
て
、
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
目
的
は
、
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
す
で
に
述

べ
た
こ
と
を
繰
り
返
す
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
念
の
た
め
に
、
最
後
に
、
以
下
の
二
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
指
摘
し
た

い
の
は
、
九
七
年
決
定
は
発
信
者
名
義
の
付
記
の
あ
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
の
合
憲
性
に
つ
い
て
判
断
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
〇
六
年

公
法
系
第
一
問
で
出
題
さ
れ
た
よ
う
な
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
の
合
憲
性
に
つ
い
て
判
断
し
て
は
い
な
い
こ

と
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
九
七
年
決
定
の
示
し
た
解
釈
論
を
前
提
と
し
た
場
合
に
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務

付
け
が
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
議
論
が
あ
る
が
、
多
く
の
学
説
が
こ
れ
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と

は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
（
繰
り
返
し
に
な
っ
て
恐
縮
で
あ
る
が
、
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
で
出
題
さ
れ
た
よ
う
な
発
信
者
名
義
の
付
記
の

な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
九
七
年
決
定
の
解
釈
論
を
前
提
と
し
て
判
断
し
た
場
合
に
は
、（
消
極
的
）
表
現
の
自
由
の
制
約
と

解
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
九
七
年
決
定
の
解
釈
論
を
引
き
合
い
に
出
し
つ
つ
、
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
で
出
題
さ
れ
た

五
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

よ
う
な
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
（
消
極
的
）
表
現
の
自
由
の
制
約
に
当
た
ら
な
い
と
主
張
（
又
は
解
説
）
す
る
こ
と
は
、

反
対
説
に
配
慮
し
た
慎
重
な
検
討
を
経
て
初
め
て
可
能
に
な
る
と
言
え
よ
う
。）。
第
二
に
、
九
七
年
決
定
の
示
し
た
解
釈
論
は
必
ず
し
も
盤
石
で

安
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
日
本
国
憲
法
二
一
条
の
消
極
的
表
現
の
自
由
の
問
題
を
検
討
す
る
際
に
、
九
七
年
決
定
を
参
考
に
す
る
の
は

良
い
が
、
九
七
年
決
定
の
示
し
た
解
釈
論
を
日
本
国
憲
法
の
解
釈
に
取
り
入
れ
る
に
は
、
九
七
年
決
定
に
対
す
る
学
説
の
批
判
も
踏
ま
え

た
慎
重
な
検
討
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
二
〇
〇
六
年
に
第
一
回
（
新
）
司
法
試
験
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
一
〇
年
が
経
過
し
た
。（
新
）

司
法
試
験
論
述
式
問
題
公
法
系
第
一
問
に
つ
い
て
も
す
で
に
相
当
数
の
い
わ
ゆ
る
過
去
問
の
蓄
積
が
あ
る
。
筆
者
は
、
法
科
大
学
院
に
所

属
す
る
研
究
者
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
過
去
問
を
従
来
の
学
問
的
営
為
を
踏
ま
え
て
解
析
す
る
仕
事
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

（
73
）

。

本
稿
は
、
そ
の
作
業
に
向
か
う
さ
さ
や
か
な
一
歩
（
に
も
な
ら
な
い
半
歩
）
で
あ
る

（
74
）

。

（
1
） 

「
平
成
一
八
年
新
司
法
試
験
論
文
式
試
験
問
題
出
題
趣
旨
」
一
頁
。

（
2
） 

「
出
題
趣
旨
」
前
掲
注（
1
）一
頁
。

（
3
） 

平
成
一
八
年
司
法
試
験
の
「
新
司
法
試
験
考
査
委
員
（
公
法
系
科
目
）
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
概
要
」
六
頁
。

（
4
） 

「
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
前
掲
注（
3
）四
頁
。

（
5
） 

「
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
前
掲
注（
3
）六
頁
。

（
6
） 

「
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
前
掲
注（
3
）一
頁
。

（
7
） 

「
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
前
掲
注（
3
）一
頁
。

（
8
） 

「
教
科
書
・
概
説
書
」
も
数
多
く
出
版
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
す
べ
て
に
目
を
通
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
見
落
と
し
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
最
近
出
版
さ
れ
た
教
科
書
を
み
る
と
、
例
え
ば
、
市
川
正
人
『
基
本
講
義
憲
法
』（
新
世
社
、
二
〇
一
四
年
）
及
び
青
柳
幸
一
『
憲
法
』

五
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（
尚
学
社
、
二
〇
一
五
年
）
に
お
い
て
は
、「
表
現
の
自
由
の
中
で
」
消
極
的
表
現
の
自
由
に
つ
い
て
の
説
明
は
な
い
。
他
方
で
、「
表
現
の
自
由
の

中
で
」
消
極
的
表
現
の
自
由
に
触
れ
て
い
る
教
科
書
も
│
そ
の
数
は
多
く
は
な
い
が
│
あ
り
、
大
き
な
変
化
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
少
し
の
変
化

は
あ
っ
た
と
は
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
佐
藤
幸
治
『
日
本
国
憲
法
論
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
一
年
）
二
五
〇
頁
は
、
情
報
提
供
権
は
「
い

い
た
く
な
い
こ
と
を
い
わ
な
い
自
由
（『
消
極
的
情
報
提
供
権
』
な
い
し
い
わ
ゆ
る
『
沈
黙
の
自
由
』）
を
包
含
す
る
が
、
そ
れ
が
問
題
と
な
る
の
は

『
公
表
』（
不
特
定
ま
た
は
多
数
者
に
対
す
る
伝
達
）
の
強
制
の
文
脈
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
一
九
条
に
根
拠
す
る
『
沈
黙
の
自
由
』
と
は
性
格
・
内

容
を
異
に
す
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
岩
間
昭
道
『
憲
法
綱
要
』（
尚
学
社
、
二
〇
一
一
年
）
九
九
頁
は
、「
憲
法
二
一
条
は
、
表
現
し
な
い

自
由
あ
る
い
は
公
権
力
等
に
よ
っ
て
表
現
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
自
由
を
保
障
す
る
。
こ
の
自
由
は
『
沈
黙
の
自
由
』
と
も
よ
ば
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
沈
黙
の
対
象
が
思
想
・
良
心
、
私
的
事
項
、
宗
教
的
信
仰
、
自
己
の
刑
事
上
の
責
任
に
関
す
る
不
利
益
な
事
項
に
か
か
わ
る
場
合
に
は
、

『
沈
黙
の
自
由
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
憲
法
一
九
条
、
二
〇
条
、
一
三
条
、
三
八
条
一
項
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
憲
法
二
一
条
は
、
そ
れ

以
外
の
事
項
に
つ
い
て
の
『
沈
黙
の
自
由
』
を
保
障
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。」
と
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
渡
辺
康
行
・
宍
戸
常
寿
・
松
本
和

彦
・
工
藤
達
朗
著
『
憲
法
Ⅰ
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
六
年
）
二
一
八
頁
〔
宍
戸
常
寿
執
筆
〕
は
、「
積
極
的
に
『
表
現
す
る
』
自
由
だ
け
で
な
く
、

消
極
的
に
『
表
現
し
な
い
』
自
由
（
沈
黙
の
自
由
、
消
極
的
表
現
の
自
由
）
も
、
憲
法
二
一
条
の
保
護
領
域
に
含
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
思
想
・
良
心

ま
た
は
信
仰
の
核
心
に
関
す
る
沈
黙
の
自
由
は
、
個
別
法
で
あ
る
憲
法
一
九
条
ま
た
は
二
〇
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
。」
と
解
説
し
て
い
る
。

（
9
） 

筆
者
は
、
所
属
す
る
法
科
大
学
院
に
お
い
て
、
二
〇
一
三
年
度
か
ら
「
独
法
」（
基
礎
法
学
・
隣
接
科
目
）
の
授
業
も
担
当
し
て
お
り
、
二
〇
一
五

年
度
の
授
業
に
お
い
て
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
義
務
の
憲
法
適
合
性
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
を
取
り
上
げ
て
、
検
討

を
加
え
た
。
筆
者
が
、
一
〇
年
も
前
に
出
題
さ
れ
た
（
新
）
司
法
試
験
論
述
式
問
題
に
含
ま
れ
る
憲
法
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
の
判
例
・

学
説
を
素
材
と
し
て
検
討
を
す
る
機
会
を
も
っ
た
の
は
、
上
記
の
よ
う
な
、
筆
者
の
ま
っ
た
く
の
個
人
的
な
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
10
） B

V
erfG

E
 95, 173.

（
11
） 

渋
谷
秀
樹
「
新
司
法
試
験
考
査
委
員
と
問
題
出
題
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
編
集
部
編
『
新
司
法
試
験
の
問
題
と
解
説

二
〇
〇
七
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
七
年
）
七
頁
は
、「
考
査
委
員
が
数
年
前
に
外
国
憲
法
判
例
の
研
究
会
で
担
当
し
評
釈
も
公
表
し
た
事
案
を
ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
借
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。
た
だ
し
、
後
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
の
事
案
は
、
発
信
者
名
義
の
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

有
無
と
い
う
極
め
て
重
要
な
点
に
つ
い
て
、「
考
査
委
員
が
数
年
前
に
外
国
憲
法
判
例
の
研
究
会
で
担
当
し
評
釈
も
公
表
し
た
事
案
」
に
改
変
が
加

え
ら
れ
て
い
る
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
12
） 
青
柳
幸
一
「
タ
バ
コ
製
品
の
包
装
へ
の
警
告
表
示
義
務
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
（
栗
城
壽
夫
・
戸
波
江
二
・
嶋
崎
健
太
郎
編
集
代
表
）

『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅲ
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
八
年
）
二
六
五
頁
以
下
（
初
出
、
同
「
タ
バ
コ
製
品
の
包
装
へ
の
警
告
表
示
義
務
の
合
憲
性
」
自
治

研
究
七
六
巻
一
一
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
三
一
頁
以
下
）。

（
13
） 

司
法
試
験
関
係
者
と
し
て
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
過
去
問
を
検
討
す
る
必
要
の
あ
る
司
法
試
験
受
験
生
を
想
定
し
て
い
る
が
、
時
間
的
余
裕
の

な
い
司
法
試
験
受
験
生
が
本
稿
の
よ
う
な
極
め
て
専
門
的
な
研
究
論
文
を
読
む
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
法
科
大
学
院
の
教
員
の
方
々

や
受
験
指
導
に
携
わ
る
方
々
が
司
法
試
験
の
過
去
問
を
検
討
し
、
受
験
生
を
指
導
す
る
際
に
本
稿
を
何
ら
か
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
筆
者

と
し
て
は
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

（
14
） 

青
柳
・
前
掲
注（
12
）は
、
憲
法
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
司
法
試
験
関
係
者
に
も
読
ま
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
紙
幅
の
制
約
の
た

め
に
、
残
念
な
が
ら
、
九
七
年
決
定
の
内
容
を
詳
し
く
紹
介
し
て
お
ら
ず
、
司
法
試
験
関
係
者
が
こ
の
判
例
解
説
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
同
決
定
を
理

解
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
作
成
の
動
機
は
、
司
法
試
験
関
係
者
を
念
頭
に
お
い
て
九
七
年
決
定
を
、
決
定
前
後
の
学
説
な

ど
の
状
況
も
併
せ
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
紹
介
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
に
あ
る
。

（
15
） 

こ
の
こ
と
は
基
本
法
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
等
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
献
目
録
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の

文
献
は
挙
げ
な
い
。

（
16
） R

ichtlinie 89/622/E
W

G
 des R

ates vom
 13. N

ovem
ber 1989 zur A

ngleichung der R
echts- und V

erw
altungsvorschriften der 

M
itgliedstaaten über die E

tikettierung von T
abakerzeugnissen, A

B
l . N

r . L
 359 vom

 08. 12. 1989, 1 ff .

（
17
） 

D
etlef M

erten, Z
ur negativen M

einungsfreiheit, D
Ö
V
, 1990, S

. 761 ff .

（
18
） 

M
ich

ael K
loepfer, P

rodukthinw
eispfl ichten bei T

abakw
aren als V

erfassungsfrage, 1991.

（
19
） 

な
お
、
ヘ
ラ
ー
マ
ン
（Johannes H

ellerm
ann

）
は
、
一
九
九
二
年
に
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
に
提
出
さ
れ
、
一
九
九
三
年
に
出
版
さ
れ
た
学

位
請
求
論
文
『
自
由
権
の
い
わ
ゆ
る
消
極
的
側
面
』（Joh

an
n

es H
ellerm

an
n, D

ie sogenannte negative S
eite der F

reiheitsrechte, 

五
七



1993

）
に
お
い
て
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
は
「
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
」
を
保
障
し
て
い
な
い
こ
と
、
国
に
よ
る
強
制
に
対
す
る
基
本
権
保
護

は
基
本
法
二
条
一
項
の
一
般
的
行
為
の
自
由
の
問
題
と
し
て
構
成
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

（
20
） B

V
erfG

E
 65, 1

（40

）.

（
21
） 

D
etlef M

erten, H
andlungsgrundrechte als V

erhaltensgarantien, V
erw

A
rch 73, 

（1982

）, S
. 103

（103 ff 

）.

（
22
） 

本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
に
お
い
て
こ
の
論
点
に
つ
い
て
立
ち
入
っ
た
考
察
は
で
き
な
い
が
、
こ
こ
で
学
説
状
況
の
一
端
に
簡
単
に
触
れ

て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
シ
ョ
ル
ツ
（R

upert S
cholz

）
は
、「
あ
ら
ゆ
る
自
由
権
と
同
じ
よ
う
に
」、
基
本
法
五
条
一
項
は
積
極
的
意
見
表
明
の

自
由
の
み
な
ら
ず
、「
消
極
的
な
非
表
明
」
あ
る
い
は
「
意
見
の
放
棄
」
も
保
護
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
（R

u
pert S

ch
olz, E

uropäisches 

G
em

einschaftsrecht und innerstaatlicher V
erfassungsrechtsschutz, in: K

arl H
einrich F

riauf/R
upert S

cholz, E
uroparecht und 

G
rundgesetz, 1990, S

. 67
）。
へ
ル
ツ
ォ
ー
ク
（R

om
an H

erzog

）
は
、「
六
条
二
項
を
除
く
基
本
法
の
す
べ
て
の
基
本
権
と
同
じ
よ
う
に
、
五

条
も
消
極
的
構
成
要
素
を
有
す
る
」
と
し
て
、
自
己
の
意
見
を
表
明
す
る
自
由
の
み
な
ら
ず
、
意
見
を
表
明
し
な
い
自
由
も
保
障
さ
れ
て
い
る
と
解

す
る
。
こ
れ
ら
の
説
明
は
、
メ
ル
テ
ン
の
説
明
と
同
じ
趣
旨
で
あ
ろ
う
。
へ
ル
ツ
ォ
ー
ク
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、「
か
り
に
基
本
権
が
、
基
本
権
に

よ
っ
て
主
題
と
し
て
言
及
さ
れ
た
機
能
の
行
使
だ
け
を
保
障
す
る
も
の
で
、
そ
の
不
行
使
は
保
障
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
基
本
権
は
自
由
保
障
と

し
て
の
性
格
を
失
う
こ
と
に
な
り
、
社
会
政
策
上
の
制
御
条
項
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。」
と
も
指
摘
し
て
い
る
（R

om
an

 H
erzog, in: 

M
aunz/D

ürig, G
rundgesetz, K

om
m
entar, R

dnr. 40 zu A
rt. 5 A

bs. Ⅰ
, Ⅱ

 

（1992

））。
ま
た
、
こ
れ
に
対
し
て
、「
原
理
的
に
制
限
さ
れ
な

い
個
人
の
自
然
的
自
由
と
い
う
想
定
を
排
斥
し
」、
憲
法
が
基
本
権
を
保
障
す
る
の
は
「
基
本
権
の
中
に
保
障
さ
れ
て
い
る
自
由
を
現
実
化
す
る
た

め
」
で
あ
る
と
理
解
す
る
ヘ
ッ
セ
（K

onrad H
esse

）
は
、
信
仰
を
告
白
し
、
意
見
を
表
明
し
、
結
社
を
設
立
す
る
な
ど
の
「
積
極
的
自
由
」
の

み
な
ら
ず
、
信
仰
を
告
白
し
な
い
、
意
見
を
表
明
し
な
い
、
結
社
に
加
入
し
な
い
な
ど
の
「
消
極
的
自
由
」
が
保
障
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
、

「
基
本
権
の
内
容
の
積
極
的
現
実
化
」
も
重
要
で
あ
る
が
、「
こ
の
現
実
化
の
自
由
」
も
重
要
で
あ
り
、
こ
う
し
た
自
由
は
、「
選
択
肢
が
あ
る
と
こ

ろ
で
の
み
」
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
（K

on
rad

 H
esse, G

rundzüge des V
erfassungsrechts der B

undesrepublik 

D
euschland, 20., neubearbeitete A

ufl age, 1995, S
. 131 

〔R
dnr. 288

〕; S
. 133 

〔R
dnr. 292

〕;

コ
ン
ラ
ー
ド
・
ヘ
ッ
セ
（
初
宿
正
典
・
赤
坂

幸
一
訳
）『
ド
イ
ツ
憲
法
の
基
本
的
特
質
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
）
一
八
八
頁
、
一
八
九
頁
、
一
九
二
頁
）。
ま
た
、
ヘ
ラ
ー
マ
ン
は
、「
行
為
権

五
八



ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

の
消
極
的
側
面
」
と
い
う
基
本
権
解
釈
上
の
フ
ィ
ギ
ア
（
本
文
で
紹
介
し
た
メ
ル
テ
ン
の
学
説
を
参
照
。）
に
対
し
て
も
根
源
的
な
批
判
を
行
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
、
意
見
表
明
の
自
由
以
外
の
他
の
基
本
権
に
も
関
連
す
る
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
ヘ
ラ
ー
マ
ン
の
主
張
を
紹
介
す
る
こ
と
は
本
稿

の
範
囲
を
越
え
る
。
こ
の
論
点
は
、
意
見
表
明
の
自
由
以
外
の
基
本
権
も
含
め
た
「
消
極
的
自
由
」
一
般
の
問
題
と
し
て
広
い
視
野
の
下
で
（
例
え

ば
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
学
派
と
ス
メ
ン
ト
学
派
の
対
立
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
）
検
討
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
今
後
に
残
さ
れ
た
検
討
課
題
で
あ
る
。

（
23
） 

K
loepfer 

（F
n. 18

）, S
. 27 f.

（
24
） 

M
erten 

（F
n. 17

）, S
. 766. 

メ
ル
テ
ン
の
い
う
「
同
化
の
自
由
」
に
は
「
同
化
を
強
制
さ
れ
な
い
自
由
」
も
含
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
25
） 

E
d

zard
 S

ch
m

id
t-Jortzig, M

einungs- und Inform
ationsfreiheit, in: Josef Isensee/P

aul K
richhof 

（H
rsg.

）, H
andbuch des 

S
taatsrechts, B

d. Ⅵ
, 1989, §

141 R
dnr. 21.

（
26
） 

M
erten 

（F
n. 17

）, S
. 768.

（
27
） 

K
loepfer 

（F
n. 18

）, S
. 28 ff .

（
28
） B

V
erfG

E
 65, 1 

（40 f.

）.

（
29
） M

erten 

（F
n. 17

）, S
. 767.

（
30
） 

K
loepfer 

（F
n. 18

）, S
. 22.

（
31
） 

K
loepfer 

（F
n. 18

）, S
. 14 ff .

（
32
） 

M
erten 

（F
n. 17

）, S
. 766 f.

（
33
） 

M
erten 

（F
n. 17

）, S
. 767 f.

（
34
） 

K
loepfer 

（F
n. 18

）, S
. 85.

（
35
） 

M
erten 

（F
n. 17

）, S
. 768.

（
36
） 

K
loepfer 

（F
n. 18

）, S
. 40.

（
37
） 

F
erd

in
an

d
 K

irch
of/

K
arl F

rick, W
erbeverbot und E

tikettierungszw
ang für T

abakw
aren, A

fP
 1991, S

. 677 

（679

）.

（
38
） 

K
irch

h
of/

F
rick （F

n. 37

）, S
. 679 f.

五
九



（
39
） 

メ
ル
テ
ン
、
ク
レ
ッ
パ
ー
に
加
え
て
、S

tefan
 H

erm
le, D

er praktische F
all 

│ Ö
ff entliches R

echt: K
am

pf dem
 blauen D

unst, 

JuS
 1993, S

. 310 

（314

）
は
、
次
の
よ
う
に
説
く
。
た
ば
こ
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
に
お
い
て
は
、
記
載
の
内
容
が
製
造
業
者
の
意
見
と
一
致

し
て
い
る
か
の
よ
う
に
消
費
者
に
見
せ
か
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
実
際
に
は
、
製
造
業
者
は
、
こ
の
記
載
の
内
容
と
ま
さ
に
同
じ
意
見
で
あ
る
と
さ

れ
る
こ
と
を
欲
し
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
当
該
記
載
は
、
製
造
業
者
の
意
見
を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
製
造
業
者
は
、
そ

れ
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
点
で
、
た
ば
こ
製
造
業
者
の
「
消
極
的
」
意
見
表
明
の
自
由
が
影
響
を
受
け
て
い
る
。
何
人
に
対
し
て
も
、

自
己
の
確
信
と
合
致
し
な
い
表
明
を
強
制
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、
と
。

（
40
） 

M
ich

ael K
loepfer, V

erfassungsrecht Ⅱ
, 2010, S

. 268 

﹇R
dnr. 25

﹈
は
、
消
極
的
表
明
の
自
由
に
は
「
そ
の
意
に
反
し
て
他
人
の
意
見

の
役
に
立
つ
た
め
に
動
員
さ
せ
ら
れ
な
い
権
利
」
も
含
ま
れ
る
の
で
、
警
告
表
示
義
務
の
合
憲
性
は
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
基
準
と
し
て
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
自
説
を
述
べ
た
後
、
九
七
年
決
定
を
紹
介
し
て
い
る
。D

etlef M
erten, N

egative G
rundrechte, in: D

etlef 

M
erten/H

ans Jürgen P
apier, H

andbuch der G
rundrechte in D

eutschland und E
uropa B

d. Ⅱ
, §

42 R
dnr. 108 f. 

は
、
連
邦
憲
法
裁

判
所
の
判
断
は
、「
そ
の
矛
盾
す
る
論
証
」
の
故
に
説
得
的
で
は
な
い
と
批
判
す
る
。
メ
ル
テ
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、

一
方
に
お
い
て
、
当
該
警
告
表
示
に
評
価
的
で
「
意
見
形
成
的
」
内
容
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
該
当
性
を

否
定
し
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の
直
後
に
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
ば
こ
製
造
業
者
が
自
分
の
意
思
で
警
告
表
示
の
流
布
を
支
持
し
て
い
る
と
い

う
印
象
が
生
じ
る
場
合
に
は
、「
意
見
を
流
布
さ
せ
る
自
由
」
が
審
査
基
準
を
提
供
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
警

告
表
示
の
流
布
が
「
た
ば
こ
製
品
を
営
業
上
流
通
さ
せ
る
た
め
の
一
般
的
条
件
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
な
ど
し
て
、
こ
れ
を
否
定
し
た
。
し
か

し
、
こ
こ
で
の
憲
法
問
題
は
、
警
告
表
示
の
記
載
を
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
故
に
こ
の
種
の
一
般
的
条
件
と
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
ど
う
か

と
い
う
点
に
存
す
る
、
と
。
そ
し
て
、
メ
ル
テ
ン
は
、
自
ら
の
主
張
を
次
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
。
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
消
極
的
権
利
は
、

広
告
を
し
な
い
、
又
は
特
定
の
広
告
を
し
な
い
権
利
も
含
む
の
で
あ
る
か
ら
、
国
家
が
、
そ
の
「
反
対
効
果
」
の
故
に
費
用
を
か
け
て
構
築
し
た
広

告
価
値
を
切
り
下
げ
て
し
ま
い
、
積
極
的
広
告
の
自
由
を
阻
害
す
る
よ
う
な
「
否
定
広
告
」
を
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
は
勿
論
で
あ
る
。
国

家
が
自
己
の
評
価
的
表
示
の
た
め
に
た
ば
こ
製
品
の
包
装
を
利
用
す
る
場
合
、
財
物
の
処
分
権
を
制
約
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
消
極
的
意
見
表

明
の
自
由
を
制
約
し
て
い
る
、
と
。

六
〇



ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

（
41
） 

U
d

o D
i F

abio, P
rodukte als T

räger frem
der M

einungen, N
JW

 1997, S
. 2863 f. 

本
文
で
述
べ
た
デ
ィ
・
フ
ァ
ビ
オ
の
見
解
と
同
じ

見
解
と
採
る
も
の
と
し
て
、U

w
e V

olkm
an

n, S
taatsrechtⅡ

 G
rundrechte, 2. A

ufl ., S
. 283; F

elix H
ard

ach
/

M
arku

s L
u

d
w

igs, D
ie 

N
ovellierung der W

arnhinw
eispfl icht für T

akakerzeugnisse im
 L

ichte der negativen M
einungsfreiheit, D

Ö
V
 2007, S

. 288 

（291

）

が
あ
る
。

（
42
） 

L
oth

ar M
ich

ael/
M

artin
 M

orlok, G
rundrechte, 3. A

ufl . 2016, R
dnr. 216.

（
43
） 

M
artin

 N
olte/

C
h

ristian
 J. T

am
s, G

rundfälle zu A
rt 5 Ⅰ

 1 G
G
, JuS

 2004, S
. 111 

（112 f.

）. 

こ
の
学
説
は
、
文
言
の
論
拠
に
加

え
て
、
自
己
の
意
見
と
他
人
の
意
見
の
区
別
は
刑
法
な
ど
の
他
の
法
領
域
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
こ
と
も
挙
げ
て
い
る
。

（
44
） 

T
on

io G
as, U

nheim
liche W

arnhinw
eise der heim

lichen E
G
-G

esundheitsm
inister: grundrechtfest?, JU

R
A
 2010, S

. 700 

（704

）

は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
た
ば
こ
製
品
の
警
告
表
示
義
務
の
事
案
に
お
い
て
、
た
ば
こ
会
社
は
、
た
ば
こ
包
装
の
デ
ザ
イ
ン
を
自
分
の
好

き
な
よ
う
に
決
め
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。
包
装
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
は
一
般
の
営
利
広
告
と
同
じ
よ
う
に
意
見
と
見
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン
の
目
的
は
販
売
で
あ
り
、
利
潤
の
最
大
化
の
目
的
に
従
属
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
意
見
表
明
の
自
由
を
審
査
基
準
と
し

な
い
の
は
、
意
見
表
明
の
自
由
と
経
済
的
基
本
権
と
の
境
界
線
を
引
く
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
。

（
45
） 

日
本
国
憲
法
の
解
釈
と
し
て
は
、
営
利
広
告
は
、「
学
説
で
は
一
般
に
表
現
の
自
由
の
保
護
に
値
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
」（
芦
部
信
喜
（
高

橋
和
之
補
訂
）『
憲
法
第
六
版
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
一
九
三
頁
）。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
日
本
国
憲
法
二
一
条
一
項
の
解
釈
と
し
て
は
、

た
ば
こ
製
品
の
包
装
の
デ
ザ
イ
ン
等
を
自
由
に
決
定
す
る
こ
と
も
表
現
の
自
由
の
保
障
の
下
に
あ
り
、
警
告
表
示
義
務
が
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制

約
に
は
当
た
ら
な
い
と
し
て
も
、
た
ば
こ
包
装
の
デ
ザ
イ
ン
等
を
自
由
に
決
定
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
た
ば
こ
製
造

業
者
の
表
現
の
自
由
を
制
約
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。「
平
成
一
八
年
新
司
法
試
験
論
文
式
試
験
問
題
出
題
趣
旨
」
一
頁
も
、「
自
己
の
ス
ペ
ー
ス

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
包
装
の
デ
ザ
イ
ン
等
を
自
分
で
す
べ
て
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
点
も
、
表
現
の
自
由
の
制
約
と
し
て
問
題
と
な
ろ

う
」
と
述
べ
て
い
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
に
お
い
て
は
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
の
デ
ザ
イ
ン
等
に
対
す
る
規
制
は
原

則
と
し
て
職
業
遂
行
の
規
制
で
あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
平
成
一
八
年
新
司
法
試
験
論
文
式
試
験
問
題
の
出
題
者
が
た
ば
こ
製
品
の
包
装
の

デ
ザ
イ
ン
等
に
対
す
る
規
制
を
表
現
の
自
由
の
問
題
と
捉
え
て
い
る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。「
平
成
一
八
年
新
司
法
試
験
論
文
式
試
験
問
題
出
題

六
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趣
旨
」
一
頁
は
、「
警
告
表
示
義
務
が
実
質
上
販
売
活
動
を
制
約
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
実
際
に
た
ば
こ
の
販
売
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
営
業
の
自
由
の
制
約
の
是
非
が
問
題
と
な
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
が
、「
た
ば
こ
に
対
す
る
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
が

ど
う
い
う
意
味
で
」
営
業
の
自
由
（
職
業
遂
行
の
自
由
）
の
問
題
に
な
る
の
か
と
い
う
点
に
関
す
る
理
解
の
仕
方
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁

判
所
の
九
七
年
決
定
と
平
成
一
八
年
新
司
法
試
験
論
文
式
試
験
問
題
の
出
題
者
と
の
間
で
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

（
46
） B

V
erfG

E
 94, 372.

（
47
） B

V
erfG

E
 71, 162 

（175

）.

（
48
） 

営
利
広
告
が
基
本
法
五
条
一
項
一
文
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
と
判
断
さ
れ
た
事
例
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ベ
ネ
ト
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
広
告
に
関
す
る

二
〇
〇
〇
年
一
二
月
一
二
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
判
決
（B

V
erfG

E
 102, 347

）
が
あ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
同
判
決
に
お
い
て
、

「
流
出
し
て
カ
ー
ペ
ッ
ト
状
に
広
が
っ
た
石
油
の
上
で
泳
ぐ
石
油
に
ま
み
れ
た
鴨
」、「
第
三
世
界
で
重
労
働
を
し
て
い
る
様
々
な
年
齢
の
子
供
た
ち
」

及
び
「”H

.I.V
. P

O
S
T
IV

E
”

と
い
う
文
言
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
た
裸
の
人
間
の
臀
部
」
の
写
真
を
使
用
し
た
ベ
ネ
ト
ン
社
の
三
種
類
の
広
告
に

つ
い
て
、
本
文
で
述
べ
た
判
断
枠
組
み
を
用
い
て
意
見
表
明
の
自
由
の
保
護
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
次
の
よ

う
に
説
示
し
た
。「
三
枚
の
争
わ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
広
告
写
真
は
、
こ
の
要
件
を
充
足
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
広
告
写
真
は
、
万
人
に
関
わ
る
不

都
合
（
環
境
汚
染
、
児
童
労
働
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
隔
離
）
を
具
体
的
に
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
同
時
に
社
会
的
政
治
的
に
重
要
な
問
題

に
対
す
る
（
否
定
的
）
価
値
判
断
を
含
ん
で
い
る
。
ま
さ
に
意
見
形
成
的
内
容
を
含
む
と
こ
ろ
の
語
る
画
像
で
あ
る
。
…
…
こ
の
広
告
は
、
世
界
の

悲
惨
な
状
態
を
告
発
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
目
的
と
し
、
こ
れ
に
よ
り
万
人
に
関
わ
る
不
都
合
に
市
民
の
注
意
を
向
け
さ
せ
る

意
見
表
明
は
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
保
護
を
特
別
の
程
度
に
お
い
て
享
受
す
る
」（S

. 359

）。

（
49
） 

D
i F

abio 

（F
n. 41

）, S
. 2863 f. 

な
ど
。

（
50
） 

H
ard

ach
/

L
u

d
w

igs 

（F
n. 41

）, S
. 291 f.

（
51
） 

W
ern

er S
ch

roed
er, V

om
 B

rüsseler K
am

pf gegen den T
abakrauch ‒ 2. T

eil, E
uZ

W
 2001, S

. 489 

（494 f.

）
は
、
実
際
の
著
者
名

義
の
記
載
を
加
盟
国
に
義
務
付
け
て
い
な
い
た
ば
こ
指
令
の
定
め
を
そ
も
そ
も
適
合
性
の
要
件
を
欠
く
と
論
じ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
従
来
行
わ
れ
て

き
た
よ
う
な
、
警
告
表
示
に
「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う
付
記
が
あ
る
場
合
は
、
警
告
表
示
は
明
ら
か
に
他
人
の
意
見
の
表
明
で
あ
っ
て
、
消
費
者
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

の
目
に
も
警
告
表
示
は
た
ば
こ
製
造
業
者
に
帰
属
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
製
造
業
者
が
あ
る
言
明
を
自
己
の
意
見
と
し
て
流
布
さ
せ
て
い
る
と

い
う
印
象
が
生
じ
る
場
合
、
商
品
の
デ
ザ
イ
ン
の
枠
内
で
一
定
の
言
明
を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
示
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
基
本
権
が
無
視
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
。
意
見
の
表
明
の
こ
の
制
約
に
つ
い
て
は
、
何
ら
の
正
当
化
根
拠
は
存
在
し
な
い
。
何
故
な
ら
、
警
告
表
示
の
実
際
上
の
著
者
で
あ
る

「
共
同
体
」
を
た
ば
こ
製
品
に
お
い
て
挙
げ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
保
護
が
改
善
さ
れ
る
、
と
い
う
根
拠
が
明
ら
か
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
。

（
52
） 

H
ard

ach
/

L
u

d
w

igs 

（F
n. 41

）, S
. 293.

（
53
） 

H
ard

ach
/

L
u

d
w

igs 

（F
n. 41

）, S
. 294.

（
54
） 

H
ard

ach
/

L
u

d
w

igs 

（F
n. 41

）, S
. 294.

（
55
） 

G
as 

（F
n. 44

）, S
. 703 f.

（
56
） 

G
as 

（F
n. 44

）, S
. 704 f.

（
57
） 

G
as 

（F
n. 44

）, S
. 705.

（
58
） 

例
え
ば
、H

elm
u

th
 S

ch
u

lze-F
ielitz, in: H

orst D
reier 

（H
rsg.

）, G
rundgesetz-K

om
m
entar, B

d. Ⅰ
, 2. A

ufl . 2004, A
rt. 5 Ⅰ

, Ⅱ
 

R
dnr. 74.

（
59
） 

M
artin

 W
ach

oviu
s, R

auchen tötet! N
egative M

einungsfreiheit aus nationaler und gem
einschaftsrechtlicher P

erspektive, 

B
ayV

B
l. 2005, S

. 615 

（618

）
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
警
告
表
示
に
「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う
発
信
者
名
義
が
付
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
警
告
表
示
を
「
明
ら
か
な
他
人
の
意
見
の
再
現
」
を
評
価
し
た
の
で
あ
り
、
か
り
に
発
信
者
名
義
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、

五
条
一
項
の
関
連
性
を
疑
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
指
摘
す
る
。H

ein
rich

 W
ilm

s, S
taatsrecht Ⅱ

, 2010, R
dnr 583 

も
、
警
告
文
に

「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
付
記
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
以
上
、
当
該
表
現
が
た
ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
に
帰
属
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
従
っ
て
、
当
該
記
載
は
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
基
準
と
し
て
も
審
査
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
す

る
。

（
60
） 

な
お
、C

h
ristian

 K
oen

ig/
J

ü
rgen

 K
ü

h
lin

g, D
er S

treit um
 die neue T

abakproduktrichtlinie, E
W

S
 2002, S

. 12

（15 f.

）
は
、

発
信
者
名
義
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
必
要
性
の
要
件
を
欠
き
、
欧
州
共
同
体
法
上
の
「
比
例
原
則
」
に
反
す
る
と
論
じ
て
い
る
。
ま
ず
、

六
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発
信
者
名
義
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
、
た
ば
こ
製
造
業
者
が
警
告
表
示
の
内
容
と
の
同
化
を
強
制
さ
れ
、
自
分
は
こ
れ
と
異
な
る
見
解
で

あ
る
こ
と
を
表
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
、
発
信
者
名
義
の
記
載
の
あ
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
と
比
較
し
て
よ
り
重
大
な
制

約
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
発
信
者
名
義
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
、
発
信
者
名
義
の
記
載
の
あ
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
よ
り
も
目
的
の
達
成

に
よ
り
効
果
的
で
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
り
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
た
め
に
は
、
製
造
業
者
に
よ
る
情
報
提
供
が
官
庁
に
よ
る
情
報
提
供
よ
り
も

よ
り
説
得
的
で
実
効
的
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
こ
と
に
説
得
力
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
発
信
者
名

義
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
必
要
性
の
要
件
を
欠
く
、
と
。
ま
た
、
仮
に
必
要
性
の
要
件
を
充
足
し
て
い
る
と
仮
定
し
た
と
し
て
も
、
発
信

者
名
義
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
、
狭
義
の
比
例
原
則
に
反
す
る
と
指
摘
す
る
。
何
故
な
ら
、
発
信
者
名
義
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け

に
よ
る
実
効
性
と
い
う
利
益
は
、
他
人
の
見
解
の
内
容
を
自
分
の
見
解
の
内
容
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
い
う
「
比
較
に
な
ら
な
い
ほ

ど
重
大
な
」
強
制
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
61
） 

佐
藤
幸
治
「
表
現
の
自
由
」
芦
部
信
喜
編
『
憲
法
Ⅱ
人
権
（
1
）』（
有
斐
閣
、
一
九
七
八
年
）
四
五
五
頁
以
下
。
初
宿
正
典
『
憲
法
2
基
本
権

〔
第
三
版
〕』（
成
文
堂
、
二
〇
一
〇
年
）
二
〇
五
頁
以
下
も
、「
第
二
〇
条
の
信
教
の
自
由
も
第
二
三
条
の
学
問
の
自
由
も
、
そ
の
信
仰
や
学
問
的
見

解
の
表
明
を
欲
し
な
い
者
が
、
そ
の
表
明
を
強
制
さ
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
の≪

沈
黙
の
自
由≫

を
そ
の
内
実
と
し
て
含
ん
で
い
る
と
解
さ
れ
」
る

の
と
「
同
様
に
、
第
二
一
条
一
項
の
表
現
の
自
由
に
つ
い
て
も
、
内
心
に
お
け
る
精
神
作
用
の
結
果
を
公
表
し
た
く
な
い
と
き
に
は
、
こ
れ
を
公
表

さ
せ
ら
れ
な
い
自
由
と
し
て
の≪

沈
黙
の
自
由≫
を
含
ん
で
い
る
と
解
さ
れ
る
」
と
説
い
て
い
る
。
上
記
の
諸
学
説
に
お
い
て
表
現
の
自
由
に
は
消

極
的
表
現
の
自
由
も
含
ま
れ
る
と
す
る
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
が
、「
自
由
権
の
保
障
は
積
極
・
消
極
の
両
作
用
を
表
裏
の
関
係
に
お
い
て
包
含
す

る
」
と
い
う
基
本
権
解
釈
上
の
命
題
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
基
本
権
解
釈
上
の
命
題
が
成
立
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
争
い
が
あ

る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
こ
の
論
点
に
つ
い
て
立
ち
入
っ
た
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
、
す
で
に

述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

な
お
、
憲
法
一
九
条
に
よ
っ
て
も
「
沈
黙
の
自
由
」
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
て
お
り
、
憲
法
一
九
条
の
保
護
範
囲
と
憲
法
二
一
条
の
保
護

範
囲
と
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
稿
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
ほ
か

『
憲
法
Ⅰ
』
前
掲
注（
8
）一
六
二
頁
以
下
〔
渡
辺
康
行
執
筆
〕、
芹
沢
斉
「
良
心
の
自
由
と
謝
罪
広
告
の
強
制
」
長
谷
部
恭
男
・
石
川
健
治
・
宍
戸
常

六
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

寿
編
『
憲
法
判
例
百
選
Ⅰ
第
六
版
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
七
七
頁
以
下
、
杉
原
泰
雄
編
『
新
版
体
系
憲
法
事
典
』（
三
省
堂
、
二
〇
〇
八
年
）

四
七
〇
頁
以
下
〔
西
原
博
史
執
筆
〕
な
ど
を
参
照
。）。

と
こ
ろ
で
、
木
村
草
太
『
司
法
試
験
論
文
過
去
問　

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
解
説
講
義
本　

木
村
草
太
憲
法
』（
辰
巳
法
律
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
）
五
四
頁

は
、「
消
極
的
言
論
の
自
由
の
保
障
根
拠
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
と
同
趣
旨
で
す
。
自
分
が
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
な
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
を
強
制
さ

れ
る
と
、
本
来
の
自
己
像
と
は
違
う
像
が
社
会
に
流
通
し
て
し
ま
い
ま
す
。
例
え
ば
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
警
告
文
の
内
容
は
、『
タ
バ
コ
は
、

人
を
死
に
追
い
や
る
極
め
て
危
険
な
商
品
で
あ
り
、
買
う
べ
き
で
は
な
い
』
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
す
。
も
し
、
Ｔ
社
に
、
そ
の
主
張
を
発
信
す
る

よ
う
義
務
付
け
る
と
、
社
会
に
は
、『
Ｔ
社
は
商
品
の
危
険
性
を
認
識
し
つ
つ
、
平
然
と
販
売
す
る
極
め
て
不
誠
実
な
会
社
だ
』
と
い
う
像
が
流
通

し
ま
す
。
こ
れ
は
不
当
だ
と
い
う
の
が
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
保
障
根
拠
で
す
。」
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
主
張
は
、
上
記
の
「
自
由
権
の
本

質
」
論
と
は
異
な
る
保
障
根
拠
を
示
し
て
お
り
、
注
目
に
値
す
る
。
な
お
、
こ
の
主
張
は
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
保
障
根
拠
に
関
す
る
メ
ル

テ
ン
の
考
え
方
と
類
似
し
て
い
る
点
で
も
興
味
深
い
。

ま
た
、
渡
辺
ほ
か
『
憲
法
Ⅰ
』
前
掲
注（
8
）二
六
三
頁
以
下
〔
工
藤
達
朗
執
筆
〕
は
、「
憲
法
二
〇
条
二
項
は
、
宗
教
上
の
集
会
の
自
由
に
つ
い

て
、
参
加
を
強
制
さ
れ
な
い
自
由
を
明
文
で
保
障
し
て
い
る
が
、
こ
の
消
極
的
自
由
は
す
べ
て
の
集
会
に
あ
て
は
ま
る
」
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

「『
集
会
の
自
由
』
は
、
集
会
を
開
催
し
、
ま
た
は
集
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
公
権
力
に
よ
っ
て
妨
害
さ
れ
な
い
自
由
（
積
極
的
集
会
の
自
由
）
で
あ

る
だ
け
で
は
な
く
、
集
会
を
開
催
せ
ず
、
集
会
に
参
加
し
な
い
自
由
、
す
な
わ
ち
、
集
会
を
開
催
し
集
会
に
参
加
す
る
よ
う
公
権
力
に
よ
っ
て
強
制

さ
れ
な
い
自
由
（
消
極
的
集
会
の
自
由
）
を
含
む
」
と
述
べ
て
い
る
。
憲
法
二
〇
条
二
項
と
い
う
明
文
上
の
根
拠
を
手
掛
か
り
に
憲
法
上
の
保
護
を

「
宗
教
上
の
」
集
会
以
外
の
集
会
に
も
及
ぼ
し
て
い
こ
う
と
す
る
手
堅
い
解
釈
論
で
あ
る
が
、「
集
会
の
自
由
」
以
外
の
自
由
権
に
も
消
極
的
自
由
が

含
ま
れ
る
の
か
否
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

（
62
） 

小
山
剛
『「
憲
法
上
の
権
利
」
の
作
法
第
三
版
』（
尚
学
社
、
二
〇
一
六
年
）
三
二
頁
。
な
お
、
本
文
で
引
用
し
た
部
分
が
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例

の
説
明
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
日
本
国
憲
法
二
一
条
一
項
の
解
釈
論
で
あ
る
の
か
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
後
者
で
あ
る
と
理

解
し
て
論
述
を
進
め
る
。

（
63
） 

蟻
川
恒
正
「
対
抗
を
読
む
（
一
）」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
七
一
号
（
二
〇
一
〇
年
）
七
〇
頁
。

六
五



（
64
） 

木
村
・
前
掲
注（
61
）五
一
頁
以
下
。
木
村
自
身
の
見
解
と
し
て
、「
私
は
、
商
品
の
側
面
に
国
家
名
義
を
表
示
せ
ず
に
文
章
が
あ
れ
ば
、
受
け

手
は
Ｔ
社
名
義
の
言
論
と
捉
え
る
の
が
自
然
な
の
で
、
名
義
は
Ｔ
社
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
侵
害
が
あ
り
、

違
憲
と
処
理
す
る
の
が
妥
当
だ
と
思
い
ま
す
。」（
前
掲
書
六
五
頁
）
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
65
） 
松
本
和
彦
「
公
法
系
科
目
論
文
式
試
験
の
問
題
と
解
説
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
編
集
部
編
『
新
司
法
試
験
の
問
題
と
解
説
二
〇
〇
六
』（
日
本
評
論

社
、
二
〇
〇
六
年
）
二
四
頁
は
、「
警
告
文
の
表
示
義
務
づ
け
に
よ
っ
て
、
原
告
が
支
持
し
な
い
見
解
を
表
現
す
る
よ
う
強
制
さ
れ
て
い
る
と
い
う

と
こ
ろ
を
つ
か
ま
え
て
、
そ
の
よ
う
な
表
現
の
強
制
は
消
極
的
な
意
味
で
の
表
現
の
自
由
を
侵
害
す
る
と
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
解
説
し
て

い
る
。
こ
の
見
解
は
、
自
分
の
意
見
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
他
人
の
意
見
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ

て
い
る
か
を
問
題
と
す
る
こ
と
な
く
、「
原
告
が
支
持
し
な
い
見
解
を
表
現
す
る
よ
う
強
制
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
消
極
的
表
現
の
自
由
の
侵
害
と

捉
え
て
お
り
、
筆
者
の
見
解
と
軌
を
一
に
す
る
。

（
66
） 

最
大
判
昭
和
二
七
年
八
月
六
日
刑
集
六
巻
八
号
九
七
四
頁
（
石
井
記
者
事
件
）。

（
67
） 

蟻
川
・
前
掲
注（
63
）七
〇
頁
は
、
発
信
者
名
義
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
に
つ
い
て
、「
表
示
者
名
の
記
載
（
顕
名
性
）
は
な
い
け
れ
ど

も
、
警
告
文
が
表
示
さ
れ
て
い
る
場
所
が
製
造
た
ば
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
当
該
警
告
文
を
、
た
ば
こ
会
社
の
（
名
に
よ

る
）
表
現
で
あ
る
と
解
し
う
る
余
地
は
あ
る
」
が
、「
た
ば
こ
会
社
が
自
己
に
不
利
益
な
表
現
行
為
を
自
ら
行
っ
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
の
が
通
常

で
あ
る
か
ら
…
…
消
極
的
表
現
の
自
由
を
厳
密
な
意
味
で
主
張
し
う
る
理
論
的
可
能
性
は
小
さ
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

か
り
に
蟻
川
の
事
実
評
価
を
前
提
と
し
て
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
九
七
年
決
定
の
判
断
枠
組
み
に
よ
っ
て
判
断
す
る
と
、「
表
示
者
名
の
記
載

（
顕
名
性
）
は
な
い
」
警
告
表
示
文
の
掲
載
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
、「
警
告
文
が
表
示
さ
れ
て
い
る
場
所
が
製
造
た
ば
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
上
で
あ
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
当
該
警
告
文
を
、
た
ば
こ
会
社
の
（
名
に
よ
る
）
表
現
で
あ
る
と
解
し
う
る
余
地
は
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。）
の
で
あ

る
か
ら
、「
た
ば
こ
会
社
が
自
己
に
不
利
益
な
表
現
行
為
を
自
ら
行
っ
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
の
が
通
常
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。）
と
し

て
も
、「
警
告
表
示
が
他
人
の
意
見
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
認
識
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
た
ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
に
帰
属
す
る
可
能

0

0

性
が
あ
る

0

0

0

0

場
合
」（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。）
に
該
当
し
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
解
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
蟻
川
の
見
解
を

採
用
し
た
場
合
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
に
該
当
す
る
と
評
価
さ
れ
る
範
囲
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
九
七
年
決
定
で
示
し
た
解
釈
に

六
六



ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

よ
る
場
合
よ
り
も
狭
く
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

な
お
、
す
で
に
本
文
で
見
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
学
説
に
お
い
て
も
、
発
信
者
名
義
の
記
載
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
も
消
極
的
意
見
表
明

の
自
由
の
制
約
に
当
た
ら
な
い
と
解
す
る
見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
学
説
が
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
該
当
性
を
否
定
す
る
根
拠
と
し
て
挙

げ
て
い
る
の
は
、
①
平
均
的
受
信
者
は
、
た
ば
こ
製
造
業
者
が
自
発
的
に
喫
煙
の
評
判
を
落
と
す
よ
う
な
こ
と
を
、
し
か
も
異
様
に
威
嚇
的
で
か
つ

画
一
的
な
レ
イ
ア
ウ
ト
で
す
る
な
ど
と
は
考
え
な
い
か
ら
、
平
均
的
受
信
者
に
と
っ
て
、
た
ば
こ
製
造
業
者
が
警
告
表
示
の
記
載
を
強
い
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
り
、
実
際
に
警
告
表
示
の
内
容
を
支
持
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
、
②
「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
付
記
さ
れ
た

警
告
表
示
が
数
年
来
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
の
付
記
が
な
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
た
ば
こ
製
造
業
者
が
言
わ
ば
一

夜
に
し
て
警
告
表
示
に
納
得
し
た
と
考
え
る
の
は
、「
全
く
浮
世
離
れ
し
た
想
定
」
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
が
、
②
の
論
拠
は
、
発
信
者
名
義

の
付
記
の
あ
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
か
ら
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
に
変
更
し
た
と
い
う
ド
イ
ツ
特
有
の
事
情
を
背
景

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
の
事
案
の
よ
う
に
、
当
初
か
ら
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
場
合
は
こ
の

よ
う
な
事
情
は
な
く
、
②
の
論
拠
を
持
ち
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
68
） 

発
信
者
名
義
の
有
無
と
い
う
点
に
お
い
て
、
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
と
九
七
年
決
定
の
事
案
は
決
定
的
に
異
な
る
。
九
七
年
決
定
は
、
発
信
者

名
義
の
付
記
さ
れ
た
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
消
極
的
意
見
表
明
の
制
約
に
当
た
ら
な
い
と
判
断
し
た
が
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
九
七
年
決
定
の
解

釈
論
を
前
提
と
し
た
場
合
に
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
議
論
が
あ
り
、
多
く
の
学
説
が
こ
れ
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
文
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
の
出
題
者
が
九
七
年

決
定
の
事
案
に
改
変
を
加
え
て
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
義
務
の
事
案
を
出
題
し
た
趣
旨
あ
る
い
は
意
図
を
推
測
し
て
み
る
と
、
次

の
よ
う
に
な
ろ
う
。
仮
に
ド
イ
ツ
の
学
生
に
向
け
た
問
題
で
あ
れ
ば
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
の
憲
法
適
合
性
を
争
点

と
す
る
事
例
問
題
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
九
七
年
決
定
を
先
例
と
し
た
事
例
判
断
を
求
め
た
問
題
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法

裁
判
所
の
判
例
に
つ
い
て
の
知
識
の
な
い
日
本
の
司
法
試
験
受
験
生
を
対
象
と
し
た
問
題
を
上
記
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
筆
者
は
、
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
の
出
題
者
が
九
七
年
決
定
の
事
案
を
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
義
務
の
事
案
に

改
変
し
た
の
は
、
事
案
を
確
実
に
「
表
現
の
自
由
」
の
制
約
の
問
題
と
す
る
た
め
で
は
な
い
か
（
言
い
換
え
る
と
、「
表
現
の
自
由
」
の
制
約
の
問

六
七



題
と
構
成
し
な
い
答
案
が
出
る
こ
と
を
出
来
る
限
り
防
ぐ
た
め
で
は
な
い
か
）
と
考
え
て
い
る
。
九
七
年
決
定
は
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
あ
る
警

告
表
示
の
義
務
付
け
に
つ
い
て
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
該
当
し
な
い
と
の
判
断
を
示
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の

あ
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
の
事
案
を
出
題
し
た
場
合
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
あ
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
に
当

た
る
こ
と
を
否
定
す
る
答
案
が
出
て
く
る
可
能
性
を
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表

示
の
義
務
付
け
に
つ
い
て
、（
ド
イ
ツ
に
お
け
る
）
多
く
の
学
説
は
、
こ
れ
が
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
該
当
す
る
こ
と
を
肯
定
し
て
い

る
の
で
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
の
事
案
を
出
題
し
た
場
合
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
に
該
当
し
な
い
と
論
述
す

る
答
案
が
出
て
く
る
可
能
性
は
減
少
す
る
。
筆
者
は
、
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
の
出
題
者
は
こ
の
よ
う
に
考
え
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

実
際
、「
平
成
一
八
年
新
司
法
試
験
論
文
式
試
験
問
題
出
題
趣
旨
」
一
頁
は
、「
本
法
律
で
は
警
告
文
の
『
発
信
者
』
名
が
表
示
さ
れ
ず
、
記
載
内
容

が
特
定
販
売
業
者
の
意
見
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
制
約
の
是
非

0

0

0

0

0

が
問
題
と
な
る
」（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。）
と
述
べ

て
お
り
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
の
有
無
に
つ
い
て
は
争
点
と
し
て
い
な
い
（
制
約
の
「
有
無
」
で
は
な
く
、「
制
約
の
是
非
が
問
題
と
な
る
」

と
い
う
記
述
は
、
こ
れ
を
素
直
に
読
む
限
り
、
制
約
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
日
本
の
司
法
試
験
の
受
験
生
が
ド
イ
ツ
連
邦

憲
法
裁
判
所
の
判
例
を
知
っ
て
い
て
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
あ
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
に
つ
い
て
、
発
信
者
名
義
の
あ
る
こ
と
に
着
目
し
て
消

極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
に
当
た
ら
な
い
と
論
述
す
る
と
い
う
想
定
は
お
よ
そ
現
実
離
れ
し
て
お
り
、
筆
者
の
推
測
は
間
違
っ
て
い
る
可
能
性
が
極

め
て
高
い
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
が
。）。

ま
た
、
上
記
の
考
え
方
を
前
提
と
す
る
と
、
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
の
出
題
者
が
、
発
信
者
名
義
が
Ｔ
社
に
帰
属
す
る
か
、
国
に
帰
属
す
る
か
と

い
う
点
を
捉
え
て
、
原
告
側
と
被
告
側
で
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
該
当
性
に
つ
い
て
争
わ
せ
る
と
い
う
構
成
を
想
定
し
て
い
た
と
は
筆
者
に
は

考
え
ら
れ
な
い
（
木
村
・
前
掲
注（
61
）六
二
頁
以
下
は
、
被
告
側
の
反
論
と
し
て
、「
警
告
文
の
名
義
は
国
家
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
ま
し
ょ
う
」

と
指
摘
し
、
被
告
と
し
て
は
、「『
本
件
法
律
は
公
布
さ
れ
た
法
律
で
あ
り
、
警
告
文
が
法
的
に
義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
国
民
の
目

か
ら
見
て
明
ら
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
警
告
文
の
名
義
は
国
家
で
あ
る
』
と
い
っ
た
主
張
が
考
え
ら
れ
ま
す
。（
改
行
）
こ
れ
を
前
提
に
す
る
と
、

消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
自
体
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
厳
格
な
基
準
に
あ
て
は
め
る
前
の
段
階
で
、
主
張
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。」

と
解
説
し
て
お
り
、
上
記
の
構
成
を
採
用
し
て
い
る
。）。
な
お
、
念
の
た
め
に
言
え
ば
、
筆
者
の
推
測
の
通
り
に
上
記
の
構
成
が
出
題
者
の
想
定
と

六
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は
異
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
構
成
の
答
案
を
受
験
生
が
実
際
に
現
場
で
作
成
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
答
案
に
極
め
て
高
い
評
価
を
与

え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
69
） 
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
発
信
者
名
義
が
付
記
さ
れ
て
い
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
解
し

た
場
合
、
こ
の
制
約
が
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
さ
ら
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
の
事
案
に
お
け
る
「
発
信
者
名
義
が

付
記
さ
れ
て
い
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
」
が
憲
法
上
正
当
化
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
答
案
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
論
述
を
す
べ

き
な
の
か
が
問
題
と
な
る
。
以
下
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
に
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
し
て
お
き
た
い
。「
平
成
二
二
年
新
司
法
試
験
の
採
点
実
感
等
に
関

す
る
意
見
（
憲
法
）」
に
よ
る
と
、「
憲
法
上
の
問
題
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
判
断
枠
組
み
の
構
築
と
当
該
事
案
に
お
け
る
個
別
的
・
具
体
的

な
検
討
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
」
と
こ
ろ
、
ま
ず
、「
判
断
枠
組
み
の
構
築
」
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
見
解
と
し
て
述
べ
る
べ
き
も
の
は
な
い
（
司
法

試
験
受
験
生
に
と
っ
て
は
、「
表
現
の
自
由
に
対
す
る
制
約
は
、
表
現
の
内
容
に
も
と
づ
く
制
約
と
内
容
中
立
的
制
約
と
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
内
容
に
も
と
づ
く
制
約
は
、
表
現
の
自
由
の
保
障
に
及
ぼ
す
影
響
が
重
大
で
あ
る
た
め
、
最
も
厳
格
な
違
憲
審
査
基
準
に
服
す
る
。
そ
し
て
、

表
現
の
内
容
に
基
づ
く
制
約
の
う
ち
、
も
っ
と
も
強
度
の
高
い
侵
害
は
『
強
制
さ
れ
た
言
論
（coerced speech

）』、
つ
ま
り
本
人
の
意
思
と
は
無

関
係
に
、
し
か
も
あ
た
か
も
本
人
の
意
思
に
よ
る
か
の
よ
う
に
特
定
の
内
容
の
表
現
行
為
を
強
制
す
る
措
置
で
あ
る
。」
と
の
長
谷
部
恭
男
「
名
誉

回
復
処
分
と
し
て
の
訂
正
放
送
命
令
」
平
成
一
三
年
度
重
要
判
例
解
説
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
二
年
）
一
七
頁
の
指
摘
が
参
考
に
な
ろ
う
。）。
つ
ぎ
に
、

「
当
該
事
案
に
お
け
る
個
別
的
・
具
体
的
な
検
討
」
で
あ
る
が
、「
平
成
一
八
年
新
司
法
試
験
論
文
式
試
験
問
題
出
題
趣
旨
」
一
頁
に
よ
る
と
、「
本

法
律
に
よ
る
規
制
目
的
の
正
当
性
に
つ
い
て
は
原
告
も
争
っ
て
い
な
い
の
で
、
本
問
に
お
い
て
は
、
規
制
目
的
と
手
段
の
関
連
性
や
手
段
自
体
の
相

当
性
が
主
た
る
争
点
と
な
る
」。
問
題
文
に
記
載
さ
れ
た
資
料
三
「
相
談
要
旨
」
に
お
い
て
、「
警
告
表
示
法
第
一
条
で
規
定
さ
れ
て
い
る
、
た
ば
こ

に
よ
る
疾
病
・
死
亡
の
低
減
、
受
動
喫
煙
が
も
た
ら
す
害
の
排
除
・
減
少
、
未
成
年
者
の
喫
煙
防
止
、
そ
し
て
喫
煙
の
社
会
的
費
用
の
抑
制
と
い
う

立
法
目
的
に
は
異
論
は
な
い
が
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
規
制
手
段
の
点
で
憲
法
上
も
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。」
と
い
う
「
Ｔ
社
の
法
務
部

長
ら
」
の
主
張
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
Ｔ
社
か
ら
依
頼
を
受
け
た
訴
訟
代
理
人
」
は
、〔
設
問
一
〕
に
お
い
て
は
、
こ
の
主
張
に

沿
っ
て
、「
規
制
目
的
と
手
段
の
関
連
性
や
手
段
自
体
の
相
当
性
」
を
攻
撃
す
る
主
張
を
組
み
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
本
稿
で
検
討

し
た
ド
イ
ツ
の
判
例
及
び
学
説
上
の
議
論
を
踏
ま
え
る
と
、「
規
制
目
的
と
手
段
の
関
連
性
や
手
段
自
体
の
相
当
性
」
を
攻
撃
す
る
「
Ｔ
社
か
ら
依

六
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頼
を
受
け
た
訴
訟
代
理
人
」
の
主
張
と
し
て
、
少
な
く
と
も
以
下
の
二
つ
の
主
張
が
効
果
的
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
以
下
、
こ
の
点
に
関
し

て
、
筆
者
の
所
見
を
述
べ
て
み
た
い
（
な
お
、
大
島
義
則
『
憲
法
ガ
ー
ル
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
三
年
）
一
七
一
頁
以
下
は
、「
目
的
に
つ
い
て

は
原
告
は
争
っ
て
い
な
い
、
つ
ま
り
た
と
え
問
題
点
が
あ
っ
た
と
し
て
も
点
数
が
振
ら
れ
て
い
な
い
わ
け
だ
か
ら
、
目
的
と
手
段
の
関
連
性
や
手
段

の
必
要
性
に
照
準
を
定
め
て
論
証
を
し
て
い
く
べ
き
」
で
あ
る
と
指
摘
し
つ
つ
、
①
た
ば
こ
に
よ
る
疾
病
・
死
亡
の
低
減
及
び
②
受
動
喫
煙
が
も
た

ら
す
害
の
排
除
・
減
少
と
い
う
目
的
に
つ
い
て
は
、「
病
気
の
要
因
は
様
々
な
環
境
因
子
に
よ
る
も
の
で
喫
煙
が
唯
一
の
原
因
で
は
な
い
と
い
う
Ｔ

社
の
主
張
に
基
づ
い
て
、
①
②
の
目
的
と
の
関
連
性
を
否
定
で
き
そ
う
で
」
あ
る
こ
と
、
③
未
成
年
の
喫
煙
防
止
と
い
う
目
的
に
つ
い
て
は
、「
警

告
表
示
義
務
を
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
未
成
年
者
喫
煙
が
減
少
す
る
と
の
因
果
的
連
関
を
基
礎
付
け
る
社
会
的
・
科
学
的
根
拠
が
見
当
た
」
ら
な
い
こ

と
、
④
喫
煙
の
社
会
的
費
用
の
抑
制
と
い
う
目
的
に
つ
い
て
は
、「
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
と
し
て
た
ば
こ
税
収
約
二
兆
円
が
計
上
さ
れ
て
」
い
る
が
、「
た

ば
こ
産
業
全
体
が
得
ら
れ
る
利
益
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
一
方
、
コ
ス
ト
に
は
喫
煙
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
労
働
力
ま
で
極
め
て
広
範
な
コ
ス
ト
が
計

上
さ
れ
て
お
り
、
デ
ー
タ
の
妥
当
性
が
疑
わ
れ
る
た
め
、
規
制
強
化
に
よ
り
社
会
的
費
用
抑
制
に
つ
な
が
る
か
は
不
明
」
で
あ
る
こ
と
、
最
後
に
、

「
事
実
の
情
報
提
供
を
越
え
て
政
府
の
特
定
の
見
解
を
特
定
販
売
業
者
の
意
に
反
し
て
強
制
す
る
こ
と
（
特
別
警
告
文
オ
）
は
、
必
要
最
小
限
度
の

手
段
と
も
」
言
え
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
上
記
の
主
張
の
う
ち
最
後
の
も
の
は
、
以
下
に
述
べ
る
第
一
の
主
張
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
の
主
張
は
、
以
下
に
検
討
す
る
二
つ
の
主
張
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
の
検
討
は
、
筆
者
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
る
二
つ
の
主

張
に
絞
っ
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
筆
者
は
そ
れ
以
外
の
主
張
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
意
図
は
ま
っ
た
く
有
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
を
念
の
た
め
に

述
べ
て
お
き
た
い
。）。

第
一
に
、
警
告
表
示
法
が
記
載
を
義
務
付
け
て
い
る
警
告
文
の
「
内
容
」
に
憲
法
上
問
題
が
あ
る
と
の
主
張
が
考
え
ら
れ
る
。「
Ｔ
社
の
法
務
部

長
ら
」
は
、
資
料
三
「
相
談
要
旨
」
に
お
い
て
、「
今
回
の
警
告
表
示
法
は
、『
喫
煙
者
は
早
死
に
す
る
』、『
喫
煙
は
致
命
的
な
肺
が
ん
を
引
き
起
こ

す
』
な
ど
、
従
前
の
警
告
文
に
比
べ
て
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
警
告
文
の
記
載
を
…
…
義
務
付
け
る
と
い
う
も
の
」
で
あ
り
、「
事
実
の
問
題
と
し
て
、

喫
煙
に
よ
っ
て
健
康
被
害
（
肺
が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
胎
児
へ
の
害
な
ど
）
の
リ
ス
ク
は
高
ま
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
病
気
の
要
因
は
様
々
な

環
境
因
子
に
よ
る
も
の
。
喫
煙
が
唯
一
の
原
因
で
は
な
い
。
…
…
当
社
の
見
解
と
異
な
る
警
告
文
の
掲
載
を
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
耐
え
ら
れ

な
い
。」
と
述
べ
て
い
る
。「
Ｔ
社
の
法
務
部
長
ら
」
が
比
較
の
対
象
と
し
て
い
る
「
従
前
の
警
告
文
」（
の
一
例
）
と
し
て
、
問
題
文
は
、「
喫
煙
は
、

七
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あ
な
た
に
と
っ
て
肺
が
ん
の
原
因
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。
疫
学
的
な
推
計
に
よ
る
と
、
喫
煙
者
は
肺
が
ん
に
よ
り
死
亡
す
る
危
険
性
が
非
喫
煙
者
に

比
べ
て
約
二
倍
か
ら
四
倍
高
く
な
り
ま
す
。」
と
い
う
内
容
の
「
注
意
表
示
」
文
を
挙
げ
て
い
る
。
従
前
の
警
告
文
の
内
容
は
、
健
康
に
対
す
る
危

険
の
可
能
性
に
関
す
る
科
学
的
に
証
明
さ
れ
た
客
観
的
か
つ
中
立
的
な
デ
ー
タ
の
提
示
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
〇
六
年
公
法
第
一
問
の
問
題
文
に
記
載
さ
れ
た
警
告
表
示
法
第
五
条
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
警
告
文
は
、
ア
「
喫
煙
者
は
、
早
死

に
す
る
。」、
イ
「
喫
煙
は
、
致
命
的
な
肺
が
ん
を
引
き
起
こ
す
。」、
ウ
「
喫
煙
は
、
動
脈
を
詰
ま
ら
せ
、
心
臓
病
と
脳
卒
中
の
原
因
と
な
る
。」
エ 

「
妊
娠
時
の
喫
煙
は
、
胎
児
に
害
を
与
え
る
。」、
オ
「
喫
煙
は
、
非
常
に
依
存
性
が
高
い
。
吸
い
始
め
て
は
い
け
な
い
。」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
喫

煙
に
対
す
る
一
定
の
（
消
極
的
）
価
値
判
断
を
含
み
、
消
費
者
が
喫
煙
を
や
め
る
よ
う
に
誘
導
し
よ
う
と
し
て
威
嚇
的
、
断
定
的
言
い
回
し
を
使
用

し
て
い
る
点
で
特
徴
的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
も
、「
Ｔ
社
の
法
務
部
長
ら
」
は
、「
事
実
の
問
題
と
し
て
、
喫
煙
に
よ
っ
て
健
康
被
害
（
肺
が

ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
胎
児
へ
の
害
な
ど
）
の
リ
ス
ク
は
高
ま
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
病
気
の
要
因
は
様
々
な
環
境
因
子
に
よ
る
も
の
。
喫
煙
が

唯
一
の
原
因
で
は
な
い
。」
と
述
べ
て
お
り
、
国
に
よ
っ
て
事
実
に
反
す
る
虚
偽
の
内
容
の
表
示
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
と
│
穏
や
か
と
は
言
え

な
い
│
主
張
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
Ｔ
社
か
ら
依
頼
を
受
け
た
訴
訟
代
理
人
」
と
し
て
は
、「
Ｔ
社
の
法
務
部
長
ら
」
の
主
張
に
沿
っ
て
、
警
告

文
の
「
内
容
」
に
憲
法
上
問
題
が
あ
る
と
の
主
張
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
現
在
の
筆
者
に
は
、
警
告
文
の

「
内
容
」
に
憲
法
上
問
題
が
あ
る
と
の
主
張
を
ど
の
よ
う
に
展
開
す
べ
き
な
の
か
、
例
え
ば
、
こ
の
主
張
を
そ
も
そ
も
比
例
原
則
違
反
の
問
題
と
し

て
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
か
り
に
比
例
原
則
違
反
の
問
題
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、「
適
合
性
」、「
必
要
性
」
及
び

「
狭
義
の
比
例
性
」
の
う
ち
ど
の
要
件
の
問
題
と
し
て
位
置
付
け
る
べ
き
な
の
か
、
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
未
だ
確
固
た
る
考
え
を
も
つ
に
至
っ

て
い
な
い
。
こ
の
点
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
議
論
を
見
て
み
る
と
、
ク
レ
ッ
パ
ー
は
、「
虚
偽
の
」
言
明
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
の
義
務
付
け
を
「
狭
義

の
比
例
原
則
」
の
違
反
と
し
て
構
成
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
キ
ル
ヒ
ホ
ー
フ
／
フ
リ
ッ
ク
は
、
比
例
原
則
違
反
を
検
討
し
た
後
、
比
例
原
則
と
は

別
個
独
立
に
「
客
観
性
要
請
」
に
違
反
す
る
と
論
じ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
考
え
方
が
確
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

第
二
に
、
発
信
者
名
義
を
付
記
し
な
い
警
告
表
示
文
を
記
載
す
る
こ
と
の
義
務
付
け
は
、
発
信
者
名
義
（
政
府
名
義
）
を
付
記
し
た
警
告
表
示
文

の
記
載
の
義
務
付
け
と
い
う
Ｔ
社
の
消
極
的
表
現
の
自
由
を
よ
り
少
な
く
し
か
制
約
し
な
い
手
段
が
あ
る
た
め
、
手
段
の
「
必
要
性
」
の
要
件
を
欠

く
と
い
う
主
張
（
以
下
、
こ
の
主
張
を
「
主
張
②
」
と
い
う
。）
が
考
え
ら
れ
る
。
本
文
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
た
ば
こ
製
品
の
表
示
義
務
に
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関
す
る
新
規
制
に
関
連
し
て
発
信
者
名
義
の
記
載
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
違
憲
で
あ
る
と
主
張
す
る
ド
イ
ツ
の
学
説
が
示
す
論
拠
の
一
つ

は
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
あ
る
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
と
い
う
よ
り
緩
や
か
な
手
段
が
あ
る
か
ら
、
発
信
者
名
義
の
記
載
の
な
い
警
告
表
示
の

義
務
付
け
は
比
例
原
則
（
必
要
性
の
要
件
）
に
合
致
し
て
い
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
上
記
の
主
張
は
ま
さ
に
ド
イ
ツ
の
学
説
と
同
じ
型
の
論
証

を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
木
村
・
前
掲
注（
61
）五
五
頁
も
、「
他
方
、
手
段
審
査
で
す
が
、
警
告
文
の
強
制
は
、
目
的
達
成
に
役
立
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
ら
、
関
連
性
を
否
定
す
る
の
は
無
理
で
す
。
し
か
し
、
必
要
性
に
つ
い
て
は
、『
少
な
く
と
も
、
政
府
名
義
を
明
確
に
表
示
す
る
』

と
い
う
代
替
手
段
が
あ
り
ま
す
。
政
府
名
義
に
す
れ
ば
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
は
な
く
な
る
の
で
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
よ
り
制
限
的
で
な

い
他
の
選
び
う
る
手
段
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。（
改
行
）
と
す
れ
ば
、
必
要
性
が
な
く
、
こ
の
規
制
は
憲
法
二
一
条
一
項
に
違
反

す
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。」
と
解
説
し
て
い
る
（
な
お
、「
政
府
名
義
に
す
れ
ば
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
は
な
く
な
る
」
と
い
う

点
に
つ
い
て
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。）。

も
っ
と
も
、
警
告
表
示
文
に
お
け
る
発
信
者
名
義
の
付
記
の
有
無
が
合
憲
か
違
憲
か
の
結
論
を
左
右
す
る
分
岐
点
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
、
平
均

的
な
司
法
試
験
受
験
生
が
気
付
く
と
は
到
底
思
え
な
い
し
、
平
均
的
な
司
法
試
験
受
験
生
に
対
し
て
、「
Ｔ
社
か
ら
依
頼
を
受
け
た
訴
訟
代
理
人
」

の
主
張
と
し
て
主
張
②
の
よ
う
な
主
張
を
展
開
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
の
出
題
者
も
「
Ｔ
社

か
ら
依
頼
を
受
け
た
訴
訟
代
理
人
」
の
主
張
と
し
て
主
張
②
の
よ
う
な
主
張
を
想
定
し
て
い
た
と
は
筆
者
に
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
、

ド
イ
ツ
の
学
説
が
発
信
者
名
義
の
付
記
の
有
無
に
着
目
す
る
の
は
、
指
令
89
／

622
が
、
警
告
表
示
に
発
信
者
名
義
を
付
記
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

加
盟
国
の
選
択
に
委
ね
て
お
り
、
指
令
を
ド
イ
ツ
の
国
内
法
に
置
換
す
る
に
際
し
て
、
警
告
表
示
に
発
信
者
名
義
を
付
記
す
る
か
ど
う
か
が
具
体
的

な
争
点
と
な
っ
た
こ
と
（
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
ド
イ
ツ
は
警
告
表
示
に
発
信
者
名
義
を
付
記
す
る
と
い
う
選
択
を
し
た
。）、
そ
し
て
、
二
〇
〇
〇

年
代
に
入
っ
て
か
ら
制
定
さ
れ
た
た
ば
こ
製
品
命
令
に
よ
っ
て
、
警
告
表
示
に
「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
付
記
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
た
規
定
が
削
除

さ
れ
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
の
憲
法
適
合
性
が
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
あ
る
警
告
表
示
と
の
比
較
に
お
い
て
改
め

て
議
論
さ
れ
て
い
る
と
い
う
背
景
が
あ
る
。
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
の
出
題
者
が
、
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
の
事
情
を
知
ら
な
い
日
本
の
司
法
試
験
の

受
験
生
に
対
し
て
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
有
無
に
着
目
し
て
論
述
せ
よ
と
要
求
し
て
い
る
と
考
え
る
の
は
現
実
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
。「
平
成

一
八
年
新
司
法
試
験
論
文
式
試
験
問
題
出
題
趣
旨
」
一
頁
は
、「
本
法
律
で
は
警
告
文
の
『
発
信
者
』
名
が
表
示
さ
れ
ず
、
記
載
内
容
が
特
定
販
売

七
二



ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

業
者
の
意
見
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
制
約
の
是
非
が
問
題
と
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
文
章
は
、
基
本
権
制

約
の
該
当
性
の
判
断
に
当
た
っ
て
発
信
者
名
義
の
表
示
が
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
に
と
ど
ま
り
、
基
本
権
制
約
の
正
当
化
の
段

階
で
発
信
者
名
義
の
表
示
の
有
無
を
争
点
に
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、「
平
成
一
八
年
新
司
法
試
験
論
文
式
試
験
問

題
出
題
趣
旨
」
に
お
い
て
も
、
平
成
一
八
年
司
法
試
験
「
新
司
法
試
験
考
査
委
員
（
公
法
系
科
目
）
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
に
お
い
て
も
、「
規

制
目
的
と
手
段
の
関
連
性
や
手
段
自
体
の
相
当
性
」
を
具
体
的
に
検
討
す
る
際
に
、
発
信
者
名
義
の
表
示
の
有
無
を
争
点
に
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と

を
誘
導
な
い
し
示
唆
す
る
記
述
は
一
切
存
在
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
発
信
者
名
義
を
付
記
し
な
い
警
告
表
示
文
を
記
載
す
る
こ
と
の
義

務
付
け
は
、
発
信
者
名
義
（
政
府
名
義
）
を
付
記
し
た
警
告
表
示
文
の
記
載
の
義
務
付
け
と
い
う
Ｔ
社
の
消
極
的
表
現
の
自
由
を
よ
り
少
な
く
し
か

制
約
し
な
い
手
段
が
あ
る
た
め
、
手
段
の
「
必
要
性
」
の
要
件
を
欠
く
と
い
う
主
張
は
、
ド
イ
ツ
の
学
説
上
の
議
論
を
踏
ま
え
る
と
、「
Ｔ
社
か
ら

依
頼
を
受
け
た
訴
訟
代
理
人
」
の
主
張
と
し
て
最
も
有
効
か
つ
適
切
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
平
均
的
な
司
法
試
験
受
験
生
が
答
案
に
書

く
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
も
の
で
な
い
と
言
え
よ
う
（
も
っ
と
も
、
木
村
・
前
掲
注（
61
）四
九
頁
以
下
が
、「
こ
の
問
題
で
は
、
警
告
文
の
名
義
を
ど

の
よ
う
に
理
解
す
る
か
が
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
」（
六
二
頁
）
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
を
解
説
し
て
お
り
、
現
時
点
に
お

い
て
は
、「
警
告
文
の
名
義
」
の
問
題
は
、
司
法
試
験
関
係
者
に
お
い
て
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
二
〇
〇
六
年
当

時
の
現
場
の
司
法
試
験
受
験
生
が
こ
の
問
題
に
気
付
く
と
は
思
え
な
い
。）

筆
者
は
、
平
均
的
な
司
法
試
験
受
験
生
が
「
Ｔ
社
か
ら
依
頼
を
受
け
た
訴
訟
代
理
人
」
の
主
張
と
し
て
上
記
主
張
②
の
よ
う
な
主
張
を
展
開
す
る

こ
と
は
期
待
で
き
な
い
と
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
従
来
の
学
説
に
お
い
て
ヒ
ン
ト
と
な
る
見
解
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
指
摘

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
初
宿
・
前
掲
注（
61
）二
〇
五
頁
は
、
謝
罪
広
告
の
強
制
が
憲
法
二
一
条
一
項
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
、「『
謝
罪
広
告
』
と
い
う
形
式
に
よ
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
被
告
本
人
の
名
義
で
の
広
告
は
、
社
会
的
に
は
、
必
然
的
に
被
告
本
人
が

該
問
題
に
つ
い
て
謝
罪
ま
た
は
取
消
し
を
し
た
と
受
け
取
ら
れ
る
と
い
う
効
果
を
生
む
こ
と
と
な
る
。
原
告
の
名
誉
を
回
復
す
る
と
い
う
目
的
は
正

当
で
あ
る
と
し
て
も
、
被
告
の
意
思
に
反
し
て
ま
で
こ
う
し
た
義
務
を
課
す
べ
き
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
少
な
く
と
も
加
害
者

（
被
告
）
が
自
然
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
費
用
で
原
告
に
か
か
わ
る
該
事
実
が
虚
偽
で
あ
っ
た
旨
の
判
決
ま
た
は
広
告
を
裁
判
所
名
義
で
公
表

せ
し
め
る
こ
と
で
十
分
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
に
被
告
名
義
で
の
広
告
を
強
制
す
る
こ
と
は
、
ゆ
き
す
ぎ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。」
と
主
張
し
て
い
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る
が
、「
被
告
本
人
の
名
義
で
の
広
告
」
と
比
較
し
て
、
被
告
の
「
費
用
で
原
告
に
か
か
わ
る
該
事
実
が
虚
偽
で
あ
っ
た
旨
の
判
決
ま
た
は
広
告
を

裁
判
所
名
義
で
公
表
せ
し
め
る
こ
と
」
の
ほ
う
が
被
告
に
と
っ
て
人
権
を
よ
り
制
約
し
な
い
手
段
で
あ
る
と
い
う
評
価
が
こ
の
主
張
の
前
提
と
な
っ

て
い
る
。
も
し
司
法
試
験
受
験
生
が
謝
罪
広
告
を
命
じ
る
判
決
の
合
憲
性
を
め
ぐ
る
議
論
を
し
っ
か
り
と
勉
強
し
て
い
れ
ば
、
具
体
的
事
案
の
検
討

に
お
い
て
「
名
義
」
の
問
題
が
結
論
を
左
右
す
る
ほ
ど
重
要
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
（
が
、
そ
の
可
能
性
は
極
め
て

低
い
と
考
え
ら
れ
る
）。

（
70
） 

安
念
潤
司
「
演
習
」
法
学
教
室
二
九
六
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一
五
三
頁
。

（
71
） 

小
山
・
前
掲
注（
62
）三
二
頁
は
、
次
の
よ
う
に
説
く
。「
た
ば
こ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
へ
の
警
告
文
の
掲
載
が
事
業
者
の
（
消
極
的
）
表
現
の
自
由
を

制
約
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
説
示
し
て
い
る
（B

V
erfG

E
 95, 173

）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
表
現
の
自
由

の
制
約
に
当
た
る
の
は
、
た
ば
こ
の
警
告
文
が
事
業
者
自
身
の
表
現
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
他
人
の
意
見
が
、
自
分
の
意
見
と

し
て
流
布
さ
れ
な
い
と
い
う
保
障
が
、
こ
の
基
本
権
の
保
護
領
域
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
警
告
文
表
示
が
事
業
者
自
身
の
意
見
で
は
な
く
、

国
に
よ
っ
て
た
ば
こ
製
品
の
販
売
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
た
条
件
で
あ
る
と
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
表
示
義
務
は
、
表
現
の
自
由
の
問
題

と
は
な
ら
な
い
。
食
品
の
成
分
表
示
な
ど
も
、
こ
れ
と
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。」
ド
イ
ツ
で
は
、「
食
品
の
成
分
表
示
」
は
「
事
実
の
通

知
」
で
あ
っ
て
、「
意
見
の
表
明
」
で
は
な
い
か
ら
、
意
見
表
明
の
自
由
（
五
条
一
項
一
文
）
の
制
約
に
当
た
ら
な
い
と
説
明
す
る
の
が
一
般
的
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
点
に
留
意
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
小
山
説
は
、
ド
イ
ツ
の
学
説
を
日
本
国
憲
法
の
規
定
に
合
わ
せ
て
修
正
し
た
極
め

て
練
り
上
げ
ら
れ
た
実
践
的
な
解
釈
論
と
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
72
） 

渡
辺
ほ
か
『
憲
法
Ⅰ
』
前
掲
注（
8
）二
一
八
頁
〔
宍
戸
常
寿
執
筆
〕
は
、
日
本
国
憲
法
二
一
条
一
項
の
「
表
現
」
は
、「
内
心
の
思
想
・
意
見

の
表
明
で
あ
る
『
言
論
』
を
中
核
に
、
広
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
情
報
発
信
を
含
む
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
73
） 

そ
の
よ
う
な
仕
事
と
し
て
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
蟻
川
恒
正
の
一
連
の
論
稿
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
近
の
も
の
と
し
て
、
蟻
川
恒
正

「
二
〇
一
三
年
司
法
試
験
公
法
系
第
一
問
」
法
学
教
室
三
九
四
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
一
二
頁
以
下
、
同
「
二
〇
一
四
年
司
法
試
験
公
法
系
第
一
問
」

法
学
教
室
四
〇
六
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
一
八
頁
以
下
、
同
「
二
〇
一
五
年
司
法
試
験
公
法
系
第
一
問
」
法
学
教
室
四
一
八
号
（
二
〇
一
五
年
）

九
九
頁
以
下
、
同
「
二
〇
一
六
年
司
法
試
験
公
法
系
第
一
問
⑴
」
法
学
教
室
四
三
〇
号
（
二
〇
一
六
年
）
七
五
頁
以
下
、
同
「
二
〇
一
六
年
司
法
試

七
四



ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

験
公
法
系
第
一
問
⑵
」
法
学
教
室
四
三
一
号
（
二
〇
一
六
年
）
八
四
頁
以
下
、
同
「
二
〇
一
六
年
司
法
試
験
公
法
系
第
一
問
⑶
」
法
学
教
室
四
三
二

号
（
二
〇
一
六
年
）
一
一
二
頁
以
下
が
あ
る
。
ま
た
、
木
村
・
前
掲
注（
61
）は
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で
の
（
新
）
司
法
試
験
論
述
式

試
験
問
題
公
法
系
第
一
問
に
つ
い
て
詳
細
な
解
説
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
信
頼
性
の
高
い
解
説
に
加
え
て
参
考
答
案
も
付
さ
れ
て
お
り
、
同
書

に
よ
り
学
生
指
導
に
際
し
て
の
筆
者
の
負
担
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
た
。
ま
た
、
毎
年
、
司
法
試
験
論
述
式
試
験
実
施
後
に
法
学
セ
ミ
ナ
ー
及
び
受
験

新
報
に
掲
載
さ
れ
る
諸
先
生
方
の
解
説
も
参
照
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

な
お
、
旧
司
法
試
験
の
論
述
式
問
題
に
つ
い
て
は
、
棟
居
快
行
『
憲
法
講
義
案
Ⅱ
〔
理
論
演
習
二
〕』（
信
山
社
、
一
九
九
三
年
）
及
び
同
『
司
法

試
験　

論
文
本
試
験
過
去
問　

憲
法
』（
辰
巳
法
律
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
よ
る
刺
激
的
な
解
説
が
あ
り
、
筆
者
は
、
今
で
も
旧
司
法
試
験
の

い
わ
ゆ
る
過
去
問
を
学
生
指
導
に
使
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
同
書
を
大
い
に
活
用
し
て
い
る
。
と
く
に
、
後
者
は
、（
新
）
司
法
試
験
の
い
わ
ゆ

る
過
去
問
が
十
分
に
蓄
積
さ
れ
て
い
な
い
時
期
に
お
い
て
は
、
愛
読
書
と
い
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
で
あ
っ
た
。

（
74
） 

司
法
試
験
の
い
わ
ゆ
る
過
去
問
を
学
問
的
に
検
討
す
る
と
い
う
本
稿
の
着
想
は
、
実
は
、
内
山
忠
明
先
生
の
論
文
「
建
築
基
準
法
四
二
条
二
項

の
規
定
に
よ
る
道
路
」
日
本
大
学
法
科
大
学
院
法
務
研
究
三
号
（
二
〇
〇
七
年
）
五
七
頁
以
下
か
ら
得
て
い
る
。
同
論
文
は
、
第
一
回
（
新
）
司
法

試
験
論
文
式
試
験
問
題
公
法
系
科
目
第
二
問
を
批
判
的
に
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
筆
者
に
は
、
実
務
家
と
し
て
の
経
験
を
踏
ま
え
た
鋭
利
な
分

析
に
圧
倒
さ
れ
た
記
憶
が
あ
り
（
も
っ
と
も
、
上
記
内
山
論
文
は
行
政
法
の
論
文
で
あ
り
、
も
っ
ぱ
ら
憲
法
の
勉
強
を
し
て
い
る
筆
者
に
は
そ
の
内

容
を
十
分
に
理
解
し
た
自
信
は
ま
っ
た
く
な
い
の
で
、
正
確
に
言
え
ば
、
鋭
利
な
分
析
を
し
て
い
る
と
の
印
象
を
漠
然
と
抱
い
た
と
言
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
。）、
当
時
、
い
つ
の
日
か
機
会
が
あ
れ
ば
自
分
で
も
司
法
試
験
の
過
去
問
を
│
内
山
先
生
の
水
準
に
は
到
底
達
し
な
い
と
し
て
も
│
学

問
的
に
検
討
し
た
論
文
を
書
い
て
み
た
い
と
密
か
に
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。
内
山
先
生
は
、
二
〇
一
六
年
四
月
に
古
稀
を
迎
え
ら
れ
、
日
本
大
学
法

学
部
を
定
年
に
よ
り
退
職
さ
れ
た
が
、
日
本
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
の
創
設
直
後
の
時
期
に
お
い
て
同
研
究
科
の
専
任
教
員
と
し
て
（
教
育
の
面

の
み
な
ら
ず
、
執
行
部
の
一
員
と
し
て
）
同
研
究
科
の
礎
を
築
き
、
そ
の
発
展
に
も
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
た
（
こ
の
こ
と
を
申
し
上
げ
る
の
は
、

当
時
を
知
る
関
係
者
に
と
っ
て
は
周
知
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
法
務
研
究
科
で
も
当
時
を
知
る
専
任
教
員
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。）。

内
山
先
生
は
研
究
と
実
務
の
双
方
に
精
通
さ
れ
て
い
て
、「
理
論
と
実
務
の
架
橋
」
を
求
め
ら
れ
る
法
科
大
学
院
の
教
員
と
し
て
ま
さ
に
理
想
的
な

人
で
あ
り
、
短
い
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
同
僚
と
し
て
親
し
く
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
仕
事
振
り
を
近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
た

七
五



の
は
得
難
い
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
。
末
筆
で
は
あ
る
が
、
先
生
の
今
後
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
し
た
い
。

七
六
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